

[image: ]















怜悧な弁護士は契約妻を一途な愛で奪い取る～甘濡一夜から始まる年の差婚～

鈴ゆりこ










目次




怜悧な弁護士は契約妻を一途な愛で奪い取る～甘濡一夜から始まる年の差婚～


プロローグ

一夜が明けて……

結婚しようか

入籍のお祝い

彼の仕事

夜景

あの夜の真実

愛のない結婚

告白

憧れではなく恋だった

本物の夫婦

エピローグ



特別書き下ろし番外編


新婚生活






あとがき
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プロローグ




「きみを俺のものにしてもいい？」

　先ほどまで続いた長く激しいキスが終わると、ベッドの上で私に覆い被かぶさる彼がふとそう告げた。

　私は彼の背中に腕を回し、ワイシャツをギュッと握りしめながら「はい」と頷うなずく。

　初めて会う男性とお見合いをして結婚させられるくらいなら、このままここで彼のものになりたい。

　だって、彼は私の憧れの人だから……。

「優ゆ月づき」

　再び唇を塞がれると、ブラウスの裾から彼の手がゆっくりと潜り込み、そっと胸に触れた。その瞬間、くすぐったくもありゾクゾクするような初めての感覚に「ひっ！」と色気のない声をあげてしまう。

　そんな私の反応を見た彼が唇を離し、覆い被さった状態のままこちらを見つめる。

「こわい？」

　優しい瞳でそう問われ、私はふるふると首を横に振った。

「大丈夫です。続けてください」

　迷わずにそう答えると、彼の手が私の髪をそっと撫なでる。その優しい手つきに胸がきゅんと締めつけられた。

　その手でもっといろんなところに触れてほしい。

　そんなことを思ってしまう私はきっと、この甘い雰囲気に酔っているのだろう。

　ふわふわとした思考のままぼうっとした瞳で彼を見つめていると、私の髪を撫でていた彼の手が不意に自身のワイシャツのボタンへと移動した。それを上から順にひとつひとつ外していき、躊ちゅう躇ちょなく脱ぎ捨てる。

　ほどよく筋肉のついた、逞たくましい上半身が露あらわになった瞬間、私は思わず目を見開いた。男の人の体をこんなに近くで見るのは初めてで、ついジッと見入ってしまう。

「見すぎじゃない？」

　彼の笑い声が聞こえて、ハッと我に返った。余裕のある笑みを浮かべた彼と目が合い、なんだかとても恥ずかしくなる。

　たまらずに視線を逸そらそうとすると、彼の顔がぐっと近付いてきた。

「優月、口開けて」

　そんな囁ささやきとともに唇を塞がれる。言われた通りそっと口を開けると、するりと彼の舌が差し入れられ、あっという間に私の舌を捕まえて絡み合った。

　甘く深いキスに意識がぼんやりとしていく中、彼の手が私のブラウスに向かい、片手でボタンをひとつひとつ外していく。そのまま一気に脱がされ、背中に回った彼の手がブラのホックを器用に外した。

　露わになった胸をとっさに自身の両手で隠そうとしたものの、手首を掴つかまれてシーツに縫いつけられる。

「優月の体もちゃんと見せて」

　その言葉を合図にするかのように、私の体を彼の手と舌が這はっていく。

「……あっ、んぅ、やっ……」

　絶え間なく続く愛あい撫ぶに自分の声とは思えないような声が漏れ、しんと静まる部屋に響き渡る。

「愛してる、優月」

　行為の最中に何度も囁かれた彼の言葉に、私はいったいなんと答えたのだろう。

　その夜、幾度となく味わう絶頂の中で私は幸せな眠りに落ちた――。










一夜が明けて……




　ゆっくりと意識が浮上して瞼まぶたを持ち上げると、真っ白な天井が目に入った。そのまま数回ぱちぱちと瞬きを繰り返す。

　締め切られたカーテンの隙間から差し込む柔らかな朝の光が、ベッドで仰向けに寝転がる私の頬を優しく照らしていた。

　今は何時だろう。

　随分とぐっすりと眠った気がするものの、体はまだ睡眠を求めているのかいつも以上に重たくだるい。

　時間を確認するため壁掛け時計に視線を向けたところで、ふと違和感を覚えた。

　いつもならそこにあるはずの時計が見当たらない。というよりも、この部屋は全体的にどこかおかしい。

「えっ……ここどこ？」

　見覚えのないカーテンに家具。ベッドもいつもよりも大きいし、ふかふかしている。

　小お野の坂さか優月、二十五歳。

　どうやら自分の部屋ではないどこか別の場所で朝を迎えているらしい。

「どういうこと!?」

　その事実に驚いて飛び起きると、体を覆っていた薄手の毛布がずり落ちた。

　その瞬間、露わになったのは一糸纏まとわぬ自分の姿で……。

「ええっ!?　嘘うそでしょ」

　慌てて毛布を掴み、首元まで一気に引き上げると自分の裸をすっぽりと隠す。

　どうして私はパジャマも下着も身に着けていない状態で寝ていたのだろう。

　もしかして暑くて全部脱いだ？

　確かに今は九月で日中はまだまだ暑いし、夜も寝苦しい日はある。とはいえ、まさか寝ながら服と下着を脱いでしまうなんてことはありえない。

　とにかく、いつまでも素っ裸でいるわけにはいかないのでなにか身に着けないと。

　そう思い、ベッドの上で体を動かしたそのとき。右手が生温かいなにかに触れた。

　え？と、恐る恐る視線を移すと、隣に男の人の姿を見つけてギョッとする。どうやらこのベッドで眠っていたのは私だけではないようだ。

　動揺がさらに広がる。

　ダークブラウンのさらっとした髪の男性はうつ伏せの状態で、ふかふかの枕に顔をうずめるようにして眠っていた。

　息ができているのか心配になったけれど、かろうじて鼻と口の部分が出ているので大丈夫だろう。耳を澄ますと微かすかな寝息も聞こえてくる。

　それにしても、この人は誰？

　うつ伏せで寝ているため顔がよく見えない。覗のぞき込もうとしたところで彼が私と同じくなにも身に着けていないとわかり、思わずピタリと固まる。

　毛布から覗く、ほどよく筋肉のついた男性的な背中と腕に、見てはいけないものを見てしまった気がして慌てて視線を逸らした。

　その瞬間、ズキッとした痛みが走り頭に手を添える。

　そういえば、昨日は飲み慣れないお酒を随分とたくさん飲んでしまった覚えがある。この頭痛は二日酔いのせいだろうか。

　だいぶ酔ってしまったようで、昨夜の記憶もところどころ曖昧だ。かろうじて思い出せたのは、このベッドで誰かに情熱的に求められたことで……。

「嘘でしょ」

　思わずこぼれた私の声が、しんと静まる部屋に小さく響く。

　真面目だけが取り柄の私が、まさかお酒の勢いで付き合ってもいない男性と体を重ねたなんて思いたくはない。

　けれど、先ほどから重たくだるい体とじんわりと痛む下腹部が、昨晩の情事が夢ではなく現実なのだとはっきり証明してくる。

　ふと隣で眠る人物へと視線を移した。

　この状況からして昨夜の相手は間違いなくこの人だ。

　うつ伏せで眠る男性の後頭部あたりをジッと見つめていると、彼の体が微かに動いた気がした。

　かさかさと毛布とシーツのこすれる音がして、男性が大きく寝返りを打つ。目を覚ましたのかと思ったけれどその目はしっかりと閉じられたままで、どうやらまだ眠っているらしい。

　けれど、体勢が仰向けに変わったことで、ようやく男性の顔をはっきりと見ることができた。

　そこには目を閉じていてもイケメンだとわかる、見覚えのある綺き麗れいな顔立ちの男性が眠っていて……。

「もしかして、隠お岐き先生!?」

　彼の顔を見た瞬間、さっきよりも少しだけ鮮明に昨夜のことを思い出した。

　確か昨日は業務終了後に職場の慰労会に参加した。

　私が事務員として働く『隠岐総合法律事務所』に所属する弁護士のひとりが長期にわたる裁判で勝利をおさめたので、お祝いと労ねぎらいの会が開かれたのだ。

　その主役こそ隣で眠っているこの男性――隠岐悠ゆう正せい先生だ。

　慰労会の途中で隠岐先生に声をかけられ、どういう流れでそうなったかはわからないもののふたりでバーに移動したところまでは覚えている。けれど、私の記憶はそこでぷっつりと切れていた。

　次に思い出すことができたのは、ベッドに押し倒された私の上に隠岐先生が覆い被さり、熱を孕はらんだ瞳に見つめられながら深い口づけを落とされているところで……。

　その瞬間、さっと血の気が引いていく。

　どうやら私は隠岐先生と一線を越えてしまったらしい。

　どうしてこんなことになってしまったのだろう。

　改めて室内をぐるりと見回すと、ここはホテルというよりかは誰かの自宅という印象を受ける。おそらくこの場合だと隠岐先生の家だ。

　バーにいたはずの私がなぜ隠岐先生の自宅にいて、体を重ねるに至ったのか。途中の記憶を思い出すことができないので、この状況が少しも理解できない。

　きっとバーでお酒を飲みすぎて酔い潰れたのだろう。そのせいで記憶の一部を飛ばしてしまったんだ。

「どうしよう……」

　自分の失態に途方に暮れてしまう。

　よりにもよって相手は同じ職場で働く隠岐先生。今は寝ているけれど、彼が目を覚ましたときにかなり気まずい状況だ。

　どうしよう。もう本当にどうしよう。

「……うん、帰ろう」

　考えた結果、私はここからこっそりと逃げることに決めた。

　逃げたところで隠岐先生と一夜を共にしてしまった事実は消えないけれど、とにかく今はここにいたくない。目を覚ました隠岐先生と気まずい対面をするのだけは避けたかった。

　逃げると決まれば行動は早い方がいい。

　重だるい体をなんとか動かし、ズキズキと痛む頭に耐えながら、そっとベッドから抜け出す。散らばっている自分の衣服を集めて身に着けると、近くにバッグを見つけて手に取った。

　隠岐先生を起こさないよう静かに歩きながら部屋の扉を目指す。物音ひとつ立てないよう慎重に進み、ようやくドアノブに手をかけたときだった。

「――待った。どこ行くの？」

　あと少しでこの部屋から出られると安あん堵どしたところで、突然、背後から声をかけられた。驚いた私の肩がビクッと跳ね、足の動きがぴたりと止まる。

　油の切れたロボットのようなぎこちない動きで振り返ると、寝ていたはずの隠岐先生がいつの間にか目を覚ましていた。

　枕に背を預けて座りながらこちらを見ている彼は、やはり衣服を身に着けていない。引きしまった上半身が目に飛び込んだ瞬間、恥ずかしさから慌てて視線を逸らした。

「昨日は食い入るように俺の裸を見ていたのに、今さら恥ずかしがるなよ」

　不意に聞こえた声にハッと顔を上げると、隠岐先生が笑っていた。

「ちなみに俺も優月の体ぜんぶ見せてもらったけどな。ていうか、どうして服着てるの？　シャワー浴びなくていいのか？」

「えっ」

　今、隠岐先生に『優月』って呼ばれた？

　仕事の付き合いしかない彼からは名字でしか呼ばれたことがなかったのに、突然名前で呼ばれてきょとんとしてしまう。

　いや、それはひとまず置いておこう。それよりも、隠岐先生に体を見られてしまったことが恥ずかしい。でも、そういう行為をしたのだから当然だ。

　それに、私もぼんやりとだけれど記憶に残っている。自らワイシャツを脱いだ隠岐先生の逞しい体を……。

　うっかり思い出してしまい、動揺からか心臓が小さく飛び跳ねた。

「優月、どうした？」

　ドアノブに手をかけたまま立ち尽くしていると、またしても隠岐先生に名前を呼ばれる。

「先にシャワー浴びる？　しっかりと服着込んでバッグまで持っているけど、このまま帰さないからな」

　隠岐先生の言葉にピクッと体が跳ねた。

　いったいどうして、こんなことになっているのだろう。なにも思い出せない……。




＊　＊　＊




　私が事務員として勤務する隠岐総合法律事務所は、所長である隠岐先生のお父様が三十年ほど前に独立開業した弁護士事務所だ。

　在籍する弁護士は四十名ほどで、案件内容としては企業法務から税務、相続や離婚問題といった個人を相手にする相談まで多岐にわたる。

　現在三十五歳の隠岐先生は事務所に所属している弁護士の中ではまだ若手だけれど、法曹界の重鎮と呼ばれる父親譲りの鋭い思考力と正確な判断力、そして巧みな交渉術を持ち合わせ、数々の案件を解決させてきた所内きっての敏腕弁護士だ。

　聞いた話によると、法科大学院終了後、超難関と言われる司法試験にも一発で合格したほどのエリートらしい。

　隠岐先生はその高い実力から依頼者や顧問先からの信頼も厚く、所内でも主戦力として活躍している。

　さらに見た目もいいので、女性事務員の中には彼のファンが多い。

　百八十センチを超える長身に、くっきりとした二重、きりっとした眉、筋の通った鼻筋やシャープな顎など全体的にすっきりとしたクールな顔立ちは、一瞬にして女性たちの心を掴んでしまうのだ。

　そんな隠岐先生が約一年半にもわたる裁判を勝訴という形で締めくくったのは、つい昨日のこと。

　工事請負代金の未払い問題で、大手企業である施主側と中小企業である請負側が争う裁判は、世間からも注目されていた。

　その判決の第一報が夕方のニュースで伝えられると、事務所内には歓声があがった。なにせ当初は、隠岐先生が担当していた請負業者側が劣勢だと思われていたけれど、見事なまでの勝利をおさめてしまったのだから皆の喜びも大きい。

　すぐに所員一同で隠岐先生を労うための慰労会が行われることになった。

　開始時刻は事務所の営業時間終了後の午後七時。ケータリングサービスを利用してオフィスの共有スペースで開かれた。

　おそらく、どうしても外せない用事のある人以外はほとんど参加していたと思う。

　私も参加したのだけれど、飲み慣れていないお酒を飲んでしまったこともあり、その時点ですでに少し酔っていたのだろう。そこからの記憶が曖昧だ。

　どういうやり取りがあったのかはわからないけれど、隠岐先生に誘われて慰労会を抜け出し、バーに向かったところまではぼんやりとだけど覚えている――。




＊　＊　＊




「――なるほどな。そこまでは思い出せるのか」

「はい。なんとなくですが……」

　隠岐先生の言葉に、私は首を小さく縦に振った。

　時刻は午前九時。

　今日は土曜日なので事務所の営業は休みだ。そこで私たちは今、隠岐先生のマンションから歩いて十分ほどの距離にあるカフェでモーニングセットを食べている。

　とりあえず場所を変えて〝昨夜の出来事〟について話し合うことにしたのだ。

　このカフェは隠岐先生の行きつけで、出勤前によく訪れて朝食を取っているらしい。

　オーストラリア出身のシェフが経営していて、店内には英語で書かれたメニューが並んでいるため、まるで外国に来たかのような雰囲気を味わうことができる。

　隠岐先生と私はゆったりとしたソファ席に腰を下ろし、隠岐先生おすすめのモーニングセットを頼んだ。

　トースト、スクランブルエッグ、ベーコン、焼きトマトがワンプレートに盛りつけられていて、追加で注文すると生ハム、ローストしたかぼちゃ、ハッシュドポテトなども付けられるとのこと。さらに卵料理をオムレツに変更することもできるらしい。

　隠岐先生は週に二日は通い、その日の気分に合わせてプレートに盛るメニューを変えていると話していた。

　外の空気に触れてすっきりしたのか頭のズキズキとした痛みは引いていて、気分も少しよくなった。そうなるとお腹なかがすいてきて、私はふわふわのスクランブルエッグをひと口食べた。

「それで、そこから先のことは少しも思い出せないの？」

　その美お味いしさに感動していると、目の前でトーストをかじっている隠岐先生が尋ねてくる。休日なのにきっちりとしたスーツ姿なのは、午後に相談の依頼が一件入っているからだ。

　それにしても先ほどから時々、女性客たちの熱い視線を感じる。おそらく私の向かいの席に座る隠岐先生を気にしているのだろう。

　見るからに上質なスーツを着こなすクールな顔立ちの隠岐先生は、いい意味でとても目立っている。

　途端に私は居心地の悪さを感じた。隠岐先生のような素敵な男性が連れているのが私みたいな女性で申し訳なく思ってしまう。

　私はとても平凡だ。百五十七センチの身長は低くもなく高くもないし、スタイルだって普通。一度も染めたことのないセミロングの黒髪に、真ん丸な目とぷっくりとした頬のせいで実年齢よりも幼く見えてしまうのが悩みだ。

　そんな私よりも先ほどから隠岐先生をちらちらと見ている女性たちの方がよっぽど美人だし、彼とお似合いだと思う。

「――小野坂さん？」

　ぼんやりとそんなことを考えていると、目の前の隠岐先生がこちらを見つめていた。

　今朝は私のことを『優月』と名前で呼んでいたが、私に昨夜の記憶がないとわかると彼は今まで通りの名字呼びに戻した。

「どうした？　大丈夫？」

　突然黙り込んでしまった私を心配してくれているのだろう。大丈夫です、と答えようとしたところで、先に隠岐先生が口を開いた。

「もしかして体がつらい？」

「えっ」

「ごめん。俺、昨日あまり加減できなかったから。小野坂さん、多分初めてだったよな。なんとなくそうだろうなとは思ったけど止められなくて」

　一瞬、なんのことを言われているのかわからなくてきょとんとしてしまう。どう言葉を返していいのか迷ってしまい、隠岐先生の言葉をもう一度自分の中で再生させる。

　体、昨日、加減、初めて……。

　それらの単語から連想していくと、隠岐先生がなにを言いたいのかハッと理解した。同時にかぁっと頬に熱が集まる。

「だ、大丈夫です」

　返事をした声が動揺のせいか裏返る。そんな私を隠岐先生が優しい眼まな差ざしで見つめるので、なんだかもうこれ以上彼の顔を見られなくて俯うつむいた。

　昨日の隠岐先生との行為が、私にとって人生初の経験だったと気付かれていたことが恥ずかしい。

「話を戻すけど、俺と一緒にバーに行ってからのことは覚えてるの？」

　改めて隠岐先生に尋ねられて、私はなんとか動揺を抑えて答える。

「えっと……隠岐先生とカウンター席に並んで座ってお酒を飲んだ記憶が少し」

「そこでの会話は？　俺とどんなことを話したのかは思い出せる？」

「……すみません。わからないです」

　お酒を飲みながら随分と長いこと話し込んでいた気がするものの、いったいなにについての話をしていたのかをはっきりと思い出すことができない。

　やはり私はそこで酔い潰れて記憶をなくしてしまったのだろう。

　情けない自分に思わずため息をこぼすと、隠岐先生がさらに尋ねてくる。

「他になにか思い出せることは？」

「他にですか」

「ぼんやりとでもいいから覚えていることはない？」

「えっと……」

　まるで依頼者に詳しい事情を聞くときのようなお仕事モードな口調の隠岐先生を前に、私は俯いていた顔を上げて真剣に昨夜の記憶を思い出してみる。

　断片的にだけれど隠岐先生に抱かれた記憶は残っている。情熱的な瞳や逞しい体はぼんやりと思い出せるものの、恥ずかしすぎて自分からはそのときのことを口にできない。

　黙っていると、再び隠岐先生が穏やかに口を開いた。

「それじゃあ、俺とセックスしたときのことは覚えてる？」

「セッ……！」

　包み隠さずに告げられたストレートな言葉に思わずうろたえてしまった。なにもそんなに堂々と言わなくてもいいのに。

　周りには私たち以外にも客がいる。幸い聞こえなかったようだけど、できればもう少しオブラートに包んだ言い方をしてほしかった。

「まさかそれも覚えてないのか」

　隠岐先生に再び確認された私は「お、覚えています」と答えて、恥ずかしさから再び顔を下に向けた。そのままぼそぼそと小声で言葉を続ける。

「断片的にで。どうしてそういうことになったのかは思い出せません」

「それはつまり、どうして俺とセックスしたのかを覚えていないってことだな」

「セッ……はい、そういうことになります」

　またも告げられたストレートな言葉にドキッとしたものの、なんとか平常心を保って頷いた。すると、隠岐先生が静かにため息をこぼす。

「それだと、俺の言葉も覚えてないよな」

「言葉？」

「いや、覚えてないなら別にいい」

　隠岐先生はそう言ってソファの背もたれに背を預けると、片手で前髪を少し乱暴にくしゃりとかき上げた。「昨夜のことだけど」と、話を切り出す。

「簡潔に説明すると、小野坂さんがバーで酔い潰れたんだ。声をかけても起きないから俺のマンションに連れて帰ることにした。本当はきみの自宅に送り届けるのがよかったんだろうけど、俺は小野坂さんの自宅の住所を知らないし、きみも自分の住所を俺に伝えられる状況ではなかったから。とりあえず俺の家に連れて帰るのがいいと思った」

「そうだったんですね。ご迷惑をおかけしてしまい、申し訳ありませんでした」

　やはり私は酔い潰れてしまったのかと激しく落ち込む。真面目だけが取り柄のはずなのに、まさかそんな失態をしでかす日が来るとは情けない。

「俺のマンションに着いてから、小野坂さんを寝かせてあげようと思って寝室のベッドに運んだんだ。そのタイミングできみが目を覚ましたんだけど、そこでちょっといろいろあって……」

「いろいろ？」

「いや、それについては別にいい……」

　そう言った隠岐先生の視線が不自然に逸らされる。

　こほんとひとつ咳せき払いをしてから、再び視線を私に戻して話を続けた。

「とにかく、お互いに酒も入っていたせいか甘い雰囲気になって、据え膳食わぬはなんとやらって言うだろ。だから、すまない。自制できなかった」

「あ、いえ……」

　隠岐先生の謝罪に私は首を横に振った。

　話を聞いたところお互い同意しての行為だったのだと思う。

　隠岐先生と同じ職場で働くようになって今年で三年目。普段の彼を知っている私は、隠岐先生に限って、嫌がる女性を無理やり組み伏せて事に及ぶ犯罪のような真ま似ねは絶対にしないと信じている。

　ふと沈黙が流れ、気まずくなった私は再びスクランブルエッグを口に入れた。こんな状況ではあるものの、その美味しさに思わず目がパァッと輝いてしまう。

　とろりとした食感となめらかな口当たりがたまらない。口の中にほんのりと広がっていくバターの香りもまたいい。世の中にはこんなにも美味しいスクランブルエッグがあったんだ……。

「美味しいだろ、そのスクランブルエッグ」

　ふた口目を口に入れたとき、目の前に座る隠岐先生がそう言った。私は大きく頷く。

「はい、とっても。こんなに美味しいスクランブルエッグを食べたのは初めてです」

「俺もここで初めてそれを食べたときは感動で震えたな。ちなみにオムレツも絶品」

「それはぜひ食べてみたいです」

　もしもまたここに来られるようならオムレツを注文したい。

　でも、おそらく私がモーニングの時間帯にこのカフェを訪れることは多分もうないだろう。ここは隠岐先生の自宅マンションの近くにあるので、私の自宅から近いとは言い難い。

　モーニングを食べるためだけに朝早くから足を運ぶのは現実的ではないかもしれないけれど、それでもオムレツを食べてみたい。どうやら私はすっかりこのカフェの卵料理の虜とりこになってしまったらしい。

　自宅の朝食でも母が作ってくれたスクランブルエッグがよく出るけれど、このカフェのようにふわふわとはしていない。

　半熟状態の卵が苦手な母の卵料理はどれもしっかりと火が通っているので、目玉焼きもゆで卵も黄身はいつも固まっているし、卵かけご飯なんてものは一度も食べたことがない。

「……あ」

　スクランブルエッグから母を連想した瞬間、ふと大事なことを思い出した。

　私は慌ててバッグからスマートフォンを取り出し、昨夜からずっと落としていた電源を入れる。起動したばかりのそれには大量のメッセージと着信が残っていて、送り主は全部同じ人物……。

　そのとき、手の中でぶるぶるとスマートフォンが震え出した。さっそく着信が来たらしい。画面に表示された名前を見るなり、自然と重たいため息を落としてしまう。

「隠岐先生、すみません。少し電話をしてきます」

「どうぞ」

　ひと言告げて席を立ち、私は店の外に出た。すぐにスマートフォンを耳に当てる。

「――もしもし、お母さん」

《優月!?　やっと繋つながったわ。あなた今どこでなにをしているの。昨日の夜からずっと連絡しているのにどうして出ないのよ》

　電話が通じるなり早口でまくし立てる母の金切り声に、私はいったんスマートフォンを耳から外した。その間も私を心配する母の声が絶え間なく聞こえてくる。

　しばらく聞き流していたものの、ひときわ大きな声で《優月、聞いているの!?》という母の苛いら立だった声が聞こえて、私は再びスマートフォンを耳に当てた。

「うん、聞こえてるよ。心配かけてごめんなさい。でも、大丈夫だから」

《なにが大丈夫なの。ずっと心配していたのよ。連絡も取れないから、もしかして優月がまたあのときみたいな事件に巻き込まれたんじゃないかって……》

　そう話す母の声が震えていることに気が付いた。泣くほど心配をかけてしまったことに、胸がチクリと痛む。

　昨日は、母への反抗心からスマートフォンの電源を落として連絡を絶っていた。そんなことをすれば心配するであろうことはわかっていたのに、どうしても母に逆らいたかった。

　私の母は過保護だ。子供の頃から厳しく門限を決められていたし、交友関係にも口出しされた。進学先も女子校しか認めてもらえず、部活動、アルバイトは禁止。大学卒業後のひとり暮らしも許してもらえず、私はずっと実家で母と暮らしている。

　二十五歳になった今でも門限はあるし外泊も禁止。休日に友達と遊びに出かけるときも、誰とどこへ行くのか、何時に帰るのかを母に事前に伝えないといけない。

　そんな生活はとても窮屈だけれど仕方のないことなのだとずっと思っていた。だって、母がここまで過保護になってしまった原因は私にあるのだから……。

　今から十五年前――当時十歳だった私は小学校からの下校途中に誘拐事件に巻き込まれた。幸いにも未遂に終わり大事には至らなかったものの、その事件が母の心に深い傷を残してしまった。

　再び同じような事件に巻き込まれるかもしれないという恐怖が常につきまとうようになり、そうした不安から母は私を過剰に束縛するようになったのだ。

　一方の私も、自分が誘拐未遂事件に巻き込まれたばかりに母に心配をかけてしまったことをずっと後悔している。

　だからもうこれ以上、私のことで心配をかけないように、門限や外泊禁止など母に決められたことはしっかりと守ってきた。

　けれど昨日は、それを初めて破った。

　そうしたくなるくらいの強い不満が私にはあったから……。

《とりあえず早く家に帰ってきなさい。今日はお母さんと一緒に来週のお見合いに着ていくワンピースを買いに行くって約束していたでしょ》

「そのことなんだけど、やっぱり私……」

《だめよ。お見合いは絶対にしなさい》

　ぴしゃりと母は言い放つ。

《このお見合いは優月のためなの。お母さんの決めた相手と結婚をすれば、優月はこの先も必ず幸せに安心して暮らせるわ。だからお見合いはしなさい。いいわね》

「……っ」

　母の言葉に私はなにも言い返せず、唇を噛かみしめる。

　子供の頃からなんでも母に決められて生きてきた私は、母に反抗するのがあまり得意ではない。母に言われたことは素直に受け入れようとしてしまう。

　でも、今回ばかりはそうもいかない。お見合いだけはどうしても嫌なのだ。

　これまで母にいろんなことを決められて、それに従って生きてきた。もしも結婚相手まで決められてしまったら、私の人生は母の言いなり。自分で選んで決めたことなんてなにもなくなってしまう。

　だからせめて人生のパートナーは自分で決めたいと思った。

　そのためにもお見合いはしたくない。そう何度も訴えているのに少しも聞く耳を持ってくれないばかりか、いよいよ日取りまで勝手に決めてしまった母に対しての不満が爆発したのが昨日。

　慰労会に参加した私はスマートフォンの電源を落とすことで母との連絡を絶ち、門限である九時を過ぎても自宅に帰らなかった。

　とはいっても外泊は予定外だった。本当は母を少し心配させてから、深夜にこっそりと帰ろうと思っていたのだ。

　けれど、隠岐先生に誘われたバーで酔い潰れてしまった結果、彼の自宅マンションで一夜を過ごして今に至る――。

《優月はどうしてそんなにお見合いを拒むの？　お相手の男性は優月よりも年上で頼りになるわ。勤務先だって大きな会社だし、収入も高くて安定しているのよ》

「でも――」

《それに、お酒もたばこもギャンブルもやらない真面目な方よ。きっと優月を大切にして、幸せにしてくれるわ。お母さんの選んだ人なら間違いないの》

　いつものように自分の意見を押しつけてくる母に気け圧おされそうになりながらも、負けじと反論を試みる。

「でも私、お見合いだけは――」

《優月だって、世の中には悪い男もいるということを身をもって知っているでしょ。変な男に騙されてひどい目に合わないためにも、お母さんの決めたしっかりとした相手と結婚するのがあなたのためなのよ》

「お母さん……」

　そう言われてしまうとどう言葉を返せばいいのかわからなくなる。確かに私は過去の誘拐未遂事件で悪い大人の男もいると思い知らされたから。

《とにかく早く帰ってきなさい。これからお母さんと一緒にワンピースを買いに行きましょう。無断外泊のことも、そのときにちゃんとお母さんに説明しなさい》

　それでもやっぱりお見合いはしたくない。でも、いくら母にそう訴え続けても簡単に受け入れてはもらえない。

　どうしたらいいのだろう。お見合いを回避できるなにかいい案はないだろうか。

　必死に考えた私はふと、とある嘘を思いついた。

「お母さん。私……彼氏がいるの。昨夜はその人のマンションに泊まった」

　ただお見合いを拒むよりも、きちんとした理由があった方が納得してもらえるような気がした。

「彼氏がいるから、お見合いはしない」

　すると、電話の向こうで母の動揺している様子が伝わってきた。

《彼氏って……。優月、あなたなにを言っているの。彼氏がいるなんて、そんなことひと言も……》

「内緒にしていたに決まってるでしょ。どうせお母さんには反対されるから」

《当たり前でしょう。あなたはお母さんの決めた相手と結婚するの。彼氏とは別れなさい》

　怒りを含んだ母の声に、思わず怯ひるんでしまった。それでもここで黙り込んでは負けだと必死に抵抗する。

「嫌よ。私、本当にお見合いはしたくないの。わかってよ、お母さん」

《優月、いい加減にしなさいっ》

　母の叫び声が私の耳にキンと響いた。

　どうやら母は納得してくれなかったらしい。

《彼氏とは別れてお見合いをしなさい》と電話の向こうからしつこい説得が続き、これ以上母と話をするのが嫌になった私はとうとうスマートフォンを耳から離した。そのまま通話を切ろうとした、そのとき――。

　隣からすっと伸びてきた手によってスマートフォンを奪い取られてしまう。

　え？と思い振り返ると、そこにはなぜか隠岐先生の姿があった。

「もしもし、お電話代わりました。優月さんと同じ職場に勤務しています、弁護士の隠岐と申します」

　右手に私から奪ったスマートフォンを持ち、左手をスーツのズボンのポケットに軽く突っ込んでいる隠岐先生は平然とした様子で私の母と言葉を交わしている。

「隠岐先生！」

　慌てた私は奪われたスマートフォンを取り返すべく手を伸ばすが、それをかわすように彼がくるんと素早く背を向けてしまい、私の手は虚むなしく空を切った。

「ご挨拶が遅れてしまい大変申し訳ありませんでした。優月さんとは結婚を前提にお付き合いさせていただいております」

　お、隠岐先生!?

　突然なにを言い出すの？

　驚くべきことを口にした彼に私がぽかんとしている間にも、隠岐先生と母のやり取りは続いている。電話の向こうで母がなにをしゃべっているのかはわからないものの、隠岐先生は物腰柔らかな口調で淡々と話を進めていた。

「――わかりました。では、これからご挨拶に伺います」

　そこで会話は終了したらしい。隠岐先生がスマートフォンを耳から離し、ひと息ついてから振り向いて私ににこりと微ほほ笑えみかける。

「これで終了。無事に解決……できるかどうかはこれからかな」

　私は隠岐先生からスマートフォンを受け取ると、それをギュッと握りしめた。

「隠岐先生。どうして……」

　私の彼氏だなんて嘘をついたのだろう。

「小野坂さんが電話に行ったきり戻ってこないから心配になって来てみたんだ。そうしたらきみの様子がどこかおかしくて、申し訳ないけど立ち聞きさせてもらった。なんだか必死にお見合いを断ろうとしているのがわかったから、味方をしてあげたくなって」

「それで、私の彼氏のふりを？」

「そう。昨日一緒にマンションに泊まったっていう〝彼氏〟は俺のことだよな。だから、話を合わせてあげた方がいいのかと思って」

「そ、それは……」

　お見合いを断るために彼氏がいるという嘘を思いついたのは、隠岐先生とのことがあったから。どうせ朝帰りするのなら彼氏の家に泊まっていたことにしようと思ったのだ。

　でも、隠岐先生に彼氏のふりをしてもらうことになるとは思わなかった。おかげで母は私の嘘をすっかり信じたと思う。

「あの……母は、なんと言っていましたか」

　ふたりのやり取りがよく聞こえなかったので尋ねると、隠岐先生が教えてくれる。

「今すぐ優月と一緒にうちに来なさいって、かなり怒っていたな。だからこれから俺も一緒に小野坂さんの家に行くよ。彼氏として挨拶に行かないと」

「それはだめです」

　私は首をぶんぶんと大きく横に振った。

　電話で彼氏のふりをしてもらえただけでも十分ありがたいのに、これ以上隠岐先生を私と母のごたごたに巻き込むわけにはいかない。それに、隠岐先生は本当の彼氏ではないのだから。

「さすがにそこまでしていただくのは隠岐先生に申し訳ないです。あとのことは私ひとりでなんとかするので、一緒に来ていただかなくて大丈夫です」

「本当にひとりで大丈夫？」

　隠岐先生が高い背を屈かがめて、私の顔を覗き込んでくる。

「あの様子だとお母さん結構怒っているぞ。さっきの小野坂さんとお母さんの電話のやり取りを聞いてわかったけど、どうやらきみは母親にあまり強く発言できないみたいだから心配だな。うまく丸め込まれて、したくもないお見合いをさせられることになる気がするけど、それでいいの？」

　うまく丸め込まれる……。

　確かにその通りになりそうで言葉に詰まる。そんな私に隠岐先生がにっこりと優しく笑いかけた。

「心配しなくて大丈夫。そんなに見合いが嫌なら、俺が断るのを手伝ってあげるから」

「手伝うって……」

　どうしてそこまでしてくれるのだろう。

　その理由が見つからずに困惑していると、不意に伸びてきた隠岐先生の手が私の頭にぽすんとのった。そのまま優しく撫でられる。

「乗りかかった船だ。責任持って付き合うよ。ひとまずこれから小野坂さんの自宅へ向かおう。その前に会計を済ませてくるから待っていて」

　爽やかにそう告げて、隠岐先生が店内へと戻っていく。その背中が扉の向こうに消えるのを私はぽかんと眺めていた。

　しばらくすると隠岐先生が戻り、私の右手に自身の左手を絡からめて歩き出す。そのあまりにも自然な行動に思わず反応するのを忘れてしまったけれど、手を繋がれているのだと気が付いた私は一気に焦り始めた。

「お、隠岐先生。この手は……」

「ん？　これから小野坂さんのお母さんの前で恋人のふりをしないといけないだろ。そのための雰囲気を今から作っておこうと思って。嫌だった？」

「いえ、そういうわけでは……」

　繋いだ手を持ち上げた隠岐先生に、私は小さく首を横に振った。

　嫌なわけじゃない。ただ、どうして突然手を繋がれたのかわからなくて戸惑っただけ。そして恥ずかしい。

「小野坂さんが嫌じゃないならこのまま繋いでる。……ああ、でもこんなことしなくても俺たちもう恋人のような雰囲気出ているかもな」

　隣を歩く隠岐先生がぽつりとそう言う。その言葉の意味がわからずきょとんとしている私に、彼はさらに言葉を続ける。

「昨夜の俺と小野坂さんはまるで恋人のように熱く何度も体を重ねたから、恋人っぽい雰囲気が出ていないかなと思って」

「えっ……」

　意地悪そうに笑う彼と目が合った。

　そういえば、隠岐先生とそういうことをしてしまったんだっけ。なるべく考えないよう記憶のすみっこに追いやっていたのに、思い出した途端に頬に熱が集まる。

　恥ずかしさから慌てて視線を逸らすと、「照れてる？」と隠岐先生が楽しそうに笑う声が聞こえた。

　もしかして、からかわれているのだろうか。

　女性にモテる隠岐先生にとって、昨夜の私との行為はなにも特別なことではなかったのかもしれない。でも、私にとっては人生初のことで、こうして話題に出されると反応に困ってしまう。

　そのまま隠岐先生の方は見ずに視線を少し下に落として歩いていると、繋がれた右手にギュッと優しく力がこもる。

「とりあえず駅に向かえばいい？　自宅までの案内はよろしく頼む」

「えっ、あの、でも……」

「ほら、行くぞ」

　本当にいいのだろうか。

　戸惑う私を引っ張りながら隠岐先生はずんずんと進んでいった。










結婚しようか




「それで本当に隠岐先生っていう弁護士さんが優月の家に彼氏として挨拶に来たんだ」

「うん……」

　翌日の日曜日。私はオープンカフェのテラス席で、小学校からの友人である立たち木き瑠る奈なとランチを取っていた。

　結婚して幼い子供ふたりの母である彼女は自分のために使う時間があまりないのか薄化粧だけれど、もともとの顔立ちがいいのでそれでもきりっとした美人だ。

　そんな瑠奈と私のお気に入りであるこのカフェは、都会の喧けん騒そうを忘れさせてくれる緑豊かで静かな場所にあり、月に一度は必ずここで会うと決めている。

　その約束の日がちょうど今日だったので、私は昨日の出来事をさっそく瑠奈に話した。急な展開が多すぎて、ひとりでは抱えきれなくなったのだ。

　同じ職場の弁護士である隠岐先生とバーでお酒を飲み、酔い潰れて、そのまま彼の自宅マンションで一夜を共にしてしまったこと。

　その後、いろいろあって隠岐先生が私の彼氏として母と対面することになったと話し終えたところで、注文した料理が運ばれてきた。それを食べつつ、話を再開させる。

「おばさんの反応はどうだったの？　突然、彼氏なんて連れてきて怒られたでしょ」

　瑠奈が前のめりになって尋ねてくる。

　小学校からの友人であり、家同士も近所の瑠奈は、母とも顔見知りの関係だ。

　学生の頃にクラス委員長に選ばれたり、所属する部活動の部長に選ばれたりするほどのしっかり者なので、娘の交友関係にまでうるさく口出しする母からも信頼されている。

　今日も瑠奈とランチに出かけると伝えたら、『それなら安心ね』と快く送り出してくれた。

　私は瑠奈の先ほどの問いに答えるため、いったん食事の手を止める。

「それがそうでもなかったんだよね。最初はすごく険悪ムードだったけど、最終的には隠岐先生との交際を認めてくれたの。お見合いもしなくていいって」

「本当に!?　おばさんのことだからなにがなんでも優月にお見合いをさせると思ったけど、交際を認めてくれたんだ」

「うん。でも、実際は付き合ってないから、うまくお母さんを騙だませたというか……」

　話しながら、昨日のやり取りをふと思い出す。




＊　＊　＊




『優月さんとお付き合いをさせていただいています、隠岐悠正と申します』

　母の待つ家に帰宅した私と隠岐先生はさっそくリビングに通され、そこで昨夜の説明を始めた。

　母は隠岐先生にお茶こそ出したものの態度は最悪。私の彼氏だと挨拶した隠岐先生に対して嫌悪感を丸出しにし、言葉にも態度にも棘とげがあった。本当にわかりやすく隠岐先生のことを否定したのだ。

『こうして挨拶に来てくれたけれど、優月とは今すぐに別れてほしいの。優月は、母である私が決めた男性とお見合いをすると決まっているんです』

　そんなことを決められた覚えはない。私は何度もお見合いは嫌だと訴えていたのに。

　母の言葉を聞いてすぐにでも反論したかったけれど、私はグッとこらえた。というのも、母と対面する前に隠岐先生から、私はあまりしゃべらなくていいと言われていたからだ。

　隠岐先生が言うには、こういう話し合いの場面では当事者同士だと気持ちが昂たかぶり、余計にこじれて決着のつかない状態になることがあるらしい。

　それは彼が弁護士として様々なトラブルを見てきた経験からくるもので、そんなときは第三者が介入することで落ち着いて話し合いを進めることができるそうだ。

　だから私はあまりしゃべらず、隠岐先生と母のやり取りを見守っていた。

『失礼ですが、お母さまはどうして優月さんにお見合いを勧めているのですか』

　隠岐先生は穏やかな口調で母に尋ねた。それに対して母はわざとらしく大きなため息をつきながら答える。

『優月には幸せになってほしいからよ。十五年前に主人を亡くしてから、私はひとりで必死に優月を育ててきたの。大切な娘の幸せのために、ふさわしい相手を私が結婚相手として選んで決めたんです』

『なるほど。お見合いは優月さんの幸せのためだというお母さまのお気持ちは理解しました』

　納得したように深く頷く隠岐先生を見て私は少し焦ってしまう。母の気持ちを理解したということは、隠岐先生もお見合いには賛成ということだろうか。さっきまで私の味方だと思っていたのに……。

　不安な眼差しで見つめていると、ちらりと私に視線を向けた隠岐先生と目が合う。そのまま軽く微笑むと、彼は再び母をジッと見据えた。

『ところで、お母さまが選ぶ優月さんにとってふさわしい男性の条件とは？　もしよろしければ教えていただけませんか』

『そうね。社会的信用のある人かしら』

『それは具体的に言うと？』

　間髪を容れずに鋭く尋ねる隠岐先生に母が少したじろぐのがわかった。

『ええっと……しっかりとした職業に就いていて、会社の中でも役職に就いているような優秀で責任感のある人かしら。そういう方はやっぱり世間からの信用も厚いだろうし。それに、収入が高くて安定しているのも重要ね』

『それなら私も当てはまりますよ』

　母の言葉をすべて聞いた隠岐先生が穏やかな口調でそう告げた。

『私の職業は弁護士です。ありがたいことに依頼もこの先途切れることなく埋まっているし、今の事務所は父が代表を務めていますが将来的には私が跡を継ぐ予定です。職業柄、信用といった面ではおそらく強いでしょうし、年収も同年代に比べて高い方かと思います。先ほどお母さまが言われました優月さんにとってふさわしい男性の条件を私も十分に満たしているはずです』

　隠岐先生はすっと笑顔を消すと、真剣な表情で母を見つめる。

『なにより私は優月さんを愛しています。お母さまが選ぶどんな男性よりも、優月さんを幸せにできる自信がある』

　その言葉に私の方がドキッとしてしまった。たとえこれが演技だとしても『愛している』とこんなにもはっきりと男性に言われたのは初めてだったから。

　ふと母の顔を見ると表情が少しだけ変わった気がする。これまで隠岐先生に対して嫌悪感を丸出しにしていたはずが、いつの間にかそれが消えている。

『お母さまが大切にされている優月さんの意思を無視して、無理やりにお見合いをさせるよりも、このまま私との交際を続けることを許していただけませんか。もちろん結婚を前提に』

　そんなやり取りの結果、隠岐先生は母の説得に見事成功。しかも、最終的に母が隠岐先生に好感を持つようになっていたのだから驚きだ。

　いったいどんな魔法を使ったのだろうと不思議に思ったけれど、それは魔法でもなんでもなく隠岐先生の手腕によるものだと、彼の隣で母を冷静に説き伏せる姿を見て気が付いた。

　優秀な弁護士である隠岐先生にとって説得や交渉は手慣れたもの。加えて隠岐先生の朗らかな性格とまっすぐな態度が、母の心を少しずつ解ほぐしていったのかもしれない。

　母はすっかり隠岐先生を気に入ったようで、お見合い相手の男性よりも安心して私を任せられるとまで言っていた。

　隠岐先生は初対面で母の心を掴んでしまったのだ。
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「でもどうするの？　とりあえずお見合いはしなくて済んだけど、優月と隠岐先生は実際には付き合っていないんだから。そんな嘘でいつまでもおばさんのこと騙せないと思うし、バレたときこわいよ」

「それは、そうなんだけど……」

　もっともな瑠奈の指摘に私は思わずしゅんと肩を落とす。けれど、それについてもとりあえずは大丈夫そうだ。

「隠岐先生に、あとのことも任せてって言われたの。お母さんのことをこのまま騙し続けられるなにかいい策があるみたい」

「策って？」

「それについてはまた今度教えてもらう予定なんだけど、とにかく大丈夫だって隠岐先生が言ってた」

　母の心をがっしりと掴み、私の彼氏として認められた隠岐先生は、一時間ほど滞在したあと、仕事があるからと颯さっ爽そうと帰っていった。

　土曜日にも相談の依頼が詰まっているなんて、さすが事務所一の稼ぎ頭であるエリート弁護士だ。

　そんな忙しい合間を縫って、ただの事務員である私のお見合いというトラブルをすんなりと解決してくれたのだから、隠岐先生には感謝しかない。

「それにしても隠岐先生は随分と優月に親切だよね。いくらお酒の勢いで寝ちゃったとはいえ、普通は彼氏のふりまでするかな。なにか裏があるとしか思えないんだけど」

　瑠奈がテーブルに頬ほお杖づえをつきながらぼそりと呟つぶやく。

「優月、隠岐先生からなにか見返りを求められたりして」

「見返り？」

「例えば、このまま体だけの関係を続けようとか。ほら、もう一回しちゃったんだから何回しても同じだろ、みたいな」

「えっ……」

　それを聞いた私は一瞬動揺したものの、すぐにぶんぶんと首を大きく横に振り、先ほどの瑠奈の言葉を否定した。

「それはありえない。隠岐先生はそんな人じゃない」

「そう？」

「そう。絶対にそう。隠岐先生はとってもすごい弁護士なんだよ。困っている人を助けてくれるヒーローみたいな人なの。それなのに、体だけの関係とかそんなことを求めるようなことしたりしない。隠岐先生はそんな人じゃない。昨日だってきっと私が気の毒に見えたから放っておけなくて、助けてくれたんだよ」

「まぁまぁ落ち着いてよ、優月。ごめんって」

　気が付くとイスから立ち上がり熱弁していた私を瑠奈が宥なだめる。つい熱くなってしまった自分を反省しつつ、静かにイスに腰を下ろした。

「もしかして、優月。隠岐先生のことが好きなの？」

「へ？」

　唐突な瑠奈の言葉に思わずきょとんとしてしまう。

「だって随分と隠岐先生のこと熱く語るから、好きなのかなと思って」

　そう言って、瑠奈がにやりと笑う。そんな彼女に向かって、再び私はぶんぶんと首を大きく横に振った。

「ち、違うよ。隠岐先生のことは好きとかそういうんじゃないの」

「じゃあなに？」

「えっと……私にとって隠岐先生は憧れの弁護士なの」

　隠岐先生に対して抱いている気持ちを誰かに話すのが初めてなこともあり、気恥ずかしさからつい小声になってしまう。そんな私に瑠奈が首を傾かしげる。

「憧れ？」

「そう、憧れ。恋愛感情じゃない」

「ふーん、そうなんだ」

　途端に瑠奈はつまらなそうな返事をして、ストローに口をつけた。そのままごくごくとアイスティーを喉に流し込んでいる彼女に、今度は私が質問をする。

「そういえば、瑠奈の方はあれから拓たく海みさんとはどう？」

「あ、優月が隠岐先生とのことをはぐらかそうとしてる。怪し～。本当は好きなんでしょ」

「だから、違うってば！」

　すぐに言い返した私を見て、瑠奈が楽しそうに笑う。

「ま、そういうことにしといてあげようかな」

　そう呟いてから、瑠奈はすっと笑顔を引っ込めた。その表情に途端に影が差す。

「拓海とのことだけど、結構最悪な展開を迎えてる」

「えっ。それじゃあもしかして、瑠奈の勘違いじゃなかったってこと？」

「そうね。もう完全に黒、真っ黒だったわよ。あいつが呑のん気きにシャワーを浴びている間にこっそりスマホを確認して証拠も手に入れた」

「どうやったの？　だって前に話したときはロックがかかっているから無理だって言ってたのに」

「私はそんなことでは諦めないのよ」

　瑠奈は怒りに震える声で静かに告げる。

「あいつのスマホはパターンロックなの。だからあいつがスマホのロックを解除するときの手元の動きを何度か見て予想つけたら大当たり。ロック解除よ」

「瑠奈、すごい」

「ここまで来たらもう執念よ。なんとかしてあいつの不倫の証拠を掴みたかった。なにもないならそれが一番よかったけど、女との生々しいメッセージのやり取りを見つけちゃって。しばらく頭の中真っ白……」

　イスの背もたれに体を預けた瑠奈が、重いため息を吐き出した。

　先月の瑠奈とのランチのとき、彼女の夫である拓海さんが職場の後輩女性と不倫関係にあるかもしれないと相談された。あれから一カ月が経たったけれど、不倫疑惑は確信へと変わってしまった。

　瑠奈は二十歳の頃に五歳年上の拓海さんと授かり婚をして、今は四歳と二歳のふたりの男の子の母親だ。

　ちなみに今日、息子たちは瑠奈の両親に預けていて、拓海さんは『同僚とゴルフに行く』と言い朝早くからうきうきとした様子で出かけたらしい。おそらく不倫相手と密会しているのだろうと瑠奈は言った。

「ああ、もうっ！　本当に腹立つあの男。もう顔も見たくない。あんなやつ、私の人生には必要ない。こうなったら慰謝料がっぽりともらって離婚してやるんだから」

「瑠奈、ちょっと落ち着いて」

　そう宥めてみるものの、落ち着いてなんていられないと思う。

　未婚の私には多分今の瑠奈の気持ちを完璧には理解できない。それでも瑠奈が相当参っているということはわかる。

　それに、離婚と口走ってはいるが、幼い子供ふたりを抱える専業主婦の瑠奈にとってそれは簡単ではないはずだ。

　なにか私も力になりたいけれど、今のところ私にできるのはこうして瑠奈のぐちを聞いてあげることだけ。

　そこからの私たちの会話は瑠奈の話題が中心となり、たっぷりと話し込んでからカフェをあとにした。




　隠岐総合法律事務所で事務員をしている私の仕事は弁護士の先生方のサポートが主だ。特に担当は決まっておらず、その時々で頼まれた仕事をこなしている。

　大学卒業後に就職して今年で三年目。

　スケジュール管理や書類のコピーにファイリング、電話・来客対応、それに書類作成や提出など……日々忙しく働いている。

「――はい。隠岐総合法律事務所です」

　週が明けた月曜日の午後。頼まれた書面を裁判所に提出してから事務所に戻ると、事務員フロアに一本の電話が鳴り響いた。

　私の他にも数名の事務員の姿があるが、皆それぞれ仕事に追われて忙しそうにしていたので私が電話を取ることにした。

　すると、声からしておそらく年配の女性がやや控えめに口を開く。

《すみません。そちらに隠岐悠正先生という弁護士の方はいらっしゃるでしょうか》

「はい。隠岐でしたら在籍しております」

　どうやら隠岐先生宛ての電話のようで、女性がおどおどしたように言葉を続ける。

《以前、知人が隠岐先生に遺産相続の件でお世話になりまして。その際とても親身になってくださったと聞いたので、私も相談したいことがありお電話したのですが……》

「わかりました。隠岐に確認しますので少々お待ちください」

　ひとまず女性との通話をいったん保留にしてから、隠岐先生に連絡を取ることにした。彼の個室の番号に内線をかけると、数回のコールのあとで『はい』とふんわりとした低い声が返ってくる。

「小野坂です。隠岐先生に相談したいという新規の依頼者さんからの電話を受けているのですが、どうされますか」

　すぐに取り次げればいいのだけれど、なにせ弁護士先生方はみな多忙だ。飛び込みの電話相談の場合は日を改めないと対応できないこともある。

　今も、電話の向こうの隠岐先生が申し訳なさそうな声で答える。

《すまない。これからすぐに裁判所へ行かないといけないんだ。一時間ほどで終わると思うけど、そのあと別の案件の事故現場の調査に立ち寄りたいから事務所に戻るのは四時を過ぎるかな》

「では、また後日かけ直していただくようお伝え――」

《いや、四時以降なら大丈夫。せっかく電話をくれたんだから、なるべく今日中に話を聞いてあげたい。四時以降でもよければかけ直してもらうようその方に伝えて》

「わかりました」

　隠岐先生との通話を切ると、その件を女性に伝えた。どうしても隠岐先生に話を聞いてもらいたいらしく、四時以降でも構わないからまたかけ直すと言って女性は電話を切った。

「また隠岐先生への依頼？　今日はこれでもう三件目よ」

　受話器を戻したところで隣の席の菊きく池ちさんの声が聞こえた。彼女は、私よりも五つ年上の先輩事務員だ。

　すると、今度は向かいの席に座る戸と田ださんが口を開く。

「隠岐先生はいったい何件の依頼を受け持つつもりですかね。ご指名で来る依頼も多いし、さすがうちの事務所の看板弁護士。人気者だなぁ」

　そう話す彼女は今年の春に新卒で入ってきたばかりの新人事務員。戸田さんが私と菊池さんを交互に見てから「そういえば」と言葉を続けた。

「午前中に見えた依頼者さん知ってますか。あの方、泣きながら隠岐先生にずっと感謝の言葉を口にして帰られていきましたよ」

「そんなことあったの？　私それ知らないわ。優月ちゃん知ってる？」

　菊池さんに尋ねられて、私は「はい」と頷いた。

　確か、五十代後半ぐらいの男性だったと思う。

　借金を抱えているけれど体調を崩して働けなくなってしまい、返済に困っていると以前からたびたび相談に訪れていた。

　依頼を受けた隠岐先生が債務整理などをして無事に解決したらしく、すると不思議と男性は体の調子も改善して、再出発に向けて頑張ろうと前向きな気持ちになれたと今日改めて隠岐先生にお礼の挨拶に来ていた。

　隠岐先生はまるで自分のことのようにうれしそうに『よかったですね、頑張ってください』と依頼者の男性に優しく声をかけていて、私はつい仕事の手を止めてその姿に見入ってしまった。

　そのときのことを思い出しながら私は口を開く。

「隠岐先生への依頼が多いのは、隠岐先生が優秀だというのももちろんありますけど、それだけじゃなくて、きっと隠岐先生の人柄も理由のひとつですよね」

　隠岐先生はどんな依頼にも親身になって寄り添い、話を聞いてくれる弁護士だ。

　世間の注目を浴びるような大きな事件の弁護を引き受ける一方で、今回の借金トラブルのような個人の依頼も数多く引き受けている。

「隠岐先生、前に話していたんです。どの事件や裁判にもその人の人生がかかっている。だから依頼された案件に大きいも小さいも、難しいも簡単もない。たったひとりの依頼者さんのために全力を尽くすのみだって。それを聞いたとき、やっぱり隠岐先生はとても素敵な弁護士さんだなって思いました」

　気が付くと同僚ふたりの前で私はそんなことを口にしていた。すると、菊池さんが私の肩にポンと優しく手を置いて「優月ちゃん」と声をかける。

「あなた、隠岐先生のことが好きなのね」

「へ？」

　そういえば昨日も瑠奈から同じようなことを言われた気がする。あのときもつい隠岐先生のことを熱く語って勘違いされてしまったけれど、今回もそれと同じだろうか。

　そうだとしたら菊池さんの誤解を早く解かないと。そう思って慌てて口を開こうとしたものの、向かいの席の戸田さんの方が一歩早かった。

「えっ、優月さん。まさか隠岐先生狙いだったんですか。うー、ライバル増えた」

　戸田さんが頭を抱えてしまった。そんな彼女に向かって菊池さんが呆あきれたような視線を向ける。

「ライバル増えたって、あなた彼氏いるでしょ」

「いますけど～。隠岐先生カッコいいじゃないですか。惚ほれちゃいますよ」

「まぁ、そうね……。確かに隠岐先生はカッコいいわよね。私も旦那のいる身だけど、隠岐先生に話しかけられるときゅんきゅんしちゃうから」

「ですよね。きゅんきゅんしますよね」

　同僚ふたりが隠岐先生の話題で盛り上がるのをしばらく黙って見つめていると、不意に戸田さんの視線が私に向いた。

「そういえば優月さん。先週の金曜日、隠岐先生と一緒に慰労会を抜けてましたよね」

「えっ、そうなの？　私それ知らないんだけど」

　同僚ふたりにジッと見つめられ、思わずギクッと体が跳ねた。

　私と隠岐先生がお酒の勢いで体を重ねてしまった日から今日で三日。

　もっとぎくしゃくしてしまうと思っていたけれど、先ほどの電話では意外と普通に話せたことにホッとしている。

　でも、それは電話だからで、実際に顔を見て話すとなるとやはり意識してしまうのだろうか……。

「なになに～。優月ちゃん、隠岐先生とふたりでどこへ行ったのかな」

「私も気になります。優月さん、実は隠岐先生といい感じになっていたりします？」

　同僚ふたりに詰め寄られて思わず動揺してしまう。

「あ、あの。私、別に隠岐先生のこと好きなわけではないし、菊池さんと戸田さんが思っているような関係ではないです。慰労会のあとも隠岐先生のお気に入りのバーに連れていってもらっただけで……」

「えっ！　それって優月さん、隠岐先生に口説かれてません？　バーと言えば男性が女性を口説き落とすときに使う場所ってイメージが私にはあるんですけど」

　そうなの？　バーってそういうところなの？

　でも私、隠岐先生に口説かれた覚えがない……というより、バーでのことをなにも思い出せないのだけれど。

　すると、菊池さんがどこか納得したように「なるほどね」と頷く。

「じゃあやっぱりそうなんだ。私、なんとなく前から隠岐先生って優月ちゃんのこと狙っている気がしてたのよね。私たちと話すときと比べると、優月ちゃんにだけ微妙に態度が違うというか」

「それって両想おもいじゃないですか！　よかったですね、優月さん」

「い、いえ。私、別に隠岐先生のこと好きじゃないですし、そういう風に見たことは一度もありません。隠岐先生もきっと同じですよ」

　ふたりの勘違いに焦りながら否定をする。私のような平凡なただの事務員が、立派な弁護士であり見た目も性格も素敵な隠岐先生を好きだなんておこがましいし、いい雰囲気だと思われているなんて彼に対して申し訳ない。

　同僚ふたりの誤解を解くべく私は必死に言葉を続ける。

「バーに行きましたけど、おふたりが想像するようなことはなにもなかったので」

　というのは大嘘だし、そもそもバーでの記憶がない。けれど、まさか隠岐先生と一夜を共にしたと言えるわけないし、絶対に言ってはいけない。

　そのあとも冷やかし続ける同僚ふたりに、隠岐先生とはなにもないのだと必死に説明したものの、はたして信じてもらえたのかどうかはわからない。




　午後七時を過ぎると事務所の営業時間は終了する。

　私の一日の業務も終わり、同僚の事務員たちに今日中に終わらせなければならない業務がないかを確認。あれば手伝うし、なければ帰宅する。

　今日は誰も急ぎの仕事を抱えていないようなので、帰りの支度を始めた。

「お疲れさまでした」

　そう声をかけて事務員フロアを出たときだった。

「あ、小野坂さん」

　誰かに名前を呼ばれて振り返ると、隠岐先生の個室の扉が開いていた。そこに立っている彼が「ちょっと来て」と手招きしている。

　電話での相談は無事に済んだのだろうか。

　裁判所と事故現場の調査に出ていた隠岐先生が事務所に戻ってきたのは、午後四時を少し過ぎた頃。それから三十分ほどして隠岐先生ご指名で相談を依頼してきた年配女性から再び電話がかかってきたので、すぐに隠岐先生に取り次いだ。

　おそらく電話でかいつまんだ相談内容を聞いた上で依頼を受けるのかを決めるのだと思う。でも、隠岐先生のことだから自分の専門外のこと以外なら受けるはず。

　もしかして、そのことで追加の仕事を頼まれるのだろうか。

　もう営業時間は終了しているけれど、急ぎの用事を私に頼もうとしているのだと思い、くるんと方向転換をして隠岐先生の個室へと向かった。すると、彼は突然私の腕を取って歩き出す。

「ちょっと付き合ってほしいことがあるんだ。一緒に来てくれないか」

「えっ、隠岐先生？」

　個室には入らず廊下を進み、引っ張られるように連れてこられたのは所長室の前。足を止めた隠岐先生が、右手で扉をこんこんと軽くノックする。

「所長。悠正です。お伝えしたいことがあるのですがお時間よろしいですか」

　自身の父親でもある所長に隠岐先生が声をかけると、扉の向こうから「入っていいぞ」と落ち着いた声が返ってきた。

　さっそくドアノブに手をかけて入室しようとしている隠岐先生の腕を、私は思わず両手でがっしりと掴んでしまう。

「待ってください、隠岐先生。状況がわかりません。説明してください」

　なぜ私も一緒に所長室に入らなければならないのか。その理由をまだ教えてもらっていない。

　すると、隠岐先生は私が掴んでいる腕とは反対の腕を持ち上げて、私の肩をポンポンと優しくたたく。

「大丈夫。小野坂さんは俺の隣で笑って頷いてくれるだけでいいから」

「……笑う？」

「そう。にっこりと笑っていて」

　結局よくわからないまま、気が付くと隠岐先生が所長室の扉を開けてしまった。「失礼します」とひと声かけて入室した彼のあとに仕方なく私も続く。

　この部屋の主である所長は執務机のチェアに背を預け、ゆったりとした姿勢で腰を下ろしていた。

　隠岐先生と私の姿を見るなり穏やかな笑顔を浮かべ、応接セットのソファに座るよう促す。そこに隠岐先生と並んで腰を下ろすと、テーブルを挟んだ向かいのソファに所長も座った。

　事務員が所長室に入る機会はそれほど多くはない。なので、こうして所長室のソファに腰を下ろし、所長と対面しているこの状況に緊張してしまい、自然と背筋がピンと伸びる。

　それに、なぜここへ連れてこられたのかをまだ詳しく説明されていない。

「どうした悠正。小野坂さんを連れて私の部屋を訪れるとは。さては、仕事の話ではないな」

　所長は、隠岐先生と私を交互に見ると意味ありげに微笑む。

「もしや昨日の話。相手は小野坂さんか」

「さすが所長……いや、父さんだ。勘が鋭い」

「いや、昨日あんな話を突然されたあとでお前が女性を連れて私のところに来たんだ。すぐに察しがつく」

「紹介するって約束したからな」

　流れるように進む隠岐父おや子この会話に私だけがまったくついていけない。ますます私がここにいる理由がわからなくなった。

　隠岐先生からは笑っていればいいと言われたものの、少しも笑える状況にない。自然と表情が強こわ張ばってしまうのだけど、どうしよう。

　すると、隠岐先生の腕が私の肩に回り、軽く引き寄せられた。

「父さんに改めて紹介するよ。彼女が俺の結婚相手の小野坂優月さんだ」

　ええっ!?

　今とんでもない発言があった気がして、隠岐先生の横顔を慌てて見つめる。彼も視線だけを私に寄越したものの、特になにも告げずに平然とした顔で再び視線を所長に戻した。

「おとといの土曜日に彼女の母親にも挨拶をしてきた。父さんには昨日話したけど、もちろん俺たちの結婚には賛成してくれるよな」

「ああ、もちろんだ。事務員の小野坂さんなら弁護士としてのお前の仕事を理解してくれるだろうし、なにより彼女は真面目でいい子だ。安心してお前を任せられる」

「これでようやく父さんも安心だろ」

「まったく、その通りだ。お前は一生独身でいるものだと思っていたから、父さんはもう心配で心配で……」

　そう話す所長の声が震えている。よく見ると目にはうっすらと涙が溜まっていて、指でそれを拭った所長の視線が私に向けられた。

「小野坂さん。きみの普段の仕事ぶりを私はとても評価しているよ。事務員の中ではまだ若手だけれど真摯に仕事と向き合っている姿勢はとても素晴らしいし、事務所を訪れる依頼者に対しても丁寧な対応ができる女性だ。そんなきみが息子を結婚相手に選んでくれて、私は本当にうれしい。ありがとう、小野坂さん」

「い、いえ。あの、所長……」

　話しながらとうとう所長は涙をこらえきれなくなったようで、滝のようにぽろぽろと泣き始めてしまった。

　その姿に私はきょとんとしてしまう。

　私たちが普段から接している所長はどちらかというと厳格で、言葉数もあまり多い方ではない。けれど、息子である隠岐先生と話しているときの所長は物腰の柔らかな態度だし、結婚報告に対しても涙を流すほど喜んでいる姿はとても意外だった。

　そのことに驚く私とは違い、隠岐先生は楽しそうに笑っている。

　もしかしたらこちらが本来の所長の姿で、仕事のときは弁護士事務所の長としてきりっとした雰囲気を心がけているのかもしれない。そんなことを思ったら所長に対して一気に親近感が湧いた。

「泣くなよ、父さん。みっともないぞ」

「仕方がないだろう。父さんはうれしいんだ。悠正がついに結婚するんだからな」

「所長。よろしければこちらをお使いください」

　こぼれる涙をワイシャツの袖で拭っている所長を見て、私は自身のハンカチを渡した。それを受け取った所長の目からさらに涙が溢あふれてくる。

「ありがとう小野坂さん。きみは本当に優しい女性だ。小野坂さんのような子が私の娘になるのだと思うとうれしくてうれしくて」

「あっ、いえ、私はその……」

「悠正。小野坂さんを大切にするんだぞ。そして、幸せな家庭を築きなさい」

　私のハンカチで目元を拭いながら所長は隠岐先生に向けて力強く告げる。

　どうしよう。この展開に私はもうどんな言葉を発していいのかわからず途方に暮れる。状況がうまく呑のみ込めない。

　とりあえずわかっているのは隠岐先生が私を結婚相手として所長に報告をしていることだけど、もちろん私たちに結婚の予定はない。

　なぜ隠岐先生はそんな嘘をついたのだろう……。

　そこまで考えてハッと気が付く。そういえば、私もつい先日同じことを母の前でした。そのおかげでお見合いを回避することができたんだ。

　もしかして隠岐先生も私と似たような状況にあるのだろうか。ご両親から不本意なお見合いをさせられそうで、それを断ろうとしているのかもしれない。

　そうだと確信できたわけではないけれど、隠岐先生には随分と助けてもらったので今度は私が彼の味方になってあげる番だ。

　とりあえず今は隠岐先生の〝結婚相手〟になりきろう。

　私は、所長室に入室する前に言われた言葉を思い出し、にっこりとした笑顔を心がけるべくそっと口角を上げた。

　私のハンカチが所長の涙でしっとりと濡れた頃、隠岐先生が口を開く。

「――父さん。俺も結婚するんだ。これで安心して治療を受けてほしい」

　ち、治療!?

　その言葉に私は思わずぎょっと目を剥むいた。

「そうだな。悠正の言う通りだ。しっかりと治療を受けて少しでも長く生きられるよう父さんは頑張るよ」

　な、長く生きられる!?

　所長の口から飛び出た言葉に再び驚いてしまう。

　この展開はにっこりと笑っている場合ではないような気がして、私はすっと笑顔を引っ込めた。

　所長が言葉を続ける。

「悠正が結婚して家庭を持ち、お前を支えてくれる女性がそばにいるならもう安心だ。約束通り、これを機に事務所をお前に譲ろうと思う。これで私は心置きなく治療に専念することができる」

「そうしてくれよ、父さん。治療をすれば進行を遅らせることができると医者からも言われているんだ。事務所は俺が責任を持って引き継ぐが、俺たちにはまだまだ父さんが必要だ。あっさりと死んでもらっちゃ困る」

　真剣な声で話す隠岐先生の横顔を私はふと見上げた。まっすぐに所長を見つめる彼の瞳がどこか不安そうに揺れている気がする。

　治療。長生き。進行を遅らせる。

　おそらく所長はなにかの病気なのかもしれない……。




　所長室をあとにした私たちは、そのまま隠岐先生の個室へと向かった。私を先に入室させた彼が後ろ手で静かに扉を閉める。

「突然すまなかった。話を合わせてくれてありがとう」

「いえ、私はなにも……」

　そう答えた私の隣を通り過ぎて、隠岐先生は応接セットのソファに腰を下ろす。重たいため息を吐き出した彼に私はそっと尋ねる。

「所長はご病気なんですか？」

「ああ。でも、今すぐ生死に関わる深刻なものじゃないから安心して。適切な治療さえ受ければ完治は無理だとしても、進行を遅らせることはできるから」

「そうなのですね」

　所長の病気の件は私たち所員にはまだ伏せられていた。

　でも、今になって思えば少し前から所長が事務所に顔を出さない日が増えていた。病気のせいで体調が優れなかったのかもしれない。

　見たところ病気があるなんて思えないほど普通に会話をしていたけれど、体の中は病魔にむしばまれているんだ。

　そんな所長にあのような嘘をついてもよかったのだろうか……。

「隠岐先生」

　私はゆっくりと場所を移動して、隠岐先生の向かいのソファに腰を下ろした。

「さっきの本当によかったんですか。いくらお見合いが嫌だからって、私と結婚するなんて嘘をご病気の所長の前でするのはよくないと思います」

「ん？　俺、小野坂さんに見合いをするなんて話をしたか」

「えっ、しないんですか？」

「その予定はないな」

　てっきり私と同じでお見合いが嫌だから結婚するなんて嘘をついたのだと思った。でも、どうやらそうではないらしい。それならなおさら、どうしてあんな嘘を？

「それに、俺は嘘をついていないよ。父にもそうだし、小野坂さんのお母さんにも。どちらも真実を前提として話したつもりだ」

　真実を前提？

「えっと……。それはいったいどういう意味でしょうか」

　隠岐先生の言いたいことが理解できずに尋ねた私に、彼がにっこりと微笑みかける。

「つまり、俺と小野坂さんが本当に結婚すればお互いの親に嘘なんてついていないことになるだろ」

「なるほど……」

　その理屈からすると確かにそうなのかもしれない。ふむふむと納得しそうになったけれど、すぐにハッと我に返る。

「えっ!?　でも、私たち結婚しませんよね」

「するよ」

　はっきりとそう答えた隠岐先生の目がジッと私を見据えた。

「小野坂さんは俺と結婚するんだ」

　私が隠岐先生と結婚!?

　衝撃的なセリフに一瞬、頭の中が真っ白になる。けれど、私は慌てて両手をぶんぶんと大きく横に振った。

「いえいえいえいえいえ、結婚しませんよ」

　いったい隠岐先生と私の間でいつそんな話になったのだろう。結婚するなんて一度も口に出して言っていない気がする。いや、つい最近そんな話をした覚えはあるけれど、あれはただの演技だったはずだ。

「この前は私のお見合いを断るために、隠岐先生は私の恋人のふりをしてくださったんですよね。私もさっきは隠岐先生が不本意なお見合いを迫られていると思ったから黙って結婚相手のふりをしていただけで……。そういえば隠岐先生はどうして所長に私と結婚するなんて嘘をついたんですか？」

　私と同じでお見合いを断るためだと思っていたけれど、そうでないなら理由はなんだろう。

「俺？　俺は、病気の父を安心させたいからかな」

　そう切り出した隠岐先生の視線が不意に下に落ちた。

「さっきも言ったけど父は病気だ。本当なら治療に専念しないといけないけど、事務所のことが気になるようで入院をずっと拒んでる。事務所は俺が引き継ぐと言っても、いまだに独身でふらふらしている俺に任せるのは心配だと言われてさ」

　俯きながら隠岐先生が苦笑を漏らす。

「しっかりと身を固めたら事務所を任せられると言われたから、すぐにでも結婚したいと思った。そうしたら父も心置きなく治療に専念できるだろ」

　それで隠岐先生は私に結婚しようと言ったんだ。

　なんとなく彼の抱えている事情が理解できたものの、結婚に同意はできない。

「でも、隠岐先生ならそういうお相手いらっしゃいますよね？」

「そういう相手って？」

「隠岐先生と結婚したい女性なら周りにたくさんいるのではと思いまして……」

　実際に事務員の中には隠岐先生ファンの女性が多いし、それ以外にも隠岐先生に好意を寄せている女性は多くいるはず。

「そんなわけないだろ。きみは俺を遊び人だとでも思っているのか？」

「いえ、そういうわけではなくて。隠岐先生はおモテになるので、結婚を申し込めばどんな女性もきっと大歓迎すると思うんです」

　昼間の菊池さんと戸田さんとの会話を思い出した。

　夫と彼氏がいるふたりでさえ隠岐先生に心を奪われているのだから、彼の身近にいる独身女性の中には本気で妻の座を狙っている女性がきっとたくさんいる。

　すぐに結婚したいならその女性たちに声をかけてみた方がいいと思う。きっと私なんかよりも美人で聡そう明めいで、隠岐先生と釣り合いの取れる女性が多くいるはずだから。

「それなら小野坂さんが俺を歓迎して、結婚の申し込みを受けてくれないか。俺はきみがいいんだ」

「えっ」

　不意に告げられた言葉にドキッと心臓が跳ねた。私がいいって……それはどういう意味なのだろう。

「俺との結婚は小野坂さんにもメリットがあるはずだよ」

「メリット？」

「俺なら今のきみを自由にしてあげられる」

　自由に……？

「この前、小野坂さんの自宅に伺ったときに気が付いたけど、きみはお母さんからかなり束縛されているみたいだ。門限とか外泊禁止とか、窮屈じゃないか？　お見合いだって無理やり決められたみたいだし、きみはお母さんに逆らえないんだろ」

「それは……」

　隠岐先生の言っていることは合っている。

　私は母に逆らえない。ずっと言いつけを守って生きてきたから反抗するのが苦手。

「俺と結婚して実家を出ればお母さんから離れられる。束縛からも解放だ」

「……っ！」

　その言葉にとても惹ひきつけられた。

　お見合いをするよう言われ、一方的に結婚相手を決められそうになったとき、なんでも母に決められてきた自分の生き方に初めて疑問を抱いた。

　私はずっと母の言いなりのままでいいのだろうか……。

　これは私の人生だ。すべて母に決められるのはもううんざりだし、そろそろ母から自由になりたい。

　隠岐先生と結婚すればそれが手に入るのかもしれない。

「どう？　小野坂さんにとってもこの結婚はそんなに悪い話でもないだろ。俺も俺でメリットがあるから互いに得がある。つまり、ウィンウィンの関係だ」

「ウィンウィン？」

「恋愛をして結ばれるんじゃなくて、お互いの求める条件がぴったりと合うから結婚をする。そういうのもアリだとは思わない？」

　どうなのだろう。アリなのだろうか。

　最初に聞いたときは驚いたし、こんな結婚は当然受け入れられないと思ったけど、今はだいぶ気持ちが傾いている。

　それに、隠岐先生の言っていた〝策〟とはこのことだったのかもしれない。お見合いを断るため私の母の前で彼氏のふりをしてくれた日に、隠岐先生はこのまま母を騙し続けられるいい策があると話していた。それがこの結婚なのだろう。

　私は母の束縛から自由になるため。隠岐先生は病気の父を安心させるため。お互いに欲しいのは結婚という事実のみ。私たちの間に愛はないけれど、メリットはある。だとしたら、こういう結婚もアリなのかもしれない……。

「私でよろしければ、お願いします」

　気が付くと口からそんな言葉がこぼれていた。

「それは、俺との結婚を承諾してくれるってこと？」

「はい」

　柔らかく微笑みながら尋ねた隠岐先生に向かって、私はしっかりと頷いた。

「それじゃあ俺たち結婚しようか」










入籍のお祝い




　――あれは、私がまだ隠岐総合法律事務所で働き始めて間もない頃。

　すでに弁護士として第一線で活躍していた隠岐先生は、当時世間を大きく騒がせていた収賄事件を取り扱っていた。

　マスコミなどの報道によって社会全体が被告人を非難する中、その矛先は被告人の弁護をしている隠岐先生にまで及んだ。彼に向けて嫌がらせの電話や苦情のメールが事務所にたくさん押し寄せたのだ。

　それでも隠岐先生は毅き然ぜんとした態度を崩さなかった。

　事務員として働き始めてまだ日の浅かった私は隠岐先生と関わることがあまりなかったけれど、世間から注目される大きな裁判において強いバッシングを受けている彼のことが心配だったのは覚えている。

　そんなある日。

　共有スペースの前を通りかかると、ソファに横になっている隠岐先生の姿を見つけた。恐る恐る近付くと、どうやら眠っているようだった。

　背が高いのでソファから足が飛び出ているものの、気にすることなく隠岐先生はすやすやと寝息を立てている。

　こんなところで寝てしまって大丈夫だろうか。起こした方がいいのかな。

　しばらくその場でおろおろとしていたけれど、最近の隠岐先生の忙しさは知っていたし、多分まとまった睡眠が取れていないのだろうと思い、このままそっとしておくことにした。

　けれど、大事な裁判の前に風邪を引いてしまっては大変だと、事務員フロアから自分のひざ掛けを持ってきて、それを眠っている隠岐先生にかけようとした。そのとき、彼の目が突然ぱちりと開いた。

『ん……あ、やば。寝てた』

　むくりと起き上がった隠岐先生は、片手で自身の髪をわしゃわしゃとかき回す。寝起きのとろんとした目が、ひざ掛けを持ったまま固まっている私へと向けられた。

『確かきみは、えっと……事務の小野坂さんだっけ。どうしたの？』

『あ、えっと、すみません。起こしてしまって』

『いや、別に大丈夫』

　大きな欠伸あくびをしている隠岐先生を見ながら、私はひざ掛けをくるくると丸めて後ろ手にそっと隠した。

『隠岐先生。なにか飲みますか？』

『え、いいの？　それじゃあコーヒーちょうだい。ブラックで』

『はい。少しお待ちください』

　私は共有スペースの横にある給湯室へと駆け込んだ。

　隠岐先生用のマグカップにコーヒーを注ぐと再び共有スペースに戻り、ソファの前にあるテーブルにマグカップをそっと置いた。

『どうぞ』

『ありがと……あれ？　自分のはいいの？』

『えっ』

　きょとんとしている私に隠岐先生が続ける。

『いや、俺はてっきり小野坂さんが自分の分のついでに俺の飲み物を用意してくれるのかと思ったから。そうじゃなくて俺のだけだったんだ。わざわざごめんね。ありがとう』

『い、いえ』

『隣座る？』

　ソファの真ん中に座っていた隠岐先生が少し横にずれて、私の座るスペースを作ってくれた。

『眠気覚ましにちょっとでいいから、話し相手になってくれるとうれしいんだけど』

『はい』

　そういうことなら……と、私は隠岐先生の隣にちょこんと腰を下ろした。

『小野坂さんは仕事もう慣れた？　四月からだからまだ一カ月だよな』

『はい。少しずつ覚えているところです。まだあまりお役に立てませんが、しっかりと仕事を覚えて、隠岐先生たち弁護士先生方の業務をサポートできるよう頑張ります』

『そっか。期待してる』

　挨拶以外で隠岐先生と言葉を交わすのはこれが初めてだったこともあり、私はかなり緊張していた。

『小野坂さんはどうしてうちの事務所で働こうと思ったの？』

　眠気覚ましのために隠岐先生が次から次へと私に話題を振ってくるので、それに必死に答える。

『子供の頃に父が弁護士にお世話になることがあったんです。その弁護士さんに憧れて私も弁護士を目指すようになったんですけど』

『お、そうなんだ。それじゃあ事務員しながら弁護士の勉強してるの？　そういう人もいるよな。俺でよければ教えるけど』

　笑顔でそう言ってくれる隠岐先生に対して私は小さく首を横に振った。

『あっ、いえ、そうではなくて……弁護士になるのはもう諦めたので』

『どうして？』

『私には向いていないと思いまして』

　子供の頃、父が会社で起きた横領事件の犯人として疑われるという悲しい事件があった。

　裁判では父の無実が証明されたものの、犯人だと疑われた父の会社での立場や信用は回復されず、噂うわさを聞きつけた近所からも好奇の目で見られ、冤えん罪ざいだったにもかかわらず嫌がらせを受けるようになった。そのことに苦しんだ父はうつ病を発症し、ある日突然自らの命を絶ってしまった。

　そのあとで父の弁護をしてくれた弁護士が家を訪れ、父の遺影を前に『力が及ばず申し訳なかった』と私と母に頭を下げて涙を流した。私はそれにとても驚かされたのを今でもはっきりと覚えている。

　一依頼者にすぎない父にそこまで親身に寄り添ってくれていたのだと思ったら、人間味溢れるその弁護士がとても素敵に思えた。

　その日から弁護士という職業が私の憧れになったのだ。

　父を失ったことはすごくショックで悲しかったけれど、同時に弁護士になるという新しい目標ができたことで父の死をなんとか乗り越えられたような気がする。

　隠岐先生には言わなかったけれど、その夢を諦めた本当の理由は自分には向いていないと思ったからではなく、母に反対されてしまったからだ。

『でも、やっぱり同じ業界で働きたくて事務員を目指しました』

　就職活動では、採用情報が出ていた都内の弁護士事務所を片っ端から受けた。いち早く内定をもらえたのが隠岐総合法律事務所で迷わず就職を決めた。

　私の話を聞いた隠岐先生が『そうか』と静かに呟く。

『向いている向いていないは、やってみないとわからないと思うし、俺もそんなに自分がこの職に向いているとも思っていないけど』

『そんなことないです。隠岐先生はとても向いていると思います』

『そう思う？』

　隠岐先生に尋ねられて私は首を大きく縦に振った。

『はい。隠岐先生はとても頼りになる弁護士さんです』

『はは。そっか。ありがとう』

　事務員として働き始めてまだ一カ月しか経っていないけれど、隠岐先生の仕事ぶりを見るたびに思っていた。隠岐先生は責任感が強くて頼りになる弁護士だって。

『隠岐先生は大変そうですよね』

　ぽろりとついそんな言葉がこぼれていた。隠岐先生がすぐに理解してくれたようで『収賄事件のこと言ってる？』と苦笑した。

『まぁ大変といえば大変だな。事件内容としては過去にも何度か扱ったことがあるからそうでもないんだけど、今回はちょっと風当たりが強いから』

　ちょっとどころかだいぶ強い気がする。吹き飛ばされずに立っていられる隠岐先生はすごいと思う。だから、本音を聞いてみたくなった。

『つらくはないですか？』

『どうして？』

『どうしてって……。だいぶいろいろと言われているようなので』

　あれだけ世間からバッシングを受けていれば本人の耳にも入るだろうし、それはやっぱり精神的にもよくないと思う。

　隠岐先生はあまり気にしているようには見えないけれど、本心ではどうなのだろう。普段と変わらずに振る舞っているだけで、心の中では傷ついているのかも……。

『確かに今の俺は散々な言われようだよな。クソ弁護士らしい。こんなに真面目に頑張っているのにクソ呼ばわりはひどいよな。泣きたくなるよ』

　そんな言葉とは正反対に、なぜか隠岐先生はけろっとした様子で笑っていた。

『でもまぁ言いたいやつには言わせておけばいい。俺はまったく気にしていないし、そんなことで裁判の場で怯んだりしないから。むしろ燃える』

『燃える？』

　もしかして隠岐先生は世間の風当たりの強さを本当に気にしていないのだろうか。楽しんでいるようにすら見えるけれど、なんだか少しだけ違和感を覚えた。

　無理をして言っているようにも見えたのだ。

　隠岐先生は私の淹いれたコーヒーをひと口飲んでから言葉を続けた。

『少なくとも俺は自分の依頼人が嘘を言っているとは思っていないし、それを証明するための証拠も集めてる。世間からどんなにバッシングをされようとも、俺は弁護士として自分の仕事をするだけだ』

　隠岐先生の依頼人は収賄事件の犯人として疑われているものの、本人は無実を主張しているらしい。

　でも、マスコミなどはその人を犯人だと決めつけるような報道を繰り返していて、世論もそう思っている。

　隠岐先生はその波に立ち向かっていた。多くの人からバッシングを受けようとも、自分の依頼人の無実を証明するために奮闘している。その姿が、かつて父の冤罪を晴らしてくれた私の憧れの弁護士と重なって見えた気がして、トクンと心臓が大きく波打った――。

『それじゃあ俺はそろそろ仕事に戻るな』

　隠岐先生が残りのコーヒーを一気に飲みほし、ソファから立ち上がる。空になったカップを手に取り給湯室へと運んでいこうとしたので『私がやります』と声をかけて、彼の手からカップを預かった。

『コーヒーありがとう、小野坂さん。美味しかった』

　隠岐先生はそう言い残し、私に背を向けると共有スペースを出ていこうとする。その背中に向かって私はとっさに声をかけていた。

『隠岐先生！　私は隠岐先生の味方です。応援しています。でも、あまり無理はしないでください。本当につらいときはつらいと言ってもいいと思います』

　誹ひ謗ぼう中傷を受けて傷つかない人なんていない。私には隠岐先生が強がっているように見えたし、そうでもしないとこの裁判には勝てないとひとりで戦っているようにも感じた。

　私にはコーヒーを淹れることや、眠気覚ましのための話し相手になることしかできないけれど、少しでも隠岐先生の力になりたいと思った。

　隠岐先生は私の言葉に返事をすることなく、背を向けたまま軽く上げた右手をひらひらと振り、共有スペースをあとにした。

　数日後、その裁判は隠岐先生側が見事に勝訴。無実が確定された。

　そして、私にとって隠岐先生は、幼い頃に父の無実を証明してくれた弁護士と同じように憧れの存在になったのだ。

　あれから約二年半が経ち、まさか隠岐先生と結婚をして夫婦になるとは思わなかった。この事実を私はいまだに信じられないでいる……。




＊　＊　＊




「――やっぱりオムレツもふわふわでとても美味しいですね」

　ひと口食べた途端、朝の眠気が一気に吹き飛んでいくような気がした。すぐにふた口目を頬張り、再びその美味しさに感動する。

　初めてこのカフェでスクランブルエッグを口にしたときに思ったけれど、やはりここの卵料理は絶品だ。いったいどうしたらこんなにふわふわにできるのだろうと考えながら、もぐもぐとオムレツを味わう。

　隠岐先生――改め、悠正さんの結婚の申し出に頷いてから一カ月ほどが経った。

　この間に両家顔合わせを無事に済ませ、そこでの話し合いの結果、結婚式は悠正さんのお父様の病気の治療が落ち着いた頃に行うことが決まった。

　両家の親に結婚を認めてもらった私たちが、婚姻届を提出して晴れて夫婦となったのがつい昨日。それに合わせて悠正さんが暮らしているマンションに私が越してくる形で同居も始まっている。

　その二日目である今日は、休日にもかかわらずふたりで早起きをしてマンションの近くにあるカフェでモーニングセットを食べていた。

　ここは以前、私たちが一夜を共にしてしまった翌朝に訪れた場所でもあり、私はあれ以来二度目の来店になる。

　あのときはもうこのカフェに来ることはないのだろうと思っていたのに、その約一カ月後に再び訪れることになるとは予想もしていなかった。

　しかも憧れの弁護士である悠正さんと結婚までしてしまったのだから驚きである。自分でもまだちょっと受け入れられていないくらいだ。

　季節は十月に入り、まだ暑さは残っているものの吹く風はからっと心地よく爽やかな晴天が続いている。

　前回このカフェに来たときは店内で食事を取ったけれど、今日は朝から天気もよく過ごしやすい気候のためテラス席を選んだ。

　モーニングセットのプレートにのせる料理も前回と変えてみた。悠正さんが絶品だと教えてくれたので、今日は卵料理をスクランブルエッグからオムレツに変更した。

　そのオムレツもあっという間に食べ終えてしまい、今度はトーストをかじるとこちらもまた美味しい。もっちりとしているけれどさくっと感もあって、おそらく自宅では出せない食感だ。

　それに感動しつつトーストを食べ続けていると、目の前からクスッと笑い声が聞こえた。悠正さんが頬杖をつきながらにっこりと笑って私を見つめている。

「あ、あの、なにか？」

　その視線はとても穏やかで優しいものの、あまりにもジッと見られているので気になってしまう。もしかして口の周りにトーストのジャムがついているのだろうか。

　すると、悠正さんが微笑みながら口を開く。

「ごめん、気にしないで。美味しそうに食べている姿がかわいいなと思って見ているだけだから」

「か、かわ……」

　かわいい？　私が？

　悠正さんの言葉をいったいどう受け取ったらいいのかわからず反応に困り、トーストを持ったまま視線をあちこちに彷徨さまよわせてしまう。

　からかわれているのだろうか。多分そうだと思うので、本気にするのはやめよう。ここはさらっと受け流すのがいいのだろうけど、男性からそういう言葉をもらったことがない私はやはり動揺してしまう。

　一方の悠正さんは、変わらず笑みを浮かべたまま私のことを見つめている。

「俺、ずっとこうやって優月とふたりきりで食事してみたかったんだよな」

「そうだったんですか？」

　突然の告白に驚いてしまう。

　まさか悠正さんが私なんかと食事をしてみたかったなんて……。

　ぽかんとしている私を見て、悠正さんは少し呆れたように笑った。

「仕事終わりに何度も食事に誘っていただろ。まぁ、毎回あっさり断られていたけど」

　そういえば、そうかもしれない。

　思い返してみると、確かにたびたび悠正さんから食事の誘いを受けていた。それがまさか私とふたりきりの食事目当てだったとは、言われるまで少しも気付かなかった。

　どうして彼が頻繁に私を誘ってくれていたのかはわからないけれど、彼の厚意を無下にしていたのかと思うと申し訳なく思う。でも、仕事終わりの時間だと私にはどうしても行けない理由があったから……。

「すみません。せっかく誘ってくださっていたのに、いつもお断りしてしまって」

　手に持ったままのトーストをプレートに戻すと、私はぺこりと頭を下げた。

「いいよ、気にしてない。それに今なら優月が俺の誘いを断っていた理由もわかるから。お母さんに決められた門限をきちんと守ろうとしていたんだよな」

「はい……」

　門限さえなければ、私はきっと悠正さんからの食事の誘いを断っていなかったと思う。仕事終わりに食事に出かける同僚たちがいつも羨ましかったから……。

「でも、優月はもう自由だ」

　悠正さんがはっきりとそう告げる。

「実家を出てお母さんのそばを離れたってことはもちろん門限もない。優月のすることにいちいち口を出す人はいないし、好きなことをして好きに過ごしていいんだ。俺は優月を縛りつけたりはしないから」

　彼の言葉がじんわりと胸に響いた。

　誘拐未遂事件以降の私は、過保護な母の言いつけをなんでも素直に守ってきた。自分で決めたことなんてそれほどないような気がする。

　でも、そんな日々も悠正さんとの結婚で変わった。私はようやく母の束縛から解放されたのだ。

　もう門限もないし、外泊だってしてもいい。誰と食事に出かけてもいいし、旅行にだって行ける。改めてそのことを実感して、じわじわとうれしさが込み上げてきた。

「でもな、優月」

　悠正さんがふと口を開く。

「あまり羽目を外しすぎるなよ。きみを束縛するつもりは少しもないけど、あまりにも帰りが遅かったり、何日も帰ってこなかったりされると、さすがの俺も心配になるから。好きに過ごしていいが、ある程度の報告はしてほしい」

「わかりました」

　私が頷いたのを確認すると、悠正さんがすっとイスから立ち上がる。

「それじゃあ俺はそろそろ行くけど、優月はまだここでゆっくりと過ごしていいよ。入籍と引っ越しの翌日から仕事ですまない」

「いえ。悠正さんこそ休日なのにお仕事お疲れさまです」

　今日は日曜日で事務所の営業は休みだ。けれど、どうしても休日にしか相談ができないという依頼者のために、悠正さんはこれから仕事へ向かう。

「そういえば、悠正さん。帰宅は何時頃になりそうですか」

　イスの背もたれにかけていたスーツの上着を羽織っている悠正さんに尋ねると、彼は少し考えてから口を開く。

「そうだな……。相談自体は午前中には終わると思うけど、そのあとすぐに用意しないといけない書面があるから、それを終わらせてからになると六時……いや、七時過ぎるかな」

「わかりました。それでは晩ご飯を作って待っていますね」

　そう言うと、悠正さんの動きがぴたりと止まった。

「晩ご飯って、もしかして俺の分も作ってくれるの？」

「そうですけど……」

　もしかして、必要なかっただろうか。

　結婚をして同居を始めたのだからそれくらいのことはしようと思っていたのだけれど、悠正さんにとても驚かれてしまった。

　余計なお世話だったのかもしれないと不安に思いながら見つめていると、悠正さんがにこりと微笑む。

「それはすごくうれしいな。優月の手料理を楽しみに、今日も一日頑張れそうだ」

　羽織った上着のボタンを片手でひとつ留めながらそう言った悠正さんに、私はホッと胸を撫で下ろす。どうやら余計なお世話ではなく、彼の分も作っていいらしい。

「ちなみに悠正さんは食べたいものはありますか。リクエストがあれば作ります」

「リクエストか……」

　子供の頃から母とよく一緒に料理をしていたので、大抵のものなら作れると思う。

「それじゃあ優月の得意料理がいいかな」

「得意料理ですか？」

「そう。それが食べたい」

「わかりました。頑張って作ります」

　気合を入れて答えると、悠正さんが楽しそうに笑った。

「多分七時には帰れると思うけど、遅くなりそうなら連絡するから」

「はい」

　そんなやり取りをしながら、なんだか自分の顔が自然と緩んでいくのがわかる。つい笑ってしまうと、「どうした？」と悠正さんに尋ねられた。

「なんだか今の私たちの会話が夫婦っぽいなと思って」

　晩ご飯や帰宅時間のことを話していたら、ふとそんなことを思ってしまった。

　ついこの間まで弁護士と事務員という関係だった私たちが、こんな会話をするようになるとは信じられない。

　そのあともクスクスと笑っていると、「まったく……」と悠正さんが少し困ったように息を吐くのがわかった。

　そのまま私へと近付いてきて、頭にポンと手をのせる。イスに座っている私と視線を合わせるように高い背を屈めて、私の顔を覗き込んだ。

「夫婦っぽいじゃなくて俺たちは夫婦だろ。俺の奥さんだって自覚しっかり持てよ」

　そう告げた悠正さんの唇が私の頬に軽く触れて離れていく。思わずビクッと体が跳ねてしまった私を見て、彼は小さく笑った。

「それじゃあ仕事に行ってくる。なるべく早く帰るようにするから、またあとで」

　屈めていた腰を戻し、すっと背筋を伸ばした悠正さんが私に背を向ける。カバンを手に取ると、カフェをあとにした。

　その背中が見えなくなるまで見送った私は、ふと指で自身の頬に触れてみる。

　――悠正さんにキスをされた。

　微かだけれどそこにはまだ彼の唇の感触が残っている。

『夫婦っぽいじゃなくて俺たちは夫婦だろ』

　悠正さんの言葉を思い出し、思わず頬が熱くなってしまう。

『俺の奥さんだって自覚しっかり持てよ』

　そっか……。

　私と悠正さんはもう夫婦で、私は彼の奥さんなんだ。

　改めて実感したとき、なんだか自分がとんでもないことをしてしまった気がした。

　母の束縛から逃れられるならと悠正さんの提案に乗り結婚したものの、本当によかったのだろうか。

　そんなことを思ったところであとには引けないけれど、私なんかが悠正さんの奥さんでいいのかと今さらながらに不安になってしまう。

　なにせ私にとって悠正さんは憧れの弁護士なのだ。そんな雲の上の存在の人と結婚したという事実が不思議でたまらない。

「なんだかまだ信じられないな……」

　ぽつりとこぼれた私の言葉は、十月初旬の爽やかな風に乗り、そっと流されて消えていった。




　その夜、私が晩ご飯に作ったのはビーフシチュー。

　今朝、仕事へ向かう悠正さんと別れたあとで必要なキッチン用品を買い足し、スーパーで食材や調味料を買い揃そろえてからマンションに帰宅した。

　もともと悠正さんがひとりで暮らしていたここは地上四十八階、地下一階からなる高級タワーマンション。

　私たちの部屋は最上階からひとつ下の階で、間取りは３ＬＤＫ。悠正さんの寝室と書斎があり、空き部屋になっていた一室を私の部屋にしてもらったので私たちは別々の寝室で寝起きをしている。

　初めてここに来たときは一夜を共にしてしまった動揺から周りを見る余裕はなかったけれど、こうして暮らしてみると豪華な内装に驚かされる。

　広々としたリビングダイニングには必要最低限の家具しか置かれていないけれど、おそらくどれも高級品で揃えられているのだろう。

　贅沢な仕様のキッチンも磨き上げられたようにピカピカなので、汚さないように神経を使ってしまう。

　そんな風に緊張しながらも作ったビーフシチューは、実家にいた頃に誕生日などのお祝い事があるたびに母と一緒に作っていた思い出の一品だ。

　市販のルーは使わず、バターや小麦粉、トマト缶に赤ワインなどで作る。じっくりと煮ることで、牛肉と野菜の旨うま味みが溶け出して本格的な味わいになるのだ。

　今日もお昼過ぎから作り始めてたっぷりと煮込んである。味見もしたけれど、美味しくできているはず。

　ビーフシチューを作ったのは得意料理というのもあるけれど、ちょっとしたお祝いのつもりだった。

　本当は入籍を済ませた昨日にそのお祝いができたらよかったのだけれど、引っ越しなどもあり慌ただしく過ごしていたから時間が取れなかった。

　だから今日、改めてお祝いをしたくなったのだ。

　とはいえ、私と悠正さんの場合はお互いのメリットのために結婚しただけ。普通の恋人たちのように恋愛期間はなかったし、お互いに特別な想いを抱いているわけでもない。

　そんな私たちにとって入籍したことはそれほど特別なことではないのかもしれない。それでも戸籍上は夫婦になり、これからは同じ家で暮らすのだから、せめて私だけでも入籍をこっそり祝いたいと思った。

　悠正さんが帰宅したのは予定通り七時を過ぎた頃。

「おかえりなさい。お疲れさまです」

　玄関の扉が開く音が聞こえたのでお出迎えをするために向かうと、スーツ姿の悠正さんは後ろ手になにかを隠し持っていた。

　なんだろうと不思議に思っていると、悠正さんがそれを私に差し出す。現れたのはカラフルな花束だ。

「これを優月に」

「私に？」

　受け取ると、ふわっと甘い香りがした。

　バラやガーベラをメインに季節の花で作られた花束はとても綺麗で、うっとりと見み惚とれてしまう。

　それに、男性から花束をもらうのは初めてなのでとてもうれしい。でも、なぜ突然花束……？

「入籍祝い。昨日はバタバタしていてなにもできなかったから」

　悠正さんはそう言ってにこりと微笑んだ。

「俺たちの結婚は俺が提案したようにお互いのメリットのためのものだけど、きっかけはどうあれ俺と優月は夫婦になったんだ。これからよろしくな」

「こちらこそよろしくお願いします」

　悠正さんも私と同じで入籍のお祝いをしてくれようとしていたことがうれしかった。

　私たちの結婚は普通の人たちとは違い、恋愛を経たものじゃない。でも、悠正さんとなら夫婦としてうまくやっていけそうな気がする。

「さっきからずっと美味しそうな香りがしてるんだけど、もしかしてビーフシチュー？」

「はい」

　悠正さんに料理を言い当てられ、私もくんくんと玄関のにおいをかいでみる。キッチンから流れてきたのだろう、ビーフシチューの香りが玄関にも漂っていた。

「悠正さんはビーフシチュー食べられますか。今朝、苦手な食べ物を聞くのを忘れてしまったので」

「大丈夫。俺は好き嫌いなくなんでも食べるから」

「それならよかったです」

　その答えを聞いて安堵する。

「私も今日は入籍のお祝いにビーフシチューを作ったんです。実家ではよく誕生日などのお祝い事のときに母と一緒に作っていた料理なので、悠正さんとも食べたいと思って」

「そうか。どうやら俺たちは考えていることが同じだったようだな」

　そう言った悠正さんの視線が私の手元の花束に向かう。

「確か、前に父からもらったワインがあるからそれも開けようか」

「はい」

「あっ。でも、待てよ……」

　私が頷いたのを見た悠正さんはなにかを思い出したように呟いた。そして私を見つめながら苦笑を浮かべる。

「優月はほどほどにしとこうな。どうやらきみはアルコールに弱いみたいだから、この前みたいに酔い潰れられたら俺が困る」

「そ、そうですよね」

　思い出すのは、悠正さんとバーに行き、酔い潰れてしまったあの日のこと。起こされても起きなかった私はだいぶ悠正さんに迷惑をかけてしまった。

「その節は大変ご迷惑をおかけしました」

「いや、もう謝罪はいいよ。それに、困るって言ったのは俺自身の問題だから」

「悠正さんの？」

　きょとんと首を傾げると、不意に悠正さんの顔がぐっと私に近付いた。

「あのときみたいに酒に酔った優月と甘い雰囲気になったら、俺は自分を抑える自信がない。また優月を抱いてしまうかもしれないけど、それでもいいなら酔っていいよ」

「え……」

　思わずドキリと心臓が跳ねた。両手に抱えている花束を落としそうになり、慌てて手に力を込め直す。

　おぼろげに残る甘い夜の記憶を思い出した途端、一気に頬に熱が集まった。そんな私にさらに追い打ちをかけるように悠正さんが言う。

「あのときの優月すごくかわいかったから」

「ゆ、悠正さん。その話はもう……」

　恥ずかしさからとっさに視線を手元の花束に落とした。

　あの夜のことはなるべく考えないようにしている。思い出せない部分がほとんどだけど、悠正さんと体を重ねてしまったときのことだけは断片的に覚えていて、むしろそこの部分だけを忘れたかった。そうしたらこんなにも動揺することはなかったのに。

「あの夜のこと、優月はもう忘れてほしいのかもしれないけど、俺は忘れられそうにないんだ」

　その言葉とともに、悠正さんの手が私の頭にぽすんとのった。視線だけを上に向けると、優しく微笑む彼と目が合う。

「たったひと晩だけど、優月を俺のものにできた特別な夜だったから」

　悠正さんの手が私の髪をくしゃりと撫でた。

「着替えてくる」

　私の頭から手を離した悠正さんが隣をすっと通り過ぎていく。そのまま廊下を進み、自室に入ると静かに扉を閉めた。

　悠正さんからもらった花束を両手に抱えながら私は玄関に立ち尽くす。頭の中では先ほどの彼の言葉が何度も再生されている。

　いったいどういう意味なのだろう。

　あの夜のことはお互いにお酒に酔った勢いで行われた行為だったはず。でも、悠正さんはそれを特別な夜だったと言う。

　そのまましばらくその言葉について考え込んでいたら、いつの間にか着替えを済ませた悠正さんが部屋から出てきてしまった。

「――優月。まだそこにいたのか」

　いまだに花束を持ちながら玄関に立っている私を見つけ、呆れたように笑っている。

「こっちにおいで。その花束も早く花瓶に入れてあげないとかわいそうだ」

「あ、いけない。そうですよね」

　私は手元の可か憐れんな花たちに視線を落とす。

　せっかく入籍のお祝いに悠正さんがプレゼントしてくれたものなのだから、枯らしてしまうわけにはいかない。できれば長く咲き続けて、普通の夫婦とは少し違う私たちの新婚生活を見守ってもらいたい。

　私は花束を大切に抱えながら廊下を進み、リビングの扉を開けて待っている悠正さんのもとへ駆け寄った。










彼の仕事




　翌日の月曜日は私と悠正さんが入籍をしてから初めての出勤日だった。

　悠正さんから所員の皆に結婚の報告があったのだけれど、こうして周知されると改めて悠正さんと夫婦になったのだと実感させられる。

　結婚報告のあとに所長の病気のことも伝えられた。先週末から入院をしており、本格的に治療に専念するそうだ。その間は息子の悠正さんが所長代理を務めるが、ゆくゆくは正式に事務所を引き継ぐことになるとのこと。

　私は旧姓の小野坂のまま、変わらずに事務員として勤務を続ける。




　昼休み。菊池さんと戸田さんに誘われ、事務所近くの店にランチに出かけた。

　もちろんそこでの話題は私の結婚について。突然の報告にふたりともとても驚いたそうだ。

　いつから付き合っていたのか。そんな素振りまったくなかったから気が付かなかった。どうして黙っていたのか。どちらがいつ交際を申し込んだのか。などなど、ふたりからの質問攻撃にあった。

　でも、こんなときのために私たちが結婚に至るまでのシナリオを悠正さんが事前に考えておいてくれたのでその通りに話をした。多分悠正さんのシナリオがなかったら私はうまくごまかせていなかったと思う。

　そんな昼休みを過ごして少し疲れてしまったけれど、午後になると事務所の中でもベテランの弁護士先生に頼まれて、弁護士会が運営する図書館へ行くことになった。そこで必要な本を数冊借りてくるのだ。

　その用事を済ませて外に出ると、ざあざあ降りの雨が降っていた。

　弁護士先生から『午後は天気が急変するらしいよ』と聞いていたので、念のため事務所の傘を借りてきて正解だ。

　でも、バケツの水をひっくり返したように降るこの雨の中を歩くのは少しためらわれてしまう。チャックのついたバッグに借りた本をしっかりとしまっているけれど、万が一にでも濡れたら大変だ。

　もう少ししたら降り方が弱まるだろうか。そうなることを願いながら、しばらくはこの場所で雨宿りをしていくことにした。

　激しく降る雨の様子をエントランスホールの中から眺めていると、ふと隣に誰かが立つ気配がしてそちらに顔を向ける。

「うわっ。すごい降ってるな。最悪だ」

　細身のスーツ姿の男性が困った表情を浮かべていた。その襟には見慣れたバッジを付けているので、おそらく彼は弁護士なのだろう。

　私と同じくこの建物に用事があって訪れた帰りかもしれない。

　年齢は私よりも上だと思う。悠正さんと同じ三十代半ばぐらいだろうか。

　すらっと背が高く、髪型は軽くパーマのかかった黒髪。整った顔立ちをしているものの、鋭い目つきのせいかどこか近寄り難く冷たい印象を受ける。

　すると、男性はすっきりとした一重の目をさらに細めて、苛立つように腕時計に視線を落とした。

　その後もどこか焦ったように外の様子と腕時計をチラチラと見比べている。

　帰りたいけれど、この雨で帰れないのかもしれない。男性の手に傘がないことに気が付いた私はなんとなくそう察した。

　イライラしているのか「どうするかな」と怒ったような口調でぶつぶつと呟いているのが少しこわくて、私は男性からそっと視線を逸らす。

「仕方ない。走るか」

　すると、隣からそんな声が聞こえて、思わず男性に視線を戻してしまう。

　えっ、走るの!?

　外はまだ土砂降り。それなのにこの雨の中、傘も持たずに走ろうとしているのだろうか。大丈夫かな……。

　今日たまたまこの場所で見かけた人だけど、さすがにそれは心配になってしまう。

　そのときふと、そういえば……と私はバッグのチャックを開けて中に手を突っ込んだ。お目当てのものを見つけると、それを取り出す。

　今朝の天気予報に雨マークが付いていたので、念のため折り畳み傘をバッグに忍ばせていたことを思い出したのだ。これで借りてきた事務所の傘を含めて、私は傘を二本所持していることになる。

「あ、あの……」

　私は折り畳み傘を片手に握りしめながら、隣に立つ男性に声をかける。

「なにか？」

　いきなり見ず知らずの人に話しかけられたからだろうか。不審そうに振り返った男性の視線と声が冷たい。少しだけ怯みながらも、私は持っている折り畳み傘を恐る恐る差し出した。

「これ、よろしければ使ってください。本当はこっちの大きい傘をお貸しできればいいんですけど事務所のものなので。私の折り畳み傘でよければ、どうぞ」

　男性は、私と折り畳み傘を交互に見てから「いいの？」と確認してきた。そんな彼に私は折り畳み傘をずいっと突き出す。

「お急ぎのようだったので使ってください」

「本当にいいの？」

「はい。私、傘を二本持っているので大丈夫です」

「それじゃあ遠慮なく。ありがとう」

　少し迷ったあとで男性が私の手から折り畳み傘を受け取った。

「きみの事務所はどこ？　ここにいるってことは弁護士事務所の子だよな。事務員？」

「はい。隠岐総合法律事務所の者です」

「隠岐……」

　私が勤務先の事務所の名前を答えた途端、目の前の男性はなぜか苦虫を噛み潰したような顔になった。

「隠岐って、あの隠岐だよな……。悠正は元気？」

「えっ」

　男性から悠正さんの名前が出たことに驚いてしまう。知り合いなのだろうか。どういう関係かはわからないものの、襟のバッジからしてこの男性も弁護士なので繋がりがあってもおかしくはない。

　元気？と尋ねられたので「はい」と答えると、目の前の男性の表情がさらにわかりやすく不機嫌になった。

「そりゃ、元気だろうな。この前もなんだか大きな裁判やって勝ってテレビ出てたし。相変わらず優秀すぎて腹立つ」

　チッと舌打ちをした男性の悠正さんに向けたやや棘のある言葉に、私はどう返していいのかわからず表情が固まる。

「傘を貸してくれるなんて随分と親切な子だと思ったら、あいつのところの事務員か。あっ、ちなみに俺と隠岐は親友ね」

「……親友？」

　そうは見えなくて、つい疑いの眼差しを向けてしまう。それとも、先ほどの悪態は親しい関係だからこそできるものなのだろうか。

「俺、鏑かぶら木ぎっていって弁護士してるんだけど、きみは？」

「小野坂です」

「小野坂さんね。傘、ありがとう」

　鏑木と名乗った男性が慌てたように視線を腕時計に落とした。

「俺もう行くけど、この傘は今度ちゃんと返すから。それじゃあ」

　早口で言うと、鏑木さんは私の折り畳み傘をさして雨の中を走り去ってしまった。

「あっ、旧姓で名乗っちゃった」

　鏑木さんの姿が見えなくなった頃ふと気が付く。

　悠正さんと入籍をしたばかりなので〝隠岐〟という新しい名字にまだ慣れず、うっかり旧姓を名乗ってしまった。でも、仕事は今後も旧姓のまま続けるのであまり問題はないだろう。

　雨は先ほどよりも降り方が幾分か弱まっているように感じる。これなら帰れるだろうか。

　エントランスホールを出ると、私は事務所から借りた大きな傘をさして歩き出した。




　この日はほぼ定時通りに業務を終えて事務所を出た。

　その頃にはもうすっかり雨はやんでいたものの、道路にはまだ水たまりが残っている。私は、晩ご飯に必要な食材を買い足すためにスーパーに寄ってからマンションに到着した。

　すぐにでも自宅に入りたいところだけれど、ここではそうもいかない事情がある。というのも、このマンションはとにかくセキュリティが厳重なのだ。

　エントランスには二十四時間警備員が常駐していて、来訪者があるとまずはコンシェルジュが対応をしてから訪問先の部屋に確認して来訪を許可される。

　また、防犯カメラや防犯センサーなどで不審者の侵入や異常の発生にもいち早く対応できるようになっているらしい。

　そんな風に厳重な警備のマンションなので、住人が目的の住戸へ辿たどり着くまでにも様々な防犯対策がされている。

　その中でも私が厄介に感じているのは、四段階にもわたる厳しいセキュリティシステムだ。マンション内のアプローチ、エントランス、エレベーターホール、住戸玄関と合計四つ設けられたセキュリティを解除していかなければ自宅には帰れない。

　いったい悠正さんはどうしてこんなにもセキュリティの厳しいマンションで暮らしているのだろう。

　ここに暮らし始めてまだ三日目だけど、このセキュリティが私はすでに面倒になっている。それでも帰宅するために大人しく順番に解除していくと、ようやく自宅の玄関の扉が開いた。

　スーパーで買った食材を冷蔵庫にしまうと、さっそく晩ご飯の支度に取りかかる。悠正さんは帰宅が遅くなるものの、晩ご飯は自宅で食べると言っていた。

　今日は帰りにスーパーで美味しそうな鮭さけを買ってきたのでホイル焼きにして、あとはなすと油揚げの味み噌そ汁、そして副菜を作る予定だ。

　それがちょうどできあがった頃、ダイニングテーブルに置いたままのスマートフォンが震えていることに気が付く。

　悠正さんからだろうか。そう思い手に取ると、着信は母からだった。

　以前のような束縛からは解放されたものの、母の根本にある私を心配する気持ちはやはり変わらないらしい。

　昨日も電話がかかってきたけど、今日もまた……。

　スマートフォンを耳に当てると、聞き慣れた母の声が耳に届いた。

《もしもし、優月》

「お母さん、どうしたの？」

《ううん、特に用事はないの。今なにをしているのかなと思っただけよ》

「今？　晩ご飯を作り終えたところ」

　用事がないならわざわざ電話をしてきてほしくない。でも、そんなことを母に言えるわけがなく、私は大人しく通話を続ける。

《優月の今晩のお夕食はなにかしら》

「メインは鮭のホイル焼き。スーパーで美味しそうな鮭を見つけたから」

《あら、偶然ね。お母さんの今日のお夕食も鮭なのよ。優月と一緒に暮らしていた頃のくせでつい二切れ入りを買ってしまって。明日のお母さんの朝食も鮭かしらね》

　そう言って、母はしんみりとした様子で言葉を続ける。

《優月はもう結婚してこの家を出たのにね。ずっとふたりで暮らしてきたから、突然ひとりになってお母さん寂しくて》

「お母さん……」

　そんなことを言われると、こちらまでしんみりとした気持ちになってしまう。

　私と母はこれまで、父の分までしっかり生きようとふたりで力を合わせて生きてきた。結婚をして私が家を出たため、実家にひとり残された母は寂しいのだろう。

　母の束縛があんなにも嫌だったのに。今の母を思うとあの家に戻った方がいいのではと思ってしまう……。

《そういえば、優月。悠正さんもお仕事が終わって家にいるのかしら》

　ふと聞こえた母の声に先ほどの考えを慌てて振り払った。

　悠正さんと結婚して、ようやく自由になれたのだから、母のことを考えるのはやめよう。

「悠正さんはまだ仕事。今日は少し遅くなるみたい」

　そう伝えたとき、今まで和やかに話をしていた母の空気がピリッと引きしまるような感覚が電話の向こうから伝わってきた。

《悠正さんはいつも帰りが遅いの？　こんな時間まで優月がひとりぼっちなんて、お母さんとても心配だわ》

　もしかして余計なことを言ったのかもしれない。時刻はもうすぐ九時になろうという頃で、まだそこまで遅い時間帯ではないはず。けれど、母の心配性に火をつけてしまったようなので、急いでそれを消しにかかる。

「大丈夫だよ、お母さん。このマンションはとてもセキュリティがしっかりとしているの。頑丈に守られているから危ないことなんてなにもないから安心して」

《それでも戸締まりはきちんとするのよ。窓の鍵もすべて閉めること》

「お母さん。ここ何階だと思っているの。外からなんて誰も入ろうとは思わないよ」

　ふと視線を窓の方に向けると、そこには宝石を散りばめたような都心部の夜景が広がっていた。ここに越してきた日の夜に、しばらくうっとりと見惚れてたことを思い出す。

　そのあとも母と少し話をしてからようやく通話を終えた。

　先に食べていようとひとり分の食事をダイニングテーブルに並べていると、玄関の扉が開く音が聞こえた。

　どうやら悠正さんが帰ってきたらしい。遅くなると言っていたわりに随分と早い帰宅だ。

「おかえりなさい。お疲れさまです」

　リビングに入ってきた悠正さんに駆け寄ると「ただいま」と返され、その手が自然と私の頭に触れてくしゃっと優しく髪を撫でた。ついドキッとしてしまったものの、悟られないようなるべく平然を装いながら尋ねる。

「今日は遅くなると言っていましたが早く帰れたんですね」

「ああ。八時から予定していた相談が先方の都合で急遽キャンセルになったんだ。その時間を使って書面を作成してもよかったんだけど、ふと優月の顔が思い浮かんで」

「私の？」

　きょとんと首を傾げると、悠正さんがにこりと微笑む。

「早く会いたくなって帰ってきた。はい、これ。お土産」

「えっ」

　手に持っていた白い小さな箱を悠正さんが私に手渡す。

「帰りにあのカフェに寄ったら店頭販売しているプリンがまだ残っていたから。優月が昨日食べたいと言っていたのを思い出して」

「プリン……」

　そういえば昨日、悠正さんとマンションの近くにあるカフェにモーニングを食べに行ったとき、ここはスイーツのプリンも美味しいのだと教えてもらった。

　持ち帰り用に販売もしているらしく、どうやら悠正さんは私のためにわざわざ買ってきてくれたらしい。

「ありがとうございます」

　そっと箱を開けると、中にはふたつのプリンが入っていた。

「とっても美味しそう」

　思わずふにゃりと笑うと、目の前の悠正さんも優しく微笑む。

「喜んでもらえてよかった。あとで一緒に食べようか」

「はい。晩ご飯ももうできあがっているので、テーブルに並べますね」

「ああ、ありがとう。着替えてくるよ」

　悠正さんはリビングをあとにすると自室へと向かった。

　それからふたりで晩ご飯を食べると、さっそくデザートのプリンに手を伸ばした。しっかりと硬めの食感に、卵の風味が際立っており、ほろ苦いカラメルソースを絡めるとさらに濃厚な味わいになる。

「あっ、そういえば」

　プリンを食べ終えたあとでふと思い出したことがあり、目の前に座る悠正さんに声をかけた。

「どうした？」

　悠正さんも食べ終えたようで、スプーンを静かにテーブルへと置いた。

　頬杖をつきながら私を見つめて続きの言葉を待っている彼に、今日の出来事を話す。

「午後、図書館へ行ったんですけど、悠正さんの親友だという男性に会いました」

「親友？」

　悠正さんが不思議そうに首を傾げる。

「俺に親友なんていたかな」

「鏑木さんとおっしゃっていましたけど」

「……ああ、あいつか」

　どうやらわかったらしい。けれど、どうも反応が鈍い。

「鏑木と話したの？」

　すかさずそう問われ、私は図書館のエントランスホールでのやり取りを説明する。

「話したといいますか、傘を渡しました」

「傘？」

「はい。雨が降っていたんですけど、鏑木さんは傘を持っていなくて困っているみたいだったので。私は事務所の傘と折り畳み傘の二本を持っていたから、私のを使ってもらおうと思って」

「へぇ」

　それほど興味なさそうな相あい槌づちを打たれてしまった。

　親友と聞いたときの反応も微妙だったし、ふたりの関係が気になってしまう。

「悠正さんと鏑木さんはどういったご関係なんですか。親友なんですよね」

「親友というか……まぁ親友でもなんでもいいんだけど、大学の頃の同級生だよ。今は弁護士仲間ってところ」

　悠正さんは頬杖をついたまま答えて、その瞳がジッと私を見つめる。

「あいつに傘貸したの？」

「はい」

　頷いた私を見て、悠正さんが黙り込んでしまう。しばらくするとぽつりと呟いた。

「鏑木とはあまり関わらない方がいいよ」

「どうしてですか？」

「あいつが俺のことをよく思っていないから、かな」

　でも、ふたりは親友なのでは？

　そんな疑問が浮かんだけれど、鏑木さんと悠正さんがお互いのことを話す様子からは親友のような親しさは少しも感じられなかった。

　悠正さんは鏑木さんが自分のことをよく思っていないと言ったけれど、ふたりの間になにがあったのだろう。

　気になって尋ねようとしたところで、それを遮るように悠正さんが口を開いた。

「そういえば、優月。今日は無事に部屋まで辿りつけた？　引っ越し初日からこのマンションのセキュリティにだいぶ戸惑っていただろ。だから大丈夫だったかと思って」

　どうやら心配されていたらしい。すぐに彼に向かって「大丈夫でした」と答えたものの、これが毎日続くのだと思うと正直なところ面倒かもしれない。

「私、こんなに高級なマンションに住むのが初めてなのでよくわからないんですけど、どこもやっぱりセキュリティはここと同じくらいに厳重なのでしょうか」

　そうだとしたら私は高級マンション向きの人間ではないのだと思う。いちいちセキュリティを解除しなければ自宅に辿り着けないのはやはり不便だ。

「まぁそういうマンションはやっぱりそれなりの人が住むから、セキュリティ面はしっかりとしているかもしれないな。その中でもここは確かにちょっと厳しいかもしれない」

「悠正さんは面倒だとは思わないんですか？」

「思うよ。疲れて帰ってきて早く横になりたいときとか、自分の家に行くまでにいちいち暗証番号を入力するのもしんどいし、カードキーをかざすのも手間だ」

「それじゃあどうしてこのマンションに住んでいるんですか？」

　面倒だと思うなら引っ越すこともできるし、そもそもマンションを選ぶ時点でここに決めないはず。

「あー、それは……知りたい？」

　すると悠正さんは真剣な顔で私を見つめる。こくんと頷くと、静かに言葉を続ける。

「俺がこのマンションに住んでいる理由は、命を狙われているからなんだ」

「え!?」

　冗談だよね？

　なんとなく聞いてみただけなのに、予想外の答えを返されて思わず動揺してしまう。

　命を狙われているって誰から？　どうして？

　そのときふと先ほどまでの会話の内容を思い出して、ハッと気が付く。

「……もしかして、鏑木さんにですか？」

「鏑木？」

「はい。だって悠正さん、鏑木さんに嫌われているんですよね」

「嫌われているというか……うん、まぁ確かに鏑木にはよく思われてないけど」

　そう答えて悠正さんは黙ってしまった。

　やっぱり鏑木さんが悠正さんのことを……？

　心配になり真剣な表情で悠正さんを見つめていると、次第に彼の肩が小刻みに震え出すのがわかった。ぷっと噴き出し、そのまま笑い始めてしまう。

「あ、あの、悠正さん？」

　笑うような話をしていただろうか。命を狙われているという深刻な話をしていたように思う。きょとんとしていると「ごめんごめん」と悠正さんが首を横に振った。

「命を狙われているってのは冗談。ちょっとからかっただけ」

「えっ、からかう……」

「ごめん」

　どうやら命を狙われているというのは嘘らしい。まんまと騙されたようだ。しかも命を狙っている相手を鏑木さんだと思い込んでしまい、なんだか鏑木さんにも失礼なことをした気がする。

「まぁでも完全に嘘というわけでもないかな。このマンションのセキュリティの高さがあれば自分の身は守れるだろうし」

「えっ。じゃあやっぱり……」

　鏑木さんに命を狙われているのだろうか。と、再び心配な気持ちが募っていく。

「でも、相手は鏑木じゃないからな。あいつとはそこまでこじれてない」

　まるで私の考えが伝わったように悠正さんはそう言って笑った。

「今すぐに誰かに命を狙われるわけじゃなくて、俺にはそういう危険もあるってこと」

「どういうことですか？」

　すかさずそう尋ねると、悠正さんは少し困ったように口を開く。

「弁護士をしていると人に嫌われることって結構あるんだよね」

「嫌われる？」

　父の事件のことがあり、私は子供の頃から弁護士をヒーローのような存在だと思っている。でも違うのだろうか。

　悠正さんが淡々とした様子で言葉を続けた。

「例えばとある揉もめ事を解決する場合。一方からすれば俺たち弁護士は味方だけど、もう一方からはどう思われると思う？」

「え、えっと……」

　突然の質問にとっさに答えを返せないでいると、すぐに悠正さんが続きを口にする。

「全員ってわけじゃないけど、多分敵だと認識される。揉め事には双方に言い分があるから、自分が正しいと信じていることを覆そうとする人間に敵意を向けるのは当然だ。だからもう一方からすれば俺たち弁護士はあまりよく思われない」

　そう説明されてようやく理解ができた。

　弁護士事務所で事務員をして二年半以上になる。日々、弁護士先生たちの仕事の様子を間近で見てサポートしていると、悠正さんのこの言葉の意味を実感することがたまにあった。

　つまり、依頼人のために裁判で勝利したとしても、もう一方の負けた相手側には恨まれてしまうかもしれないということだろう。勝利と同時に敵を作ってしまう。

「何年か前に離婚案件を扱って、奥さんの代理人を務めたときだったかな。離婚したくない旦那が俺宛てに脅迫のような電話を繰り返してきたり、当時住んでいたマンションまであとをつけて待ち伏せしたりするっていう嫌がらせを受けたことがある」

　そう言って、悠正さんは困ったように笑った。

「それに、裁判によっては世間の反感を買う場合もあるし、憎まれて恨みを買う場合もある。そうなったときの弁護士は嫌われ者だ。でもそんなことをいちいち気にしていたら仕事にならないからあまり深くは考えないようにはしているけど、敵を作る可能性があるなら自分の身は自分で守らないと。俺も命は大切だ」

　だから悠正さんはこのマンションを選んで暮らしているのだと理解する。同時に弁護士という仕事は危険を感じることが多いのかもしれないと改めて気付かされた。

　実際に悠正さんは過去に危ない目に遭ったことがあるみたいだし……。

「ごめん。こんなことを言ったら俺と一緒に暮らす優月まで不安になるよな」

「い、いえ。私は大丈夫です」

「本当？　さっきから顔が引きつってるけど」

　悠正さんがクスッと笑うのを見て、私はとっさに自分の頬を手で触る。そんなにわかりやすく怯おびえた表情をしていただろうか。でも、正直に言うと少し不安だ。

　取り扱う案件によっては身の危険が伴う悠正さんと一緒にいることで、もしも私にまで危害が及んだらどうしようかと想像するとちょっとこわい。

「まぁでも実際に命が危ないと思うほど危険な目に遭ったことはないから。扱う案件によってはそういうこともありえるってだけの話で、大抵の場合はそこまで命を張ることはないから大丈夫」

　不安になってしまった私を安心させるためなのか、悠正さんがにっこりと笑う。

「このマンションを選んだのも事務所へのアクセスがいいっていうのが実は一番の理由で、あとは部屋から見える景色に惹かれたからかな。セキュリティはついでみたいなもので、そこに特別こだわったわけじゃない」

　確かにこのマンションから事務所まで電車だと乗り換えなしで行けるし、車やタクシーを使う場合も、それほど道路が混雑しないので渋滞に巻き込まれることもない。それに、高層階にあるためここからの眺めは格別だ。

　だから面倒に思ってもここに住んでいるのだと納得していると、テーブルの上に置いていた右手が、不意に悠正さんの大きな手によってそっと包み込まれるように握られる。

「さっきの俺の話でこわがらせちゃったらごめん。でも、なにがあっても優月のことは俺が守るから安心して」

　私を見つめながら優しく微笑む悠正さんの表情と言葉に、心臓がドキドキと音を立てる。そっと握られている右手から悠正さんの熱がじんわりと伝わってきて、それがさらに心臓の鼓動を速めた。

　多分悠正さんは私を安心させるために言ってくれたのだろう。そこに深い意味はない。そうわかっていても、やはり面と向かってそんなセリフを告げられると勘違いしそうになる。

　しっかりと自覚しておかないといけない。私と悠正さんは戸籍上だけの夫婦であって、そこに特別な感情は一切ない。これはお互いのメリットのための結婚だ。

　そう自分に強く言い聞かせながら、心臓のドキドキをなんとか落ち着かせた。










夜景




　悠正さんとの生活が始まってもうすぐ二週間が経とうとしている。

　実家にいた頃よりも事務所との距離が近くなったので、以前よりものんびりと朝の支度ができるようになったのはうれしい。

　すっかり使い慣れたキッチンで、私はふたり分の朝食の準備を始めた。

　フライパンで目玉焼きを作り皿に盛ると、ミニトマトやレタスなどのサラダをのせていく。

　そろそろ悠正さんが起きてくる頃だろうか。壁に掛かる時計を確認しつつ朝食の支度を続けてしばらくすると、不意に背後から気配を感じた。なにか大きなものが背中に覆い被さるように抱き着いてくる。

「おはよう、優月」

　後ろからお腹にギュッと腕を回され、耳元で囁くように朝の挨拶をしてきたのは悠正さんだ。

　寝起きのせいかいつもよりも声が掠かすれているが、それがかえってセクシーに聞こえてドキッとした。

「今日も俺の奥さんはかわいいな」

　そんな言葉のあとで、つむじに軽くキスをされた。驚いた私は思わず口から「ひぇっ」とかわいくない声が飛び出てしまう。

　勢いよく後ろを振り返ると、にんまりとした笑顔を浮かべる悠正さんと目が合った。

「優月、顔が真っ赤」

「だ、誰のせいだと……」

「俺のせいか」

　悠正さんは今度は私の頬に唇をつけると、わざとらしくちゅっと音を立ててキスをする。そのせいでさらに赤くなったであろう私の顔を見て彼は楽しそうに笑った。

「さてと、着替えてこようかな」

　私のお腹に回っていた悠正さんの腕の力が弱まりゆっくりと離れていく。そのまま彼はリビングをあとにした。

　すると私の口から思わず「はぁ……」とため息がこぼれる。

　最近の悠正さんはたびたびこのようなスキンシップをしてくるから動揺してしまう。

　多分彼なりに私との距離を縮めようとしてくれているのだと思うけれど、心臓に悪いので朝からあのようなことはやめてほしい。いや、いつされても困ってしまうのだけれど。

　そんな風に悠正さんからのスキンシップに困惑しながらも、それをきっかけに少しずつ彼と仲良くなれているような気もする。

　最初の頃は、憧れの弁護士である悠正さんとの生活に緊張していた私だけれど、スキンシップを取り続けているうちに少しずつ距離が縮まったように思うのだ。

「そうだ、優月。今日一緒に帰らない？」

　できあがった朝食をダイニングテーブルへ運んでいると、着替えを済ませた悠正さんがネクタイを緩く結びながらリビングに戻ってきた。

「俺、今日は定時で上がるから」

「珍しいですね。いつもは営業時間が過ぎても書面作りで事務所に残っているのに」

「たまにはかわいい奥さんとディナーでもしたいなと思ってさ」

　ダイニングチェアに腰を下ろした悠正さんがにこりと微笑む。

　奥さん……。

　そう言われるたびにくすぐったい気持ちになってしまう。

　憧れの弁護士である悠正さんの奥さんが私だなんて、やっぱりいまだに信じられないときがある。

「優月は夕食になにを食べたい？　行きたい店があるなら連れていくけど」

「そうですね……」

「なんでもどうぞ」

　私は考えながら悠正さんの向かいのイスに腰を下ろした。

「悠正さんはなにを食べたいですか？」

「俺は優月に聞いてるんだ。俺のことはいいから、自分が食べたいものを答えなよ」

「そう言われても……」

　とっさに出てこなくて考え込んでしまう。

　私の食べたいものが悠正さんの食べたいものと同じかどうかはわからない。結局は自分の食べたいものよりも悠正さんの食べたそうなものを考えているので、ますますわからなくなって答えがまとまらない。

　すると、目の前からすっと伸びてきた手が私の頬に軽く触れる。

「そんな難しい顔するなって。食べたいものを言えばいいだけだろ」

「それが、なかなか決まらなくて」

「それなら、和食、洋食、中華。この中だとどれ？」

　悠正さんが人差し指、中指、薬指を順番にピンと立たせながら三つの選択肢を用意してくれた。

「えっと……」

　その中だとどれだろう。昨日とおとといの晩ご飯のメニューを思い出しながら、最近食べていないものを答えることにした。

「和食です」

「和食か」

　私の答えを聞いた悠正さんが考える素振りを見せたあと、再び提案してくる。

「寿す司しはどう？　回ってないところ」

「回ってない？」

　回転寿司ではなく、目の前で握ってくれる店のことだろうか。

「そういうお店には行ったことがないです」

　そもそも回る寿司屋にもあまり行ったことがないのだけれど。

「それなら決まりだ。今夜は寿司を食べに行こう。美味しいところを知っているから」

「はい」

「そのあとでちょっと寄りたいところがあるから付き合って」

「寄りたいところですか？」

　どこだろうと首を傾げる私に悠正さんはただ微笑むだけで、行き先は教えてくれなかった。




　その日、定時で仕事を終えた私は事務所の外で悠正さんが出てくるのを待っていた。

　彼ももう帰り支度を終えたはずだけれど、他の弁護士に声をかけられて少しだけ仕事の話をしてから来るそうだ。

　悠正さんが出てくるのをしばらく待っていると、見覚えのあるスーツ姿の男性がこちらに向かって歩いてくるのが見えた。

　印象の強い人だったからよく覚えている。鏑木さんだ。向こうも私に気が付いたらしく、小走りで駆け寄ってくる。

「タイミングよく小野坂さん発見」

「こんばんは」

　前回会ったのは二週間ほど前だろうか。

　鏑木さんは手に持っているカバンから折り畳み傘を取り出して私に手渡した。

「返すのが遅くなったけど、傘ありがとう。おかげで助かった」

「いえ。わざわざありがとうございます」

　どうやら折り畳み傘を返しにここまで来てくれたらしい。隠岐総合法律事務所の事務員だと名乗ったのでここがわかったのだろう。

　受け取った折り畳み傘はしっかりと乾かされているようで、丁寧に畳まれて袋におさまっている。それをバッグにしまっていると、鏑木さんが「あのさ」と私に向かって口を開いた。

「その傘のお礼がしたいんだけど、これから食事でもどう？」

「えっ」

　突然の誘いに驚いてしまった。けれど、このあとは悠正さんと食事に出かけるので断らないと。

「もしかしてなにか予定ある？」

　すぐに答えない私を見て、どうやら鏑木さんが察してくれたようだ。

「それなら今日じゃなくてもいいから、また別の日にでも。あっ、連絡先交換しようよ。食事できそうな日があったら教えて」

「えっ、いえ、あの……」

　お礼をしてもらうために傘を貸したわけではないし、連絡先も交換できないので丁重にお断りしようとしていると、突然背後からグイッと腕を引かれた。

　とっさのことにバランスを崩してしまうと、そんな私を受け止めるように後ろからお腹に手を回され引き寄せられる。

　すると、目の前の鏑木さんがわかりやすく表情を歪ゆがめ、低い声でぼそっと呟いた。

「……出たよ、隠岐」

「久しぶりだな、鏑木」

　どうやら私の腕を引き、引き寄せたのは悠正さんのようだ。彼は背後から私を片手で抱き込むと、目の前の鏑木さんに向かって声をかける。

「俺の奥さんを食事に誘うのはやめてくれないか。彼女はこれから俺とディナーだよ」

「奥さん？」

「そう。彼女は俺の奥さん」

　そんな悠正さんの言葉を聞いた鏑木さんの目が驚いたように見開かれた。

「隠岐、お前結婚したの？　俺、知らなかったんだけど」

「だろうな。お前には報告してない」

「なんで言わないんだよ」

　そう問い詰める鏑木さんに対して悠正さんがすぐに言葉を返す。

「知りたかったのか？　でもお前、俺のことなんて興味ないだろ」

「……っ」

　悠正さんが冷たく言い放つと、鏑木さんがぐっと押し黙った。

　なんだかピリピリとした空気がふたりの間に流れ始めて、居心地の悪さを感じてしまう。

　すると、鏑木さんがなにかに気が付いたようにハッとなり、その視線が不思議そうに私に向けられる。

「でも、おかしいだろ。彼女の名前は小野坂だよな。この前、俺はそう自己紹介されたけど、結婚してるのに名字が違うのか」

「は？」

　鏑木さんの言葉のあと、頭上から悠正さんの低い声が落ちてきた。

　後ろからお腹のあたりに腕を回され抱き寄せられているので実際に悠正さんの表情は見えないものの、なんとなく彼からはイラッとしたような雰囲気が伝わってくる。

「どういうこと、優月。鏑木に小野坂って名乗ったの？」

「あ、あの。とっさに旧姓が出てしまって……」

　顔を少し後ろに向けて、悠正さんの顔を見ながらすみませんと小声で謝る。

　あのときは鏑木さんに旧姓で名乗ってしまったが問題はないだろうと思った。でも、まさかこんな形で悠正さんの耳に入るとは思わなかった。そして、なぜか彼は少し怒っている。

「隠岐。お前、本当にその子と結婚したの？」

　疑いの眼差しを向けてくる鏑木さんに、悠正さんは面倒くさそうに軽くため息をこぼした。それから私の左手を持ち上げると、手の甲を鏑木さんに向けて見せる。

「結婚してるよ。ほら、これが証拠」

　そう言って、悠正さんが鏑木さんに見せたのは私の左手薬指についている指輪。それと同じデザインのものが悠正さんの左手薬指にも嵌はめられている。

　結婚式は挙げていない私たちだけど、入籍と同時に結婚指輪だけはつけることにした。悠正さんが用意してくれたもので、婚姻届を出したその日に私の薬指に嵌めてくれたのだ。

　その指輪を鏑木さんはジッと見つめて、しばらくすると「ふーん」と頷く。

「本当に結婚したのか」

　どうやら信じてくれたらしい。

　けれど、次の瞬間。鏑木さんがニヤッとした笑みを浮かべた。

「なぁ、隠岐。その子と結婚したってことは、お前はもうあいつのことは忘れたのかよ。それとも無理にでも忘れるためにその子と結婚したのか」

　その言葉を聞いた悠正さんの体がぴくりと反応したのが私にまで伝わってきた。なんとなく彼の纏う空気がピリッと引きしまったように感じる。

　そんな悠正さんに向けて鏑木さんが言葉を続ける。

「俺が原因であいつとはうまくいかなかったんだもんな。悪かったよ、お前の女を取ったりして。でも、仕方ないだろ。あいつが選んだのは俺で、お前じゃなかったんだから」

「なんのことだ、鏑木」

「おいおい、とぼけたふりかよ」

「いや、そうじゃなくて。俺にはお前の言っていることの意味がさっぱりわからない」

　そう答える悠正さんの口調は落ち着いている。けれど、私の胸は先ほどからずっとざわついていた。

『お前の女を取ったりして』という鏑木さんの言葉が耳に残って離れない。ふたりはいったいなんの話をしているのだろう。内容から察するに不穏な感じがするけれど、このまま私が聞いてしまっていいのだろうか。

「思い出せないようなら奥さんの前で話してやろうか」

　鏑木さんがニヤッとした笑みを消し、睨にらむように悠正さんを見つめた。

「大学時代、お前がユキ――」

　そこまで聞いたところで途端に私から音が消えた。目の前で鏑木さんが口を動かしているものの、彼がなにをしゃべっているのか続きが聞こえない。

　どうやら私の両耳はすぐ後ろにいる悠正さんの手によって塞がれてしまったらしい。少しするとその手は離れていったけれど、私は鏑木さんの言葉を最後まで聞くことができなかった。

「行こう、優月」

　悠正さんが私の手を掴んで歩き出し、鏑木さんの横を足早に通り過ぎていく。

「またな、隠岐。奥さんと幸せに」

　歩き去る私たちの背中に鏑木さんのやけに明るい声が届いた。それに振り返ることなく、悠正さんは私の手を引いてずんずんと先を進んでいく。

　ちらりと振り返ると鏑木さんが私たちに向かってひらひらと手を振っているのが見えた。さようならの意味も込めて歩きながら頭を軽くぺこりと下げると、悠正さんが私の腕をグイッと強く引いた。

　歩く速度がさらに速くなり、私はなんとか彼についていく。

　しばらく進んだところでようやく悠正さんが立ち止まり、私の腕を解放してくれた。結構強めに握られていたのもあり、反対の手で思わずそこをさすってしまう。

「ごめん、大丈夫？」

　悠正さんが心配そうに見てくるので「大丈夫です」と答える。

「それよりもよかったんですか。鏑木さんを置いてきてしまいましたけど」

「あいつのことは気にするな。それと、さっきのも全部忘れていいから」

　珍しく強い口調でそう言った悠正さんが再び歩き出す。そのあとを私は黙って追いかけた。

　さっきの……とは、鏑木さんとのやり取りのことだろう。とても気になることを話していたけれど、忘れてと言われてしまえばもうそれについて尋ねることができない。

　そんなもやもやとした気持ちを抱えながらしばらく進むと、悠正さんの行きつけだというお寿司屋さんに到着した。

　暖簾のれんのかかった入口をくぐると、木の温もりを感じられる落ち着いた雰囲気の店内が広がっている。広々としたカウンター席が十五席と、テーブル席が十席ほど。

　満席に近いほど客で埋まっていたけれど、悠正さんが事前に予約を取っていたのかスムーズにカウンター席へと案内された。

　行きつけということもあり、カウンターでお寿司を握る大将とは顔見知りなのか悠正さんが親しげに話をしている。妻だと紹介されたときは気恥ずかしさから挨拶する声が小さくなってしまった。

　私はカウンターで注文するお寿司屋が初めてなので、悠正さんが大将と軽く言葉を交わしながら旬のネタやおすすめのネタなどを私の分も一緒にいくつか頼んでくれた。

　目の前で握ってもらったこともありとても新鮮で、口に入れた瞬間とろけていく。美味しくて何貫でもいけそうだ。

　ここに来るまで悠正さんと鏑木さんのやり取りにだいぶ悶もん々もんとしていたけれど、それすら一気に吹き飛んでしまった。せっかくのお寿司を今は堪能したい。

　一時間ほど滞在して、すっかりお腹が膨れた私たちはお店をあとにした。

「これから行きたい場所、ここから少し歩くんだけど大丈夫？　優月、たくさん食べていたから歩きながらお腹痛くならないか心配だな。タクシー乗ろうか？」

「だ、大丈夫ですよ」

　悠正さんに笑いながら言われて恥ずかしくなった私は「歩けます！」とはっきりと告げた。

　確かに、美味しくて食べすぎてしまったけれど歩けないほどではない。

「それじゃあ歩こうか」

　悠正さんが自身の左手を私に差し出す。どうやら手を繋ごうとしているらしく、私はそっと彼の手に自分の手を重ねた。

　そのまま指を絡めるように握られ、悠正さんがゆっくりと歩き出す。

　時刻は午後九時を過ぎているものの、周辺はまだ人が多く行き交っている。高いビルが立ち並ぶエリアを悠正さんと手を繋いでしばらく進むと、目の前にはひと際高くそびえるビルが見えてきた。

　有名な施設だから知っている。ここは、企業の事務所や飲食店、ホテル、美術館、映画館などが集まった大型複合商業施設だ。

　悠正さんの目的はどうやらこのビルらしく、慣れた足取りで進んでいき辿り着いたのは五十二階にある屋内展望フロア。

　そこからは東とう京きょうの夜景が一望でき、思わず「わぁ……」と感嘆の声が漏れる。

　東京タワーとスカイツリーが同時に見えるだけでなく、お台だい場ば方面まで見渡すことができる圧巻の景色だ。

「優月、こういうのあまり見たことないだろ」

　窓に張りつくようにして夜景を眺めていると、後ろから悠正さんの声が聞こえた。

「帰る時間を厳しく決められていたならゆっくりと夜景なんて見られないもんな。俺の部屋から見える景色にだいぶ感動しているようだったから、もっと本格的なのを見せてあげたいと思って」

　それで、私をここに連れてきてくれたんだ……。

　悠正さんのマンションから見える夜景も素敵だけれど、さすが展望用だけありここからの景色はやはりとても綺麗だ。

「感想は？」

　後ろに立っていたはずの悠正さんが一歩足を前に出して私の隣に並んだ。スーツのズボンのポケットに軽く両手を入れながら、私に向かって優しく微笑む。

　私は、目の前に広がる夜景を見つめながらゆっくりと口を開いた。

「とても綺麗です。悠正さんの言う通り、この時間だと私はいつも家にいたので。こんなに素敵な夜景は見たことがありません。だから今すごく感動しています」

「それならよかった」

　私が悠正さんのマンションから見える夜景にこっそりと見惚れていたことに、どうやら彼は気が付いていたらしい。それで私をここに連れてきてくれた。

　夜景以上に、その気持ちがうれしい。

「ありがとうございます、悠正さん」

　私が今こうして夜景を見られるのは彼と結婚をしたから。もしもまだ門限に縛られる生活をしていたら、こんなに素晴らしい景色を見ることはできなかった。

　そう思うと、今日こうしてここに来られてよかったと心から思う。

　たかが夜景を見ているだけのことだけど、私にとってはようやく手に入れた自由でもあるのだ。

　悠正さんと結婚して、母の束縛から解放された私は、今ではもうなんでも自由に行動できる。

　この前は仕事終わりに初めてレイトショーで映画を観みたし、同僚ふたりと遅い時間までディナーも楽しんだ。それに、高校の同窓会にも参加した。こういうことがなんの気兼ねもなくできるようになってうれしい。

　この結婚はお互いのメリットによるもので、私たちは世間一般の夫婦とは違う。それでもあの日、悠正さんが私に結婚を提案してくれたときに言っていたように、こういう結婚もアリなのだと思う。

「……結婚してよかった」

　輝く夜景を見つめながら、ふとそんな言葉が口からこぼれた。

　ほとんど独り言のような呟きだったのに、どうやら隣にいる悠正さんの耳には届いていたらしく、彼の視線が私に向くのがわかった。

「俺も優月と結婚できてよかったよ」

　その言葉に私は思わず安堵する。

　この結婚はお互いのメリットのためのものなので、私ばかり得をしていても意味がないのだ。

「悠正さんもそう思ってくれているならよかったです。所長の治療もこのまま順調に進んで、早く退院できて元気になるといいですね」

　そう言いながらふと気が付いてしまった。

　所長の病気が快復したら、悠正さんは私と結婚している理由がなくなるのでは？

　彼が私に結婚の提案をしたのは、父親に安心して病気の治療を受けてもらうため。だから、快復したら私との結婚は悠正さんにとってはなんのメリットもなくなってしまう。

　一方で私は悠正さんと結婚さえしていれば母の束縛からは解放されるので、この先もずっとメリットがある。

　だけど、私たちはお互いにメリットがあるから結婚をした。もしも片方にメリットがなくなってしまったときはどうなるのだろう。

　ふと、離婚という言葉が頭をよぎる。

「優月は、あの夜のことやっぱりなにも思い出せない？」

　隣から聞こえた声に振り向くと、悠正さんが私を見つめながら少し困ったように笑っていた。

　あの夜とはいつのことだろう。一瞬考えてしまったけれど、すぐに気が付く。バーでお酒を飲んだあと、体を重ねてしまった夜のことだ。

「すみません。私、あの日のことは本当にほとんど覚えていなくて」

「そうだよな。相当酔っていたから仕方ないか。でも、あの言葉を忘れられているのはショックかもしれない」

「言葉ですか？」

　そういえば以前もそんなことを悠正さんは言っていた気がする。

　覚えていないなら別にいいと言われたから深く考えないようにしていたけれど、どうやら私が覚えていないことに悠正さんはショックを受けているようだ。

「なにかとても大切なことだったのでしょうか。そうだとしたら覚えていなくて本当にすみません。あの……もう一度話してもらえませんか？」

「いや、今は言えない。そのタイミングじゃないから」

　悠正さんが俯きながら首を横に振った。

「そもそも優月が酔っていると知りながら、きみに告白をした俺がいけなかった」

「えっ、告白!?」

　さらっと告げられた言葉に、思わず自分の耳を疑ってしまう。

　私、告白されたの？

　衝撃のひと言に口をポカンと開けたまま固まってしまった。

　どうしよう。少しも覚えていない。もしも本当に告白をされたのだとしたら、覚えていないなんて最低だ。

　いや、でも本当に告白されたのだろうか。されたのだとしたらそれはつまり悠正さんが私に好意を寄せてくれているということになるけれど、そんなことありえない気がした。

「えっと……冗談ですよね？」

　恐る恐る問いかけると、それには答えず悠正さんがにこりと笑う。

「思い出せない？」

「……はい」

　そう頷いたのと同時に、不意に腰に回された腕に体ごとぐいっと悠正さんの方へと引き寄せられた。

　突然のことにバランスを崩した私は思わず彼の胸に飛び込んでしまう。

「それなら、もう一度あのときと同じことをしたら思い出すかもしれないよ」

「あのときと同じこと……？」

「また俺に抱かれて思い出せって意味」

　普段よりも低い悠正さんの声に、思わずドキッと心臓が跳ねた。抱き寄せられた胸の中で私は体を強張らせる。

「え、えっと……それは、つまり……」

　もう一度、悠正さんと体を重ねるということ。

　断片的に残っているあの夜の情事中の記憶が蘇よみがえり、頬が一気に熱くなっていく。

　また同じことをするのは多分無理だ。恥ずかしい。そもそも私と悠正さんはそういう関係じゃない。

　夫婦だけれどそれは戸籍上のことであって、本来の私たちの関係は同じ職場で働く弁護士と事務員なのだ。

　そもそも本当に私は悠正さんに告白をされたのだろうか。

　もう一度体を重ねたら思い出す？　いや、思い出せない気がする。

　けれど、仮に告白されていたとして、覚えていないのはやっぱり失礼だからなんとしてでも思い出すべきなのだろうか。そのためにもう一度悠正さんと体を重ねる……。

　そんなことをひたすらぐるぐると考え込んでいると、「冗談だよ」と笑う声が聞こえた。

　悠正さんが腰に回っている腕を離し、私から距離を取る。

「あの夜のことは覚えていないならもうそれでいい」

「でも、告白は？」

「それも冗談。ごめん。少しからかっただけ」

　つまり私は悠正さんから告白をされていないということだろうか。

「そうだったんですね、よかった」

　思わずホッと胸を撫で下ろす。

　悠正さんのような素敵な男性が私なんかに告白をするはずがない。なにせ彼に好かれる要素が私にはまったくないから。

　それに、仮に告白されていたとしても覚えていないのはやはり失礼だから、冗談でよかったと心から思う。

「ひとつだけ確認してもいい？」

　ふと悠正さんの声が聞こえて私は視線を彼に向けた。悠正さんは夜景を見つめたまま静かに続きを口にする。

「優月は俺のことどう思ってる？」

「えっ」

　唐突な質問に思わずきょとんとしてしまい言葉に詰まる。悠正さんが夜景から私に視線をゆっくりと戻した。

「きっかけはどうあれ結婚したんだから、俺は優月のことを大切にしたいと思ってる。この先もずっと一緒にいたい」

「ずっと……」

　それは、この結婚が悠正さんにとってなんのメリットもなくなってもということだろうか。所長の病気が快復しても悠正さんは私との結婚を続けていくと捉えてもいいのかな。

「それで提案なんだけど。優月が嫌じゃなかったら俺たちもっと夫婦っぽいことしないか」

「夫婦っぽいことですか？」

「そう。キスしたり、それ以上のことがしたい」

「えっ……」

　突然の提案にどう言葉を返せばいいのかわからず固まってしまう。しばらくすると、ふとひとつの疑問が生まれた。

「悠正さんは、私とそういうことをしたいんですか？」

「したいよ。だから提案してる。だめかな？」

「えっ、いえ、あの……だめといいますか……」

　そもそも私たちは本物の夫婦ではないし、悠正さんは私に特別な感情を抱いていないはず。それなのにそういうことができるのだろうか。

「夫婦っぽいことをしていたら、いつか本物の夫婦になれる気がするんだよな。今の優月は俺のことなんてなんとも思っていないだろうけど、好きになってくれたらいいなって思ってる。俺も優月のこと好きになりたいし」

　そう告げた彼の瞳がまっすぐに私を見つめる。

「お互いにメリットがあるからなんて無茶苦茶な結婚を提案したのはわかってる。でも、結婚したからには優月とちゃんと本物の夫婦になりたいんだ」

「悠正さん……」

　私たちはこのまま戸籍上の夫婦を続けていくものだと思っていた。ついさっきまでは、悠正さん側のメリットがなくなれば離婚するのかもとすら考えていたのに。

　まさか悠正さんが、そこまでしっかりと私とのことを考えてくれているとは思いもしなかった。

『俺も優月のこと好きになりたいし』

　悠正さんに好きになってもらえたら、多分それはとても幸せなことなのだと思う。なにせ彼は私にとって憧れの弁護士なのだ。そんな人に好きになってもらえるなんて夢にも思わなかった。

「どうかな。俺の提案に賛成してくれる？」

　改めて問われ、私は少し考えた末に「はい」と頷いた。

　これからもこの結婚が続いて、本物の夫婦になれるのだとしたら素敵なことだと思うし、悠正さんからそんな前向きな提案をしてもらえたことがうれしい。

「それじゃあ唇にキスしていいよな」

「え？」

　唐突な悠正さんの言葉についきょとんとしてしまう。

「キスって、ここでですか？」

「そう。ここで」

　そんないきなり……！

　とっさに周囲の様子を窺ってしまう。近くに人はいない。少し離れた場所に恋人か夫婦かわからないけれど男女のふたり組がいるものの、こちらに背を向けているので今の私たちは彼らの視界には入っていない。

　見られはしないと思う。でも、こういう場所でキスをするというのはどうなのだろう。やはりためらってしまう。

　そう思った私は断ろうと再び彼に視線を戻した。すると、不意に唇に生温かな感触を覚え、大きく目を見開く。

「……！」

　唇を塞がれたまま、するりと右手を絡め取られ、後頭部に手を回されるとぐっと引き寄せられる。

　キスをしていいのか確認しておきながら、どうやら悠正さんは私の答えを聞かずに実行してしまったらしい。

「――ごめん。しちゃった」

　唇が離れてから、まるでいたずらが成功したかのように悠正さんがにっこりと微笑んだ。

　一方の私は突然のキスにぱちぱちと瞬きを繰り返しながら、なにも言葉が出てこない。そんな私の耳元で悠正さんが囁くように告げる。

「優月さえよかったら、家に帰ったあとこのキスの続きをしないか」

　先ほどのキスの余韻でぼんやりとしていた私の意識が、彼のそのひと言で一気に引き戻される。続きとはつまり、あの日のように体を重ねるということだろうか……。

　思わずパッと顔を上げる。大きく目を見開いて悠正さんを見つめると、なぜか笑われてしまった。

「そんなに動揺するなよ」

　悠正さんの大きな手が私の頭にぽすんとのった。

「ま、あまり焦らなくてもいいか。優月の心の準備ができたら言って。俺はいつでもオーケーだから」

　そのまま優しく私の髪を撫でたあと、その手が頬に移動して彼の親指が私の唇をそっと押した。

「でも、ここにキスはいつでもさせて。それが夫の特権だろ？」

　そう言って微笑む悠正さんに私はまた動揺から目をぱちぱちとさせてしまう。けれど言った本人はやはり平然とした様子で、そこに彼と私の恋愛経験の差を思い知らされる。

　女性からモテる悠正さんにとっては、先ほどのキスも甘い囁きも多分何度もしてきたことなのだろう。

　これまでの彼女たちにも同じようにしてきたんだ……。

　そう思ったらなぜか胸がきゅっと締めつけられて苦しくなった。

「さてと、そろそろ帰るか」

　不意に右手を握られ、悠正さんがゆっくりとした足取りで歩き出す。私もそのあとに続いて足を前に出すと、彼が振り向いて微笑む。

「好きだよ、優月」

「えっ」

　唐突なセリフに思わずドクンと心臓が波打つ。

　今、好きって言われた？

　キスから始まり、さっきから悠正さんの言動には翻弄されっぱなしだ。

　ドキドキしたり、胸がきゅっと苦しくなったり……私はどうしてしまったのだろう。このままでは心臓がもたないかもしれない。

「夫婦ならこうして愛を伝え合うのかなと思って」

　自分を落ち着かせるためにこっそり深呼吸をしていると悠正さんがそう言った。

　そっか……それで好きって言われたんだ。

　どうやら悠正さんは本当に私と本物の夫婦になろうとしているらしい。その気持ちをうれしく思う一方で、心に引っかかるものを感じる。

『無理にでも忘れるためにその子と結婚したのか』

　事務所の前で鏑木さんが悠正さんに向けて放った言葉を思い出した。

　悠正さんが私に結婚を持ちかけたのは、病気の父親を安心して治療に専念できるようにするため。でも、本当にそうなのだろうか。

　鏑木さんの話が本当なら悠正さんには忘れられない女性がいて、その人のことを忘れるために私と結婚をしたのでは？

　なんとなくそう感じた瞬間、心が一気にざわつき始める。

　私のことを好きになりたいと言ったのも、その女性への未練を断ち切るため。キスやそれ以上の行為を望むのも、私を好きだと無理やり自分に言い聞かせようとしているからかもしれない。

『結婚したからには優月とちゃんと本物の夫婦になりたいんだ』

　悠正さんのこの言葉もどう受け止めていいのかわからなくなってしまった。

　信じていいのだろうか……。

「優月？」

　不意に名前を呼ばれてハッと顔を上げる。

　下に降りるエレベーターの到着を待ちながら、悠正さんが私のことを見つめて微笑んでいた。

　もやもやとしたものが胸の中に広がっているけれど、今はそれを隠して私もまた彼に向かって笑顔を返した。










あの夜の真実




『小野坂さんは俺と結婚するんだ』

　――少し強引に事を進めすぎただろうか。でも、彼女を誰かに取られないためにはああするしか他に思いつかなかった。

『俺も優月のこと好きになりたいし』

　――そんなのは大嘘だ。俺はもうとっくに彼女に惚れている。どうしようもないくらいに好きだ。

　俺が初めて優月と出会ったのは約二年半前。大学を卒業したばかりの彼女がうちの事務所で事務員として働き始めた頃だった。

　先輩たちから仕事を教わりながら、少しずつ自分のできることを増やそうと必死に頑張る姿に初めから好感を持っていた。

　共有スペースでうたた寝をしていた俺にひざ掛けをかけようとしてくれたり、美味しいコーヒーを淹れてくれたり、俺の眠気覚ましのための話し相手になってくれたり。

　とある裁判の前には『私は隠岐先生の味方です』と応援の言葉で俺の背中を押してくれた。それがとてもうれしかったし、勇気が湧いた。

　優月と出会ってわりと早い段階から俺は、彼女に惹かれていたのだと思う。

　そんな自分の恋心を決定づけるような出来事が起きたのは、優月がうちの事務所で働き始めて一年が経ったある日のこと。

　俺が相談を受ける予定だった依頼者の女性が、約束の時間よりもだいぶ早く事務所を訪れるということがあった。

　相談内容は離婚トラブル。二十代の女性で夫からたびたび手をあげられているらしく、離婚を考えているがどうすればいいのかわからないから助けてほしいと事前に電話で相談を受けていた。

　その日は対面で詳しい事情を聞くことになっていたが、募る不安が抑えきれなかったのか、女性は予定していた時間よりもだいぶ早く事務所を訪れた。

　けれど、あいにく俺は出先にいて不在。女性が来たという連絡を事務員である優月からもらうと、なるべく急いで事務所に戻った。

　来客用の部屋に入ると、そこには泣いている女性の背中をさすりながら『大丈夫ですよ』と落ち着かせている優月の姿があった。

　あとから別の事務員に聞いた話によると、優月はそうやって俺が来るまでずっと女性に寄り添い続けていたらしい。

　そのあとは俺が女性のことを引き継ぎ、夫との離婚に向けての相談に入った。

『小野坂さん、今日はありがとう。俺が戻るまでの間、あの女性の相手をずっとしてくれていたそうじゃないか』

　相談が終わり、離婚に向けての光が見えてきた女性が安心したように表情を和らげて帰ったあと、俺は事務員フロアのデスクで仕事をしている優月に声をかけた。

　ちょうど隣の席の事務員が不在だったので、そこのイスに腰を下ろす。

『彼女、小野坂さんに感謝していたよ。泣いて取り乱してしまったのに、ずっと優しく声をかけてくれてありがとうございましたと言っていた』

『いえ、私なんてなにも』

　両手を顔の前でぶんぶんと振りながら、優月が謙虚に否定する。俺はデスクに頬杖をつき、そんな彼女を見つめながら自然と表情が緩んでいた。

『ああいうときは話を聞いて寄り添ってもらえるだけでもすごく安心するんだ。ＤＶ問題はデリケートだから。正直、男の俺よりも同性の小野坂さんの方が一緒にいて彼女も安心できたんじゃないかな』

『そうでしょうか』

『おかげで相談を受けるときにはすっかり落ち着いていたし、きちんと今の状況を話せていた。泣いて取り乱しながらだと話を聞き取るのに苦労するから助かったよ。ありがとう』

『そんな、私はなにも……』

　そう言って優月はまたも否定するものの、内心はうれしかったのだろう。俯いている顔にふんわりと笑顔が浮かんでいることに気が付いた。

　――かわいいな。

　俺に隠れながらこっそりと微笑む優月の姿に、不覚にもドキッとさせられた。

　すると、優月が控え目に口を開く。

『先ほどの女性、事務所に来たときからすごく不安そうで、今にも泣き出しそうに震えていたんです。隠岐先生をお待ちいただく間、ひとりで待たせるのもなんだか心配で。張りつめている彼女の気持ちを少しでも和らげてあげられたらと思ったのですが、微力でも力になれたようでよかったです』

　そう言うと、優月は顔を上げて俺に笑顔を見せた。

　その瞬間に気付かされた。

　――俺はやっぱり彼女のことが好きだ。

　以前から薄々とこの気持ちには気が付いていたものの、それが確信へと変わる瞬間だった。

　そうなればさっそく優月にアプローチをかけるべく、俺は行動を起こすことにした。

『今回の件で、小野坂さんにお礼がしたいんだけど』

『お礼ですか？』

　いったいなんのお礼だろうと優月が不思議そうに首を傾げる。

『俺が事務所に戻るまであの女性のそばにいてくれたことで、そのあとの相談がスムーズに進んだから、そのお礼』

『いえ、私はそんなに大したことはしていないので』

『でも俺はすごく助かった。だからお礼として食事に誘いたいんだけど、さっそく今晩どうかな』

　そう誘ってみたものの、目の前の優月の反応がだいぶ鈍い。俺の食事の誘いに対して、明らかに困惑している様子がはっきりと伝わってきた。そこで俺は言葉を変えてみることにする。

『それじゃあ、お礼というのはなしにして普通に俺と食事に行かない？』

『えっ。……私が、隠岐先生とですか？』

　すると、優月はさらに困惑した表情になってしまった。

　どうやら彼女は、俺に食事に誘われているこの状況が不思議でたまらないらしい。きょとんとした顔になり、理解に苦しんでいるようだ。

『せっかくのお誘いですが、すみません』

　しばらくすると、きっぱりと断りの言葉を返されてしまった。

　やはり今晩というのが急だったのかもしれない。とりあえずその日は諦めてまた後日、俺は優月を食事に誘ってみた。

『今度、若手の弁護士と事務員で親睦会のような形の食事会を計画しているんだけど、小野坂さんもどうかな』

　いきなり俺とふたりの食事はもしかしたら優月にとって気を使うものなのかもしれないと思い、気軽に参加できるよう複数人での食事を提案してみた。そこでさりげなくふたりきりになれればと思ったが、しかし……。

『親睦会ですか。楽しそうですね。でも、私は遠慮しますので、どうぞみなさんで楽しんできてください』

　やんわりと断られてしまった。どうやら食事会に参加する人数がそれなりに多いので、優月ひとりが不参加でも問題ないと思ったらしい。

　その後もなるべく警戒されないよう、俺の好意には気付かれない程度に優月を食事に誘い続けたもののすべて撃沈。

　優月の帰るタイミングに合わせて俺も仕事を終わらせ、偶然を装い途中まで一緒に歩きながら食事に誘ったこともあった。

『小野坂さん、お寿司は好き？』

『お寿司ですか。最近は食べてないですね』

『それじゃあこれから一緒にどう？　ここから少し歩いたところに俺の行きつけがあるんだけど、新鮮なマグロが丸々一匹手に入ったみたいなんだ』

『マグロですか。美味しそう』

　これはなかなかの好感触だと思ったが、やはり優月の反応はいつもと同じだった。

『そういえば菊池さんがマグロ大好物だって言ってました。私は遠慮しますので、ぜひ私以外の事務員を誘ってください。隠岐先生の誘いならみんなとても喜びますよ』

『……そっか』

　他の事務員なんて正直どうでもいい。俺は優月と食事がしたくて毎回誘っているのに、どうしてこうも断られ続けるのだろう。

　これまで相手にしてきた女性なら食事に誘えばすぐに頷いてくれたし、交際に持ち込むのなんて簡単だった。

　それなのに十個も年下の優月を落とすのにこうも手こずるとは……。

　けれど、そんなことで俺の優月に対する想いは消えず、その後も食事に誘い続けること約一年半。さすがにいよいよ焦じれてきた頃、チャンスは突然訪れた。

　きっかけとなったのが事務所で開かれた慰労会。俺が長期にわたる裁判を勝訴という形でおさめたことで、その祝福と労いのために開かれた。

　正直なところ俺はその会にあまり気乗りしなかった。

　弁護士はひとりでいくつもの案件を抱えている。ひとつの訴訟が終わったくらいで安堵してもいられない。次の案件が控えているし、新規の依頼だって舞い込んでくる。

　慰労会に参加している余裕があるなら、その時間を書面の作成に使いたいというのが俺の本音だった。

　なにせ弁護士の仕事は作成すべき書類が山ほどあるのだ。いったい俺がいくつの案件を同時に抱えていると思っているんだ。と、慰労会に対して少しうんざりしていた。

　どうせ俺を労いたわってくれるなら優月とふたりで食事に行ける機会が欲しい。その方がよっぽど俺は元気になれるし、一瞬で疲れなんて吹っ飛ぶのに……。

　けれどそんな本音は綺麗に隠して、にこやかな態度で慰労会に参加した。乗り気ではないが主役である俺が参加しないわけにもいかない。

　営業時間終了後の午後七時からケータリングサービスを利用して事務所の共有スペースで始まったその会には、同僚弁護士や事務員のほとんどが参加していた。

　その中に優月の姿を探そうとしたものの、そうするだけ無駄だと思いやめた。

　どうせ今日も不参加なのだろう。なにせ彼女はほとんどこういった場に参加したことがないのだ。だから当然、今日の慰労会にも不参加だろうと初めから決め込み、姿を探すことはしなかった。

　けれど、慰労会が始まって一時間ほどが経過した頃。もはや主役の俺を置き去りにして盛り上がる会場の中、不意に彼女を発見する。いないと思っていたはずの優月がいたのだ。

　賑にぎわう共有スペース内のすみっこの席に腰を下ろし、ケータリングの食事をひとりで食べながら、少しお酒も飲んでいたらしい。

　もともと目立つタイプの女性ではないし、今日も絶対に不参加だろうと思っていたので、俺としたことが優月の存在に気が付かなかった。知っていたら真っ先に声をかけたのに。

『小野坂さんも参加していたのか』

　横からそっと近付いて声をかけると、優月がパッと振り向いた。おそらく一度も染めたことがないであろう艶のある黒髪が、胸のあたりでふわりと揺れる。

　突然声をかけられたことに驚いているのか、真ん丸な目をさらに大きくして俺を見上げる様子はなんというか……とてもかわいい。

『隠岐先生。今日の裁判、勝訴おめでとうございます』

『ありがとう』

　もう何度も言われた祝福の言葉も、優月の口から聞くとまるで今初めて聞いた言葉のように新鮮でうれしくなる。そんな気持ちを少しも隠すことなくにっこりと微笑みながら、俺は優月のすぐ隣に腰を下ろした。

『珍しいな。小野坂さんがこういう場に参加しているの』

『そうですね。いつも不参加ですみません』

　別にそのことを責めるために言ったわけではないが、優月はばつが悪そうに頭を下げた。そのまま俯いている彼女がどこか浮かない表情をしていることに気が付く。

　そういえばここ最近の優月はぼんやりとしていることが多かったし、無自覚に小さなため息をこぼしていることもあった。おそらく誰も気付いていないだろうけれど、彼女に好意を寄せる俺は優月のそんな小さな変化にも気付いていた。

　今もどこか落ち込んだ様子だ。

『元気がないな。なにかあった？』

　そっと顔を覗き込んで尋ねてみるものの、『なんでもないです』と優月が首を横に振る。真っ白なシフォンスカートの上に置かれた小さな両手がギュッと固く握られているのに気が付いた。

　これは絶対になにかあっただろう。

　弁護士として数々の相談を受けているうちに、こういった相手の反応には目敏ざとく気付くようになってしまった。

　今の優月は明らかに落ち込み、悩んでいる。めったに参加することのない場に珍しくいるのもそれが関係しているのだろうか。

　なにか事情を抱えているのなら力になりたい。

　俺は、ソファの背もたれに片腕をのせると、優月の方にぐっと体を近付けた。

『だめもとで誘うんだけど、小野坂さんはこのあとなにか予定ある？　なにもなければ俺と飲みに行かないか』

　どうせまたいつものように断られるのだろうと思いつつ試しに誘ってみた。すると、優月がハッとしたように顔を上げる。

『飲みにですか？　ちなみにどちらへ？』

『えっ』

　今までとは違う反応につい面食らってしまう。どんなに食事に誘っても返ってくる言葉はいつも〝ごめんなさい〟だったのに、初めて行先を尋ねられた。

『俺の行きつけのバーはどうだろう。食事はもうここで済ませただろうし、美味しいお酒でも一緒にどうかなと思って。小野坂さんはアルコール平気？』

　今も少し飲んでいるようだが一応確認してみると、『はい』と返ってきた。

『それならバーにしよう。ひとりで飲むのもつまらないし寂しいから、小野坂さんが隣にいてくれるとうれしいんだけど』

　おそらく彼女が抱えているであろう悩みもそこで聞いてあげようと思った。

　俺は、ギュッと固く握られたままの優月の両手に自身の片手をそっと重ね、優しく握り込む。すると、優月と視線がぶつかり、彼女の口がゆっくりと開かれた。

『わかりました。私でよろしければご一緒させてください』

『本当!?』

　てっきりいつものように秒で断られると思っていたが、これは予想外の展開だ。

　それからふたりで事務所を抜け出し、俺の行きつけのバーに到着したのは午後九時。

　この店は酒の種類が豊富なのもいいし、なにより雰囲気がいい。

　ビルの五階にあるガラス張りの店内からは夜景が見え、開放的な落ち着いた空間でゆったりとした気持ちでお酒を楽しむことができる。

　純粋に酒を楽しんで飲みたい人が集まるような店なので、悪酔いするような面倒くさい客や、潰れるまで飲むような客もめったにいない。

　けれど、今日は例外がいた。

　いや、俺が例外を作ってしまったのかもしれない――。

『もう本当にお母さんなんて大嫌い！　顔も見たくない！　私の話なんてなにも聞いてくれないんだから！　私とっても怒ってます！』

『はいはい。わかったから、少し落ち着こうか』

『落ち着いてなんていられません！　今夜はもうここで飲みまくります！　隠岐先生、朝まで付き合ってください！』

『いや、さすがにそれはできないかな』

　優月と酒を飲むのが初めてだから気が付くのに遅れてしまった。

　おそらく彼女は酒に弱い。というよりも飲み慣れていない。そのせいで自分の限界もわからず飲みすぎて潰れかけている。

　もしかしたら慰労会の時点ですでに酔っていた可能性もある。アルコールのせいで判断力が低下していたから、ああもあっさりと俺の誘いに乗ったのではないかと今さらながらに気が付いた。

　バーに着いてからもハイペースで飲み続けるから、見かけによらず酒好きなのかと勘違いしてしまった。そうではなく、優月の場合は〝そういう気分〟だったのかもしれない。

　彼女は今夜、酒に溺れたかったのだろう。それを見抜けずバーに連れてきてしまった俺が悪い。

　なにかに悩んでいるのはわかっていたが、優月の性格を考えるとその苦痛からの逃避のために酒の力を借りるとは思わなかった。

　彼女をこんなにも酔わせてしまった責任は半分俺にあるのかもしれない。

『小野坂さん、飲みすぎだ。もうやめよう』

『嫌です。まだ飲めます』

『いや、本当にもうやめた方がいい。はい、とりあえずこれ飲んで』

『ありがとうございます。もう一杯いただきます』

　俺が渡した水を酒だと思って飲んでいるあたり、もう自分がなにを飲んでいるのかもわからないのだろう。

　大丈夫か？　いや、だめだなこれは。

『小野坂さん、もう帰ろうか。タクシー呼ぶから自宅の住所教えて』

『自宅なんてありません』

『そんなことないだろ』

　すっかり酔い潰れている優月の相手をしつつ、顔見知りのマスターにクレジットカードを渡し会計を済ませる。彼女か？と聞かれたけれど、まだ違いますと苦笑した。

　カードを財布に戻したところで、ふと隣が静かになっていることに気が付く。そちらに視線を向けた俺の口から思わず『マジかよ……』と声が漏れた。

　ほんの少し前まで俺と話していたはずなのに、言葉が途切れた途端にどうやら優月は夢の中へと行ってしまったらしい。

　カウンターテーブルに突っ伏して、すやすやと寝息を立てている。

　酔っ払いの行動は予測ができない。

『おい、小野坂さん。起きてくれ。ここで寝られても困る』

　優しく体を揺すってみるものの起きる気配がない。完全に寝入ってしまったようだ。

　時刻は午後十一時。バーの閉店まではまだ時間があるがこのままここで寝かせるわけにもいかない。家に送っていきたいが俺は彼女の自宅を知らないし。さて、どうしたものか……。

　そう考えながらふと思い出したのは、お酒を飲みながら優月が俺に打ち明けてくれた悩みのこと――どうやら彼女は母親に見合いを強要されているらしい。

　頑かたくなに拒み続けているものの、母親が少しも耳を傾けてくれないのでこのままだと強引に見合いをさせられ、おそらくその相手と結婚をすることになるのだとかなり落ち込んでいた。

　さらに詳しく話を聞いたところ、業務終了後に行われる事務所の飲み会や、俺の食事の誘いをいつも断っていたのは、母親に厳しく帰宅時間を決められていたからだという。

　見合いに、門限……。

　優月の家庭事情が気になった。彼女のことを気の毒だと思ったし、なんとかして助けてあげたいと思った。

　――というよりも、見合いなんてさせるかよ。

　思わずチッと舌打ちが漏れる。

　そんな憤りを抑えるように、カウンターテーブルに突っ伏して眠る優月の黒髪に自身の指をゆっくりと通した。

　俺は彼女が好きだ。

　まさか自分がたったひとりの女性にここまで一いち途ずになれるとは思わなかったし、予定ではもっと早く彼女を手に入れるはずだった。それが予想外に手こずっている。

　食事に誘う以外にもいろいろとアプローチをかけていたが、いつも相手にしてもらえない。どうやら優月はそういったことにかなり疎いらしく、俺の好意にはこれっぽっちも気付いていないようだった。

　そんな彼女が見合い、か……。

　どうにかしてそれを阻止する方法はないだろうか。そう必死に考えてみるが、それよりも今は酔い潰れて眠る優月をどうするかが問題だ。

　考えた末に俺の自宅に連れて帰るのがベストだろうと判断する。そうと決まればすぐにタクシーを呼び、眠ったままの優月を連れて自宅マンションへと帰宅した。

　到着すると寝室に向かい彼女をベッドに寝かせる。スーツの上着を脱いだ俺もベッドに浅く腰を下ろすと、ふとため息がこぼれた。

　これはいったいどんな拷問だ。

　好きな女性が自分のベッドで無防備に寝ているというのに手が出せない。いや、絶対に出してはいけない。

　でも、かわいい寝顔を見ているとつい手が伸びてしまう。これくらいならいいよな……と、酒のせいでほんのりと火ほ照てる頬に軽く触れた。

　そのまま指を上にずらしていき、優月の前髪をそっと払いのけたときだった。露わになった彼女の額に三センチほどの赤い痣あざのようなものを見つけた。

　この傷はどうしたのだろう……。

　最近できたというよりかは古傷だろうか。普段は前髪で隠れているせいで見えずに気が付かなかったが、なぜこんなところに傷が？

　気になりながらそこを指でなぞっていると、優月の口が微かに動いた気がした。

『お、みず……』

　その声にハッとなり、触れていた彼女の額から慌てて手を離す。

　眠っていたはずの優月がぼんやりと目を覚ましていた。

　どうやら水が飲みたいらしい。待っていてと声をかけてから俺はキッチンへと向かう。グラスに水を注いでから再び寝室に戻った。

『お待たせ、小野坂さん。はい、水』

　いつの間にか起き上がりベッドの縁に座っている優月の隣に俺も腰を下ろし、手に持っているグラスを渡した。

　優月はまだ眠たそうにぼんやりとしたまま、不思議そうに俺を見つめる。

『あれ？　隠岐先生、どうしてここに？』

『どうしてって、ここ俺の家だから』

『隠岐先生の？』

　そう言って首を傾げてから、優月はグラスに入った水をごくごくと喉に流し込み始めた。

　とろんとした表情やしゃべり方からして、まだ酔いが残っているのだろう。おそらく今の状況も理解できていない気がする。

　あれだけ酒を飲んだのだから喉も渇くはずだ。たっぷりと水を飲んだ優月が『ごちそうさまでした』と俺にグラスを返す。それを受け取ると、俺は静かにベッドから立ち上がった。

『小野坂さんの自宅はどこ？　これからタクシー呼んで送っていくから住所を教えてくれないか』

　彼女が目を覚まさなければ、このまま俺のベッドで朝まで寝かせようと思っていた。でも、目を覚ましたのなら、酔ってはいても住所くらいは聞き出して送り届けることはできるだろう。

　そう思ったが、優月は静かに首を横に振った。

『家には帰りたくありません。……母にお見合いをさせられるから』

『小野坂さん』

　ぽつりと呟いた優月の声が弱々しくて、俺は再びベッドに腰を下ろす。それから隣の彼女に視線を向けた。

『そんなにお見合いがしたくないのか？』

『はい。だって、結婚相手まで母に決められてしまったら、私の人生はすべて母の言いなりになっちゃう。それだけは嫌です……』

『そうか』

　これと同じような言葉をバーで何度も聞いた。俺の口から思わずため息がこぼれてしまう。

『俺だってきみに見合いなんてしてほしくないよ。誰かに取られるくらいならこのまま俺のものに……』

　とっさにこぼれた本音に、マズいと思ってすぐに口を閉じた。

　隣で優月がきょとんとした顔で俺を見つめている。

　彼女に片想いを続けて一年以上が経つ。

　食事に誘う以外にもいろいろとアプローチはかけていて、例えば彼女の休憩時間に合わせて俺も休憩を取るようにしてみたり、食べたいと話していたスイーツを購入して仕事の合間の差し入れにしたり、地方へ出張に出かけたときは彼女にだけ別のお土産を買ってきたり……。

　そこまでしても優月との関係に進展は見られず、こうなればもう長期戦を覚悟していた。でも、そろそろ限界かもしれない。

　優月のことが欲しくてたまらない。誰かに取られるくらいなら今ここで奪ってしまいたい――。

『小野坂さん。お見合いをしなくて済む方法がひとつだけあるんだけど、知りたい？』

　俺は優月との距離を一気に詰め、ほんのりと火照るかわいい顔を覗き込むように見つめた。

　彼女もまた俺を見つめ返して、こてんと首を傾げる。

『お見合いをしなくて済む方法？』

『ああ。――それは、今夜ここで俺のものになることだ』

　優月の耳元で囁くように告げると、彼女の細い腰に手を回し引き寄せる。

『お、隠岐先生？』

　優月の体がピクッと小さく跳ねた。恐る恐る彼女の視線が俺に向けられ、かちりと目が合う。

　ほんのりと火照る頬。潤んだ瞳。ぷっくりとした唇。――ずっと触れてみたかった。

『俺が、きみを好きだと言ったらどうする？』

　あと少しで唇が触れ合うぎりぎりの距離で、俺は彼女に問いかけた。

　優月の目が大きく見開き、一瞬だけ俺から視線を逸らす。そのまま小さな声で彼女が告げる。

『……うれしいです。私、隠岐先生にずっと憧れていたので。素敵だなって思っていました』

　優月の視線が再び俺に戻ってくる。

　次の瞬間、俺は素早く彼女の唇を奪っていた。片想い期間の想いをぶつけるように荒っぽいキスを繰り返す。その間、優月は抵抗しなかった。

『……んっ』

　長く続くキスに息が苦しくなったらしい彼女がうっすらと唇を開けたので、その中に自身の舌を素早くねじ込む。そのまま口内を執しつ拗ように舌で撫で上げてから彼女の舌に吸いついた。

『……んっ、あっ……』

　優月から漏れる甘い吐息が俺をさらに煽あおっていく。もう止めるなんて無理だ。俺はそのまま優月のことをベッドに押し倒し、その上に覆い被さる。

　彼女の口内から自身の舌を抜き取ると、キスでとろんとした瞳をジッと見つめた。

『きみを俺のものにしてもいい？』

『隠岐先生……』

　俺の背中に腕を回しワイシャツをギュッと握りしめた彼女が『はい』と頷く。

『優月』

　俺は再び彼女に口づけた。そのまま服の中に手を潜り込ませ、ふっくらとした胸に触れると、『ひっ！』と優月があまり色気のない声をあげる。その反応にいったんキスをやめて彼女の顔を見ると不自然に視線を逸らされてしまった。

　もしかして男とこういう行為をするのが初めてなのだろうか。そう思ってしまうほどにウブな反応だ。

　このままキスと胸への愛撫を続けながら優月の服を脱がせていこうと考えていたが、ひとまずやめた。

『こわい？』

　確認のために尋ねてみると、優月は小さく首を横に振る。

『大丈夫です。続けてください』

　俺の目をまっすぐに見つめて震える声で答える優月がかわいくてたまらない。

　彼女の髪を優しく撫でたあと、俺は自身のワイシャツのボタンに手をかけひとつひとつ外し、一気に脱ぎ捨てた。

　優月を裸にする前にまずは俺自身が上半身を露わにすると、俺の下で優月の目が大きく見開かれる。

　おそらく男の裸を見慣れていないのだろう。動揺したように見つめているその姿がかわいくて、自然と口元が緩んでしまう。

　けれど、あまりにもジッと見つめられるのはさすがの俺も少し恥ずかしい。

『見すぎじゃない？』

　笑いながら言うと、優月がハッとしたように目を泳がす。そんな彼女に俺は顔をぐっと近付けた。

『優月、口開けて』

　たまらず唇を塞ぐと、優月が自ら口を開けてくれた。すぐに舌をねじ込ませキスを深めながら、優月のブラウスのボタンを外して脱がす。背中に手を回すとブラのホックを外した。

　優月の両手が露わになった胸を隠そうとするが、その手首を掴まえシーツに縫いつける。

『優月の体もちゃんと見せて』

　時間はかかったが、ようやく彼女を手に入れることができた。その喜びを噛みしめるように、俺は自身の手と舌で優月の華きゃ奢しゃな体に絶え間なく愛撫を続ける。

『……あっ、んぅ、やっ……』

　寝室に優月の甘い声と俺の荒い息遣いが響く。

　こうして俺は一年半続いた片想いを実らせることにようやく成功した。

　どんなにアプローチをかけても、まったく相手にしてもらえなかった愛いとしの女性の心と体を同時に手に入れることができたのだ。

『愛してる、優月』

『隠岐先生……』

『〝隠岐先生〟？　そうじゃないだろ。きみはもう俺の恋人だ。これからは名前で呼んでくれないか。悠正って』

『……悠正さん』

　優月に初めて名前を呼ばれた瞬間、俺は喜びに震えた。

　ぎりぎりのところで耐えていた理性が脆もろくも崩れ去る。

　おそらく男に抱かれるのが初めてであろう彼女のために優しくしてあげたいと思ったが、無理だった。

　その後も一心不乱に優月を抱き続け、俺は歓喜の絶頂の中で幸福な眠りに落ちた。

　この瞬間から優月は俺の恋人で、心も体もすべて俺だけのもの。

　明日からも当たり前のように触れてキスをすることができるし、それ以上のことだってしてもいい。

　そう思っていたけれど……。

　翌朝目が覚めた優月は、昨夜の俺とのやり取りを綺麗さっぱり忘れていた。

　バーに行ったところまでは思い出せるものの、そのあとの記憶が曖昧で断片的にしかわからないという。

　おそらく酔い潰れて記憶を飛ばしてしまったのだろう。

　どうやら俺は酔っ払い相手に本気の告白をして、いい返事をもらい浮かれ、彼女を手に入れた気になったらしい。優月の記憶にはひとつも残っていなかったというのに。

　でも、だからといって〝酔って覚えていない〟なんて理由で済ませるわけにはいかなかった。

　このままだと優月は俺以外の男と結婚してしまう。

　真面目な彼女のことだ。嫌だと言いながらも結局は母親に従って見合いをしてしまうかもしれない。

　なんとかして阻止しなければ……。

　もう一度、酔いから覚めた優月に俺の想いを伝えることも考えたが、おそらく昨夜のようにうまくはいかない気がした。

　あのときは酒に酔っていたから、きっと俺に流されるように告白の返事をしたのだと思う。本当のところきっと優月は俺に対して特別な感情を抱いていない。

　それなのに改めて告白をしても驚かれて終わりだろう。俺の想いには応えてくれないはずだ。

　そうなると多少強引にでも確実に優月を手に入れるしかなかった。

『これから俺も一緒に小野坂さんの家に行くよ。彼氏として挨拶に行かないと』

　そのあと訪れたカフェで優月の母親から連絡があり、とっさに思い付いたのが彼氏のふりをすること。

『小野坂さんは俺と結婚するんだ』

　それを利用して俺が彼女に提案したのはお互いのメリットのための結婚。優月はそれに頷いてくれた。

　こうして俺は優月と結婚をして、彼女のことを手に入れた――。










愛のない結婚




『俺が原因であいつとはうまくいかなかったんだもんな。悪かったよ、お前の女を取ったりして』

　昨日の鏑木さんの言葉がやっぱり気になる。

　悠正さんに連れていってもらったお店の美味しいお寿司と、そのあとに見た綺麗な夜景のおかげで一瞬忘れられることができたものの、マンションに戻り自室でひとりになった途端にふと思い出してしまった。

　それからずっと頭から離れない。

　悠正さんからは気にしないで忘れてと言われたけれど無理そうだ。どうしてもいろいろと考えてしまう。

　もしかしてふたりはひとりの女性を巡って争っていたのだろうか。そのせいで関係がこじれてしまった？

『お前の女を取ったりして』という言葉から想像すると、鏑木さんが悠正さんの恋人を横取りしたのだろうか。

『大学時代、お前がユキ――』

　恋人だった女性は〝ユキさん〟というのかな。

　悠正さんが私の耳を塞いだので、鏑木さんの言葉を最後まで聞くことができなかった。どうして彼はそんなことをしたのだろう。

　その続きを私に聞かれたくなかったとしか思えない……。

「――おーい、優月。聞いてる？」

　目の前から聞こえた声にハッとして私は顔を上げた。そこには先月ぶりに会う友人の瑠奈がいて、不思議そうに私のことを見つめている。

「ぼんやりしてどうした？」

「ううん、なんでもない。ごめんね」

　お気に入りのカフェのテラス席で、今日は月に一度の瑠奈とのランチの日だ。

　運ばれてきた料理を食べつつ、ふと昨日のことを思い出してぼんやりとしてしまった。頭から追い出すようにふるふると首を横に振り、瑠奈とのランチに集中する。

「それにしても驚いた。先月ここで隠岐先生とのことを聞いたばかりなのに、その一カ月後には結婚の報告をされるなんて。いったいなにがあったの？」

「それがね……」

　悠正さんと結婚してから瑠奈と会うのは今日が初めて。メッセージで結婚の報告はしたのだけれど、とても驚かれた。当たり前だと思う。

　詳しいことはまた今度会ったときに話すと約束したので、今日は私と悠正さんが結婚に至るまでの経緯を瑠奈に説明しなければならない。

　とはいえ、この結婚がお互いのメリットのためだと瑠奈に正直に伝えるのもためらわれてしまう。でも、幼い頃からの友人である瑠奈を騙すのも気が引けるし、嘘をついてもすぐにバレてしまうような気がする。

　考えた末、瑠奈にだけは真実を伝えようと決めた。

「瑠奈。実は――」

「わかった。もしかして優月、できちゃったんでしょ？」

「え？」

　私の言葉を遮るように瑠奈が口を開いた。

　その言葉の意味がわからずきょとんとしていると、向かいに座る瑠奈の人差し指が私のお腹あたりをピシッと指差す。

「あの一夜で隠岐先生との間に子供ができたんでしょ。それで突然、結婚したのかなと思って。ほら、私のときみたいに」

　そう言って、瑠奈の人差し指が今度は自分の顔に向けられる。そこでようやく彼女の言葉の意味がわかった私は、両手を大きく横に振った。

「ち、違うよ。妊娠はしてない」

　慌てて否定をする。これについては絶対にありえないと言い切れる。

　あとから聞いた話によると悠正さんはあの夜きちんと避妊をしてくれていたみたいだし、私もあの日以降に生理がきている。

　すると、瑠奈は「そっか」と呟いた。

「でも、それならますます優月の結婚には疑問なんだけど。交際をすっ飛ばして、どうしていきなり結婚？」

「それは、お互いの家の事情というか……」

「家の事情？」

　首を傾げる瑠奈に、私は悠正さんとの結婚の経緯を説明した。

　私は母の束縛から解放されるため。悠正さんは病気の父親を安心させるため。私たちは結婚という事実が欲しくて、婚姻届を出して夫婦になった。

「ふーん。そうなんだ」

　私の説明を聞き終えた瑠奈がランチのオムライスをパクリと頬張る。もぐもぐと咀そ嚼しゃくしてから飲み込んで再び口を開いた。

「でも優月、本当にそんな結婚してよかったの？　おばさんの優月への過保護っぷりは私も子供の頃から気にはなっていたけど、だからといって後悔してない？」

「後悔は……うん、してない」

　母と離れられてよかったと思う。

　それにもしもあの日、悠正さんが結婚の提案をしてくれなかったら私は今頃、母の決めた相手と無理やり結婚をさせられて、愛のない結婚生活を送ることになっていた。

　同じ愛のない結婚生活なら、相手が悠正さんの方がずっとマシだ。なにせ彼は私にとって憧れの弁護士なのだから、その人の妻になれたことは純粋にうれしく思う。

　それに昨日、悠正さんは私に言ってくれた。

　結婚したからには優月とちゃんと本物の夫婦になりたいんだ、と……。

「でも、そういう結婚もアリなのかもしれないよね」

　不意にそう呟いた瑠奈がテーブルに頬杖をつき、重たいため息をこぼす。

「愛はないけど、お互いにメリットがあるから結婚をする。その方がなんだか気が楽そう。初めから愛なんてなければ、結婚生活の途中で愛がどこかに消えたりすることもないんだもんね」

「……瑠奈。もしかして拓海さんとまたなにかあった？」

　突然、表情に暗い影が差した瑠奈に問いかけると、彼女は小さく頷いた。

「実は、離婚することになった」

「えっ」

　とうとうそうなってしまったらしい。

　瑠奈は、テーブルに視線を落としたままゆっくりと落ち着いた口調で言葉を続ける。

「拓海に不倫されて離婚してやるなんて優月の前では騒いでいたけど、本心じゃなかったんだよね。子供のためにもどうにかしてやり直せないかと思っていたのに、あいつはそうじゃなかった。不倫相手と一緒になりたいから、私とは別れたいってはっきり言われた」

「瑠奈……」

　感情を押し殺したように淡々と話す彼女がとても痛々しい。

「子供の親権は私がもらうことになったの。それで、今後の養育費とかの話をしているんだけど、なんだかうまくはぐらかされてまとまらないんだよね。このままだと払ってもらえるかわからない。しっかりと話し合いたいけど、あんなやつの顔なんてもう見たくもないし、関わりたくもない気持ちの方が強い」

　確かにそうだろうなと思う。裏切られた末、一方的に離婚をつきつけてくるような相手の顔なんてもう見たくないだろうし、言葉だって交わしたくないはず。

「まさか自分が離婚するなんて思ってなかったし、できればこんな経験一生したくなかったよ。周りにも離婚歴のある人なんていないから、この先どんなことをどうやって進めていけばいいのかわからなくて。でも、子供のことだけはしっかりとしてあげたい……」

　不安をこぼした瑠奈を前に、居ても立ってもいられなくなった私はイスからすっと立ち上がる。そのまま向かいの席に座る瑠奈の方へと回り、彼女の両手をギュッと握った。

「大丈夫だよ、瑠奈。そういうことなら、力になってくれる強い味方がいるから私に任せて」

　不安の色が滲にじむ瑠奈の瞳をジッと見つめながら、私は力強く声をかけた。




「――そっか。それは大変だな」

　瑠奈とのランチを終えて帰宅した私は、リビングのソファに腰を下ろし雑誌を読んでいた悠正さんの隣に座った。そして、先ほど聞いたばかりの瑠奈の事情を説明し、相談してみる。

　私の話を聞き終えた悠正さんは、読んでいた雑誌を閉じると近くのローテーブルにそれを置き、すっと腕を組んだ。

「確かに、優月のお友達の場合は子供がまだ小さいからこれからもっとお金はかかるだろうな。養育費の話し合いがうまくいっていないなら家庭裁判所に行って相談するってのもあるけど。そこで調停手続きをするのを勧めるかな」

「調停手続きですか」

　弁護士事務所で働いているのでそれについてはもちろん知っている。

「そこで養育費のことを話し合って、決めたことをしっかりと文書化しておくのがいいと思う。調停調書は判決文と同じ効力があるから、もしも支払いが滞ったりしても家庭裁判所が支払いを勧告するし、場合によっては相手の給与を差し押さえたりもできるから」

「なるほど……」

「それか、費用がかかってもいいなら俺たち弁護士が間に入るのもアリだな。優月のお友達は不倫のこともあって夫に対して強い不信感を抱いているだろうし。多分まともな話し合いができるような状態じゃないんじゃないか」

　そう言われて、カフェでの瑠奈の様子を思い出してみる。

「そうですね。落ち込んでいたし、旦那さんの顔も見たくないと言っていました」

「そうなると、弁護士を代理人に立てて離婚の話し合いをスムーズに進めるのもいいと思う。それに、女性の場合は離婚したあとの生活も大変だろうし、慰謝料の相談にも乗れるから」

　そっか。瑠奈の場合は離婚をしてそれで解決というわけにはいかないんだ。これからはシングルマザーとしてふたりの幼い子供を育てていかないといけないのだから、きっととても大変だろう。

「優月の大切な友達なら俺が相談に乗ってあげたいところだけど、こういうことは同性の方が話しやすい場合もあると思う。知り合いに離婚問題を専門に扱っている女性弁護士がいるから紹介するよ」

「ありがとうございます。友人に連絡して聞いてみます」

　これで瑠奈の不安が少しでも減るといい。私も友人として力になれることはなんでもするつもりだ。

　それにしても、瑠奈の離婚の話を聞いてからなんだかずっと心がモヤモヤとしている。なぜだろう？

　私は、ソファの背もたれに軽くよりかかると小さく息を吐き出した。

「……友人夫婦、とても仲がよかったんです。授かり婚だったんですけど、友人のお腹に赤ちゃんがいるとわかったとき、ふたりともとてもうれしそうで。それからすぐにふたり目もできて幸せいっぱいだと思っていたのに……」

「まぁ、俺も離婚問題たまに扱うけど、夫婦問題は難しいよな。実はどちらも不倫していましたなんて修羅場にも立ち会ったことあるし」

「えっ、どちらも？」

「そう、どちらも。最初は奥さん側が旦那の不倫を原因に慰謝料取って離婚したいって相談してきたんだ。でも話を聞いていくうちに実は奥さんも不倫していることがわかってさ」

　悠正さんはローテーブルの上に置いていた雑誌に手を伸ばし、再びそれに視線を落とした。

「……愛って冷めちゃうんですね」

　私の口から思わずそんな言葉がこぼれていた。

　瑠奈たち夫婦や、悠正さんの話に出てきた夫婦のことを思うと、愛というものは永遠ではないのだと思ってしまう。

　いつかは消えて、それで離婚を選択する夫婦もいる。

「でも、私たちには関係のないことですよね」

　ふと昼間のカフェで瑠奈に言われた言葉を思い出した。

「友人が言ってました。初めから愛がなければ、結婚生活の途中で愛がなくなることもないって。私、その言葉にちょっとだけ納得してしまいました」

「なにが言いたいの？」

　悠正さんは雑誌から顔を上げて私を見つめる。そんな彼に私は続きを口にした。

「私と悠正さんは互いのメリットのために結婚したので愛はないのかなと思って。だから冷めることもないのではと……」

　言葉を途中で止めたのは、悠正さんの表情が少し険しくなったからだ。彼は、雑誌をローテーブルに置くと深くため息をついた。

「あのさ。つい昨日、俺が優月になんて言ったか覚えてる？」

「昨日……」

「展望フロアで言っただろ。結婚したからにはちゃんと夫婦になろうって。まさかまた忘れた？」

「い、いえ。覚えています」

　私は慌てて首を横に振り、そのときのことならしっかりと記憶に残っていることを悠正さんに伝えた。すると、彼が小さく息を吐き出す。

「それなら、この結婚に愛がないなんて冷たいこと言うなよ。確かに始まりはそうだし、今もそうなのかもしれないけど、俺はこれからちゃんと優月と夫婦になって愛し合いたいと思ってるから」

「悠正さん……」

　昨日の展望フロアで悠正さんは私に『本物の夫婦になりたい』と言ってくれた。私のことを好きになりたいとも言ってくれた。でも……。

　多分鏑木さんとの会話を聞いていなかったら、悠正さんのこの言葉を純粋に受け止められていたのだと思う。

　私は、悠正さんには忘れられない女性がいることを知っている。だから、その人のことを忘れるために私と結婚して、無理やり私のことを好きになろうとしているのではないかと思ってしまう。

　誰かの代わりに愛されるくらいなら、愛なんてない方がずっといい……。

「優月」

　不意に名前を呼ばれて振り向けば、悠正さんの顔がすぐ目の前にあった。彼の指が私の髪を掬すくって耳の後ろにひっかける。その手が頬に移動してそっと撫でられると、誘われるように私は目を閉じた。

　すぐに悠正さんが私の唇を優しく塞ぐ。昨日の展望フロアで交わしたときよりも深く長いキスを、私は抵抗することなく受け入れてしまう。

　たとえこの行為に私に対する彼の気持ちが一切なく、別の女性を忘れるためのものだとしても私は彼を拒めない。

　熱くて柔らかい彼の唇がついばむようなキスを繰り返し、いつの間にか私の体はソファの上に押し倒されていた。高級な革張りのソファが深く沈み込み、覆い被さった悠正さんが私からそっと唇を離す。

　長く続いたキスに乱れた呼吸を整えていると、悠正さんが静かに口を開いた。

「――そもそもこの結婚、最初からちゃんと愛があるよ」

　上から私を見下ろす彼の熱を孕んだ瞳に思わず息を呑む。

「優月のことをどうしても手に入れたくて結婚を提案したって言ったらどう思う？」

「えっ」

　唐突な言葉に理解が追いつかない。

　それはいったいどういう意味なのだろう。

　私のことを手に入れたかった？　だから結婚を提案した？

「でも、この結婚はお互いのメリットのためのものだって……」

「確かにそれもある。でも、それはただの理由にすぎなくて、本当は俺が優月に見合いをしてほしくないから、確実にきみを手に入れるために仕掛けた結婚だとしたら？」

　悠正さんの手が私の頬に触れる。そのまま親指の腹で唇をそっとなぞられると、そのくすぐったい刺激に思わずピクッと体が跳ねた。

「優月の心の準備ができるまで待つって言ったけど、やっぱり無理かもしれない。あの日みたいに優月を抱きたい」

　彼がそう告げたときだった。

　ローテーブルの方から彼のスマートフォンがぶるぶると震える音が聞こえた。ちらっとそちらに視線を向けた悠正さんが軽く息を吐き出す。

「こんなときに……」

　私の頬に触れたままでいた手を離し、体を起こした。そのまま立ち上がった悠正さんが、ローテーブルに置かれたスマートフォンを手に取り耳に当てる。

「はい、隠岐です」

　通話を始めると、何事もなかったかのようにリビングを出ていってしまった。




「お義と父うさま。こちらお見舞いのお花です」

「わざわざありがとう、優月さん。綺麗な花だ」

　翌日の日曜の午後。

　私は、悠正さんと一緒にお義父さまが入院している病院へお見舞いに訪れた。

「ところで悠正。『大おお鷹たか不動産』の件だが――」

「それなら父さんの代わりにしっかりと引き継いで、向こうの社長にももう挨拶を済ませてる」

「そうか。それなら安心だ。所長室に必要な書類が揃っているから――」

　水を入れた花瓶に花を挿していると、悠正さんとお義父さまの話し声が聞こえた。病室だというのにふたりはさっそく仕事の話を始めている。

　内容からしておそらく顧問契約について。隠岐総合法律事務所はいくつかの企業や病院、団体などと顧問契約を結んでいるが、その中でも今話題に上がっている大鷹不動産が取引先としては最大手だ。

　これまでお義父さまが顧問弁護士を務めていたけれど、今回の入院をきっかけに息子である悠正さんに引き継がれたのだ。

　その話がひと通り終わった頃、「優月さんもこちらにおいで」とお義父さまに手招きをされた。近付くと、ベッドの横のパイプイスに座っていた悠正さんがすっと立ち上がる。

「優月。ここに座って」

　そう言って、私にイスを譲ってくれた。

　どうやらこの病室にはイスがひとつしか置かれていないらしく、悠正さんはズボンのポケットに手を突っ込むと背後にある壁に軽く背を預けるようにして立つ。

　私が座ってもいいのだろうかとイスと悠正さんを交互に見ていると、「座っていいよ」と優しく促された。

　お言葉に甘えて座らせてもらうことにすると、ベッドに座っているお義父さまと目が合いにこにこと微笑まれる。

「優月さん。悠正との新婚生活はどうかな。息子が迷惑をかけていないだろうか」

「いえ、そんな。悠正さんはとても優しいです」

　そう答えながら思い出してしまうのは昨日の彼の言葉。

　私たちの結婚は、悠正さんが私を手に入れるために仕掛けたものだと言っていたけれど本当なのだろうか。

　また私を抱きたいと思っているのは、本物の夫婦になるために必要なことだから？

　昨日の言葉はすべて悠正さんが無理にでも私を好きになろうとして言っているような気がしてしまう。

　今日の彼には普段と変わった様子は見られない。昨日のやり取りなんてまるでなかったかのように自然な態度で私に話しかけてくる。

　だから余計に昨日の真意を尋ねられないし、もしかしたらこのまま触れない方がいいのかもしれない……。

「優月？」

　頭上から悠正さんの声が落ちてきた。

「ぼんやりとしてどうした？」

「すみません。なんでもないです」

　そう答えた私をお義父さまが心配そうな表情で見つめる。

「どうしたんだい、優月さん。体調でも優れないのかな」

「いえ、そうではないです。元気です」

　無理やり口角を上げて笑顔を作ると、それにつられたのかお義父さまもにっこりと微笑んだ。

　その後もしばらく三人で和やかに会話を続けたあと、お義父さまの体調のこともあるのであまり長居はせずに帰ることにした。

　壁に背を預けて立っていた悠正さんが私の隣に来ると、彼の手が私の肩にそっと触れる。

　突然のことだったので思わずドキッと心臓が小さく飛び跳ねた。

「それじゃあな、父さん。元気な顔が見られてよかった」

「今日は来てくれてありがとう、悠正。それから優月さんも」

　お義父さまの視線が悠正さんと私を交互に見つめる。

「それじゃあ父さんまた来るから。行こう、優月」

　私の背中をぽんと優しくたたき、悠正さんが病室の扉に向かって歩いていく。

　私も慌ててイスから立ち上がり、お義父さまに頭を下げてから悠正さんのあとを追いかけて病室を出た。




　病院を出た私たちは悠正さんの運転でマンションに向かう。

　彼の愛車は白のセダン。四つの輪が繋がるエンブレムは、車にあまり詳しくない私ですら名前を知っているほどの高級車だ。

　スタイリッシュな見た目とラグジュアリーな内装。シートは座った瞬間に体を包み込むようにフィットして乗り心地がいい。初めて乗せてもらったときは感動してしまった。

「優月。今日は父さんの見舞いに付き合ってくれてありがとう」

　ウインカーを右に出してスムーズに車線変更を済ませた悠正さんが軽くアクセルを踏み込むと、車がぐんと加速する。揺れや振動は少なく、彼の運転する車は滑らかに進んでいく。

　助手席に座る私は隣でハンドルを握る悠正さんに視線を向けた。

「いえ、お義父さまがお元気そうでよかったです」

「そうだな。俺も安心した」

　治療は順調に進んでいるらしい。けれどその影響で以前よりも痩せてしまった気がする。それでもお義父さまには笑顔があったので大丈夫だろう。

　信号が赤に変わり、車がゆっくりと停車した。

　私たちの間に会話はなく、しっとりとした洋楽が流れる車内は妙に静かだ。すると、膝の上に置いていたバッグの中からスマートフォンの鳴る音が聞こえた。

　取り出して確認すると、瑠奈からのメッセージが届いている。

　内容は離婚の件。

　悠正さんが知り合いの女性弁護士を紹介してくれることを瑠奈に伝えていたので、それに対する返事だった。

　瑠奈はひと晩考えて、やはり弁護士に相談したいと思ったそうだ。さっそくこのことを隣の悠正さんに報告する。

「悠正さん。今、昨日話した友人からメッセージが届いて、離婚のことを弁護士さんに相談したいそうです」

「わかった。それならさっそく家に帰ってから連絡してみよう」

　信号が青に変わると、悠正さんがアクセルを踏み込み、車がゆっくりと動き出す。

　マンションに到着してからリビングのソファに腰を下ろした悠正さんがスマートフォンを手に持ち、指で操作してからそれを耳に当てた。

「……出ないな」

　スマートフォンを耳に当てたまま悠正さんがちらりと壁掛け時計に視線を移す。時刻は午後四時を過ぎていた。

　さらに数回のコール音のあと、ようやく電話が繋がった。シンと静かなリビングに悠正さんのスマートフォンの向こうから《もしもし》という女性の声が聞こえる。

「律りつ花か？　悠正だけど、今電話しても大丈夫？」

　女性弁護士さんの名前は律花さんというらしい。悠正さんが下の名前で気軽に呼ぶほど親しい間柄なのだろうと一瞬で察する。

　その瞬間、なんだか胸がチクリと痛んだのはどうしてだろう……。

「昨日も話したけど……そうそう、俺の奥さんの友達の件。……うん、大丈夫そう？　……わかった。それじゃあ一度、彼女の方から律花の事務所に連絡してもらうように……ああ、そっか、名前な」

　すると、電話の途中で悠正さんの視線が私に向けられ「優月」と声をかけられる。

「は、はい」

　返事をする声が裏返ってしまったのは、先ほど彼の口から俺の奥さんと言われたことにドキッとしたから。

「友達の名前を教えてもらってもいい？　律花が……えっと、お友達の相談に乗ってくれる弁護士が名前を知りたいらしいから」

「名前ですね。瑠奈です、立木瑠奈」

「瑠奈さんね。――もしもし、律花」

　悠正さんの視線が私から逸れると、再び電話の向こうの相手――律花さんに声をかける。

「名前は立木瑠奈さん。……うん、そう……え？　ああ、わかった。瑠奈さんには俺の奥さんから律花の事務所の連絡先を伝えてもらうことにするから。それじゃあよろしく」

　そこで通話が終わった。悠正さんはスマートフォンを耳から離すと、私に向かってにこりと微笑む。

「大丈夫。受けてくれるって。まずは一度、顔を合わせて話を聞きたいらしいから、優月から瑠奈さんにそのことを伝えてほしいんだ。今、優月のスマホ宛てに律花の事務所の連絡先を送るから」

　そう言って悠正さんが自身のスマートフォンを操作し、しばらくすると私のスマートフォンに住所と電話番号、そして女性弁護士のフルネームが送られてきた。私はこれを瑠奈に伝えればいいらしい。

「ありがとうございます、悠正さん」

「いや、俺は知り合いを紹介しただけ。律花は女性の気持ちに寄り添える頼りになる弁護士だよ」

「そうなんですね」

　優秀な弁護士である悠正さんが自信を持ってそう言うのだから、律花さんという弁護士もまた悠正さんと同じくらい優秀なのだろう。

「そういえば、悠正さんと律花さんはどういったご関係ですか？　先ほどの電話で随分と親しそうにお話されていましたけど」

「大学時代の友人なんだ」

「大学時代の……」

　すぐに頭に浮かんだのは鏑木さんのこと。彼も悠正さんと同じ大学だったと言っていた。

　でも、どうやら悠正さんは鏑木さんよりも律花さんとの方が親しそうだ。先ほどの電話での話し方や、律花さんのことをきっぱりと友人だと言ったことからしても、鏑木さんとの対応に違いを感じる。

　そんなことを考えながら、スマートフォンを操作してさっそくメッセージで瑠奈に律花さんの事務所の連絡先と電話番号を伝えた。

　すぐに【ありがとう、連絡してみる】と返信が来たので、【なにかあったらいつでも連絡して】と送り返す。すると、【ありがとう】というかわいらしいスタンプが送られてきた。

　瑠奈のことは心配だけど、私が力になれるのはここまでなのかもしれない。

　ここからは悠正さんの友人の弁護士である律花さんが瑠奈の味方になってくれる。

　私にできることは瑠奈に寄り添うこと。

　大切な友人のために私は私のできることをしよう。










告白




　十月も後半に入ると朝晩はだいぶ肌寒く感じるようになった。

　優月の友人に俺の知り合いの弁護士を紹介してから数日が経過した平日。仕事を終えて帰宅したのは夜の十時を回る頃だった。

「ただいま――」

　リビングに足を踏み入れると、ソファの背もたれによりかかって座る優月が目に入る。どうやら眠っているようで反応がない。隣に腰を下ろすと微かに寝息が聞こえた。

　一緒に暮らすようになっても寝室は別なので、こうして彼女の寝顔を見るのは一夜を共にしたあの日以来。かわいくて触れたくなり、自然と頬に手が伸びてしまう。

　夫婦っぽいことをしよう。そう提案したもののいまだにキス止まりだ。

　俺としてはその先のことをしたいが、やはりそういうことをするのはきちんとお互いの気持ちが通じ合ってからだよな……。と、もうひとりの真面目な俺が歯止めをかける。

　俺が好意を寄せていることなんて優月は知らない。だからこの結婚には最初から愛なんてものは存在しないと思っている。本当は優月に対する一方的な俺の愛がたっぷりと詰まっているというのに、当然だが優月はまったく気付いていない。

『私と悠正さんは互いのメリットのために結婚したので愛はないのかなと思って。だから冷めることもないのではと……』

　俺の想いに気が付いてほしいと思う。でも、伝えない限りは伝わらない。

　俺が好きだと告げたとき、優月は俺を受け入れてくれるのだろうか。

　受け入れてもらえないのなら、このまま今の関係を続ける方がいいのかもしれない。自分の気持ちなんて伝えなくても今の優月は俺の妻で、俺のものなのだから。

　そんなことを考えながら優月の柔らかい頬を指でそっと撫でていると、ふと彼女の額に目がいった。そういえばここに……と、思い出して前髪を持ち上げる。

　そこには、あの日見たときのように三センチほどの赤い痣のようなものがあった。優月と初めて体を重ねた夜に見つけた傷痕。

　その部分をしばらく指でなぞっていると、優月の瞼がピクッと動いた。

「……ん」

　どうやら目を覚ましたようで、俺は優月に触れている手をそっと引っ込める。

「悠正さん？」

　優月の視線がぼんやりと俺を捉え、目をこすりながら小さく欠伸をした。

「すみません。いつの間にか寝ていたみたいです」

「それならちゃんと自分の部屋で寝ないと。こんなところで寝ていたら風邪引くぞ」

「そうですよね。気を付けます」

　そう答えて優月は小さく笑った。

「悠正さん、晩ご飯まだですよね。すぐに温め直してきます」

　そう言って、優月がソファから立ち上がる。

「待った」

　その腕をとっさに掴んでソファに引き戻した。優月を俺の隣に座らせる。

「悠正さん？　ご飯食べないんですか？」

　その支度のために立ち上がったのに引き戻されて不思議そうな表情を浮かべる優月が、こてんと首を傾げて俺を見つめる。

　そんな彼女の額に手を伸ばし、前髪をそっとかき上げた。

「ずっと気になっていたんだけど、優月のここはどうしたんだ？　赤い痣のようなものがある」

「痣？」

　突然の俺の言葉に優月は一瞬きょとんとした顔を見せるが、すぐに理解したのか「あっ」と声をあげる。

「これのことですね」

　優月の指が自身の額の痣に触れた。

「子供の頃の怪け我がです。転んだときにできたんですけど、痕が残ってしまって」

「そうだったのか。痛い？」

「いえ、まったく。もう十五年も前のことですよ」

　そう答えて優月がクスッと笑った。

　確かに、そんなに昔の怪我ならもう痛みなんてないだろう。でも、優月の額の赤い傷痕は十五年経っているはずなのにまだ痛々しそうにくっきりと残っていた。

「転んだというのは、遊んでいるときに？」

　傷ができた経緯が気になり尋ねると、一瞬だけ視線を下に落とした優月が「……いえ」と静かに首を横に振った。

「私、子供の頃に誘拐されたことがあって」

「は？」

　さらりと告げた優月の言葉に俺らしくない動揺した声が飛び出た。すると、そんな俺の反応を見た優月が焦ったように口を開く。

「すみません。言い方がいけませんでした。誘拐といっても未遂で終わって、特に大きな被害はなく無事だったので」

　いや、無事とはいえ誘拐されかけたってことだよな。まさか優月にそんな過去があったとは知らなかった。

　動揺が消えない俺に、優月はさらに詳しく当時のことを話してくれた。

　――小学四年生の頃だったようだ。

　近所の仲良しの友人と下校中、それぞれ家のある方向に別れた直後の路地で優月は二十代後半ぐらいの男性に声をかけられたそうだ。そしてそのまま近くに停とめてあった男の車に引きずり込まれそうになった。

　必死に抵抗していると、たまたま近くを通りかかった郵便配達員の男性が優月たちの異様な様子に気が付き、駆け寄ってきた。それに慌てた誘拐犯の男が逃げようとして、優月のことを思い切り突き飛ばした。優月は顔からアスファルトに倒れ込み、受け身がうまく取れずに額を強打してしまったらしい。傷はそのときにできたそうだ。

　当時よりも薄くなってはいるものの完全には消えず、今も優月の額に痛々しく残されている。

「――そんなことがあったのか……」

　俺の手は自然と優月に伸びていて、額の傷を撫でていた。

「もう痛くないので大丈夫ですよ」

　そう言って、クスリと笑う優月を思い切り抱きしめたくなった。

　無事でよかったと心の底から思う。

「私を助けてくれた配達員の方がすぐに警察に通報してくれて、そのあと母も現場にやってきました。すごく取り乱して、私を抱きしめると声をあげて泣いて……」

　そりゃそうだろう。

　十五年も前に起きた事件を聞かされた俺ですら動揺してしまったのだから、その当時の優月の母親はとても不安だったに違いない。

　ふと優月を束縛していた母親の顔が思い浮かんだ。

「私の母が私に過保護なのはその事件がきっかけなんです。その一カ月前に父が自ら命を絶ってしまったので、今度は娘の私まで失うかもしれないと母はすごくこわい思いをしたそうです」

「なるほど」

　夫を失ったわずか一カ月後に、今度は娘を誘拐未遂事件で失いそうになった優月の母親は、そのときの恐怖や不安が消えず、もう二度と同じ目に遭わせないためにも優月を安全な場所に置いておきたくて過度に束縛するようになった。

　つまり、あの母親は優月のことを守ろうとしていたのか……。

　自分なりにそう解釈したあとでふと先ほどの優月の言葉を思い出した俺は、もうひとつとんでもない事実を言われたことに気付いて慌ててしまう。

「ちょっと待って。優月のお父さんって……自殺したのか？」

　言葉にするのを少しためらいながらも尋ねると、「はい」と優月が頷いた。

「会社の横領事件で犯人扱いをされて……あれ？　私、悠正さんにこの話したことありましたよね？」

「いや、ないな。今初めて聞いて驚いているところ」

「すみません。以前どこかで話したと思っていました」

　そう言って、優月は途端に焦り出す。

　一方の俺は優月の口からまた新たな事実が飛び出したことに動揺している。

　額の傷について尋ねただけなのに、誘拐未遂事件や父親が自ら命を絶ったことなど優月のいろんな過去を知ることになった。

　どうやら優月の父親は横領事件の冤罪被害にあったらしい。

　裁判で無実が証明されたものの、それ以降も会社では腫れ物のように扱われた。噂を聞きつけた近所からも好奇の目で見られ、冤罪だったにもかかわらず嫌がらせを受けるようになった。そのことに苦しみうつ病を発症し、自らの命を絶ったそうだ。

　そこまで聞いて、ぼんやりと思い出した。そういえば以前、優月がまだうちの事務所に入ったばかりの頃に聞いたことがあったかもしれない。

　なぜ弁護士事務所で働こうと思ったのかを尋ねたとき、子供の頃に父親が弁護士にお世話になり、その仕事ぶりに感動して弁護士を目指すようになったと話していた。

　どうやら優月は、そのときに父親の自殺についても俺に話したつもりになっていたのだろう。

「父が亡くなったあとで弁護士の男性が家にいらしたことがあったんです。父の仏壇に手を合わせながら涙を流していたことを今でもよく覚えています」

「涙を？」

「はい。裁判では父の無実を証明することができたけど、犯人だと疑われてしまった父の会社での立場や信用を回復することができなかったのが悔しい。力が及ばす申し訳なかった。そう言って、私と母に頭を下げたんです」

「へぇ」

　そんな風に依頼者のために泣ける弁護士もいるのだと正直驚いた。

　無実を証明できた時点で弁護士としての仕事は終わっているはずだ。親身になりすぎな気もするけれど、そのくらいの情熱を持っていたということだろうか。

　俺に同じことができるのかと聞かれるとできない気がした。

　もちろん依頼者のために寄り添い全力を注ぐようにはしているが、正直なところ俺はそこまで深く事件に関わらないようにしているし、仕事を離れたら頭を切り替える。

　優月の話した弁護士のように依頼者に親身になりすぎると、自分自身が悩みすぎてしまうからだ。深く背負い込まないためにも、仕事として依頼者とは一定の距離を保つのが俺の考えだった。

「涙を流してくれるほど父に親身に寄り添ってくれていたのだと思ったら、その弁護士さんがとても素敵に思えて、私の憧れになりました」

　静かにそう告げた優月が柔らかく微笑む。

「今ではもう顔も名前も思い出せないけど、私が弁護士になりたいと思ったきっかけはその人なんです。結局、母に反対されて諦めましたけど」

　確か以前聞いた話だと、優月が弁護士になる夢を諦めたのは自分がその職に向いていないからだった気がする。そうではなくて本当は母親に反対されたのか。

「でも、弁護士が憧れの職業なのは今も変わりません。父と同じように無実の罪に問われて苦しんでいる人や、トラブルに巻き込まれて困っている人たちを、法律の力を使って正しく守ろうとしている弁護士は私の憧れです。特に、悠正さんには強く憧れています」

「俺？」

　突然自分の名前が出てきて、思わず聞き返してしまった。優月が「はい」と大きく頷き、言葉を続ける。

「私がまだ隠岐総合法律事務所に入ったばかりの頃の悠正さんは、当時世間を大きく騒がせていた収賄事件を扱ってましたよね」

「ああ、あれか。大変だったな……」

　思い出してつい苦笑が漏れてしまう。

「あのとき、世間からどんなに強いバッシングを受けても依頼者の無実を証明するために戦う悠正さんの姿が、会社で横領事件の濡れ衣を着せられた父の冤罪を晴らしてくれた弁護士さんと重なって見えたんです」

　そう話す優月の視線がまっすぐに俺を見つめる。

「私にとって父の無実を証明してくれた弁護士さんはヒーローのような存在なので、その人の姿と重なって見えた悠正さんも私にとってはヒーローなんです」

「ヒーローか」

　自分ではヒーローなんて思ったことはこれっぽっちもなかったが、想いを寄せる女性からそう言われるのは純粋にうれしいと思う。

　だから優月に今度は俺からも打ち明ける。

「あの事件を担当していたとき、俺にとって優月は女神に見えたよ」

「め、女神ですか!?」

　優月が驚いたように目をぱちぱちとさせる。その表情がおもしろくてつい笑ってしまった。俺はそのまま言葉を続ける。

「優月、俺に言ってくれただろ。私は隠岐先生の味方です、応援しています。でも無理はするなって……。覚えてる？」

「はい、もちろん」

「その言葉がすごくうれしくて、力になった」

　あのとき、優月の前では世間からのバッシングなんて気にしていないと言ったが、俺も血の通った人間だ。中には人格すら否定されるような誹謗中傷もあり、さすがにそれには心を痛めた。

　そんな俺のことを優月以外にも心配してくれる人はたくさんいたが、優月のときと同様に俺があまりにも平然とした態度をしすぎていたせいか、最終的には『さすが隠岐先生は強いな～』と茶化されて終わった。

　けれど実際は無理にでも強がっていただけで、そうでもしないと気持ちを保てないと思ったし、自分の仕事を全うできる気がしなかった。それくらいには追い詰められていたのだと思う。

　そんな俺の本心に優月は気付いてくれた。

　彼女だけが、俺が無理していることを見抜き、心から心配してくれたし、応援もしてくれた。優月の言葉に俺がどれだけ救われたか……。

「あの頃から優月は弁護士である俺に憧れてくれたようだけど、俺はきみのことが好きになった」

「えっ」

「この子が俺の彼女になって、そばにいてくれたら幸せだろうなと思った」

　さらりと飛び出た自分の想いは、口にすると意外にもすらすらと出てきて、今まで伝えることをためらっていたのが馬鹿らしくなった。

　メリットのための愛のない結婚なんて大嘘だ。俺はずっと優月が好きで、彼女が欲しくてたまらなかった。

　気が付くと俺は優月を引き寄せ、その体を自分の腕におさめていた。そのままギュッと抱きしめる。

「俺は、優月を愛してる」

　彼女の耳元で告げると、ピクリと体が反応したのがわかった。抱きしめる腕の力をいっそう強める。

「お互いのメリットのための結婚なんてただの理由にすぎない。本当はずっと優月を俺だけのものにしたかった」

「……悠正さん」

　優月が弱々しい声で俺の名前を呼んだ。

　多分今ものすごく動揺しているのだろう。それはわかっている。でも、俺の想いをどうか受け取ってほしい。

「――ごめんなさい」

　けれど、優月の両手が俺の胸をそっと押し返した。

「ごめんなさい。私……」

　俯いたままそう答えた優月が俺の腕の拘束を解いて離れていく。ソファから立ち上がると背中を向け、そのまま逃げるようにリビングを去ってしまった。

　俺はぽつんとその場に取り残される。

　もしかして、拒絶された……？

「ははっ。かっこ悪っ」

　思わず乾いた笑いが漏れてしまう。

　どうやら俺は優月に振られたらしい。

「言わなきゃよかった」

　ぽつりとこぼれた俺の声がリビングに虚しく響いた。




◇　◇　◇




「はぁ……」

　つい吐き出してしまったため息が思ったよりも大きくてびっくりした。それが聞こえたのか、隣の席の菊池さんの視線が私に向けられる。

「大きなため息ね。悩み事？　もしかして、夫婦関係のことかしら」

「えっ、優月さん。隠岐先生となにかあったんですか？」

　向かいの席の戸田さんもさっそく会話に混ざってくる。

「そういえば今日はふたりともなんだかよそよそしいですよね。いつもなら隠岐先生は用事がなくても優月さんに声をかけにくるのに今日はそれもないし」

「そうよね。さっきも隠岐先生、いつも優月ちゃんに頼んでいる仕事をわざわざ私に頼んできたわよ」

「そうなんですか？」

　菊池さんの言葉を聞いてつい声をあげてしまう。知らなかった。でも、これでもうはっきりとした。

　悠正さんは私のことを避けている。

　きっかけは昨日の告白に間違いないと思う。

　私が逃げるようにリビングを飛び出してしまってから、自宅でも職場でも悠正さんは私に話しかけてこないし、目すら合わせてくれない。

「今日の優月さんと隠岐先生は、夫婦というよりも他人のような距離感ですよ」

　戸田さんに言われて思わず苦笑が漏れた。

　他人、か……。

　もともとはそうなのだ。私たちは本物の夫婦じゃない。お互いのメリットのために結婚した偽物の夫婦。それは他人も同然だ。

『俺は、優月を愛してる』

　昨日の悠正さんの告白を思い出す。

　突然のことに動揺した。でも、どうしても私は彼の気持ちを信じることができなかった。

　悠正さんには忘れられない女性がいる。その人への想いを捨てるためにも、無理して私を好きになろうとして『愛してる』なんて心にもないことを言われたような気がしたから。

　なにより、憧れの弁護士である悠正さんに誰かの代わりに愛されるのだと思ったら悲しくなって『ごめんなさい』と告げて私はその場を逃げるように去ってしまった。

「はぁ……」

　再びぽつりとこぼれたため息は菊池さんと戸田さんにも聞こえたらしい。ふたりは顔を見合わせると、その視線が同時に私へと向かう。

「優月ちゃん、大丈夫？」

「悩みがあるならいつでも相談してくださいよ、優月さん」

　そんな優しいふたりの同僚に「大丈夫です」と精一杯の笑顔を作り、私は仕事の続きを再開させた。




　塞ぎ込んだ気持ちのまま午後になると、弁護士先生に頼まれて裁判所へ書類を届けに出かけた。

　そこでまたしてもあの人に遭遇してしまう。

「あれ、どこかで見たことある子がいると思えば隠岐の奥さん」

「こんにちは」

　鏑木さんだ。

　彼も裁判所に用事があったのだろう。そして私と同じタイミングで用事を済ませて、これから自分の事務所へ戻るところらしい。

　どうやら方向が同じのようで、鏑木さんが私の隣を歩き出す。

「ねぇ、これからお茶でもどう？」

「すみません。仕事中なので」

「俺もそうだけど、ちょっとぐらいいいじゃん」

「いえ、急いでいるので」

　鏑木さんの誘いを断りつつ、ひたすら足を前に進める。

　彼の第一印象は近寄り難く冷たい人だったけれど、実際はそうではないのかもしれない。傘を返しに来てくれた日もお礼と言って食事に誘われたし、今もお茶に誘われているところを見ると、随分とノリの軽い人のようだ。けれど、誘いはしっかり断らないと。

　鏑木さんとは関わらない方がいいと悠正さんに言われているので、彼から離れるべく歩く速度を速めた。けれど、鏑木さんも私のペースに合わせてきたので、やっぱり隣合って歩くことになってしまう。

「隠岐とはうまくやってるの？　結婚生活は順調？」

「……はい」

「あ、今なんか間が空いた。順調じゃないの？」

「いえ、そんなことないです」

　本当は順調ではない。いや、昨日までは順調すぎるくらい順調だった。それなのに今の私は悠正さんに避けられている。

　愛していると言ってもらえたのに……。『ごめんなさい』と彼を突き放して、あの場から逃げるように去ってしまった。

　多分もう嫌われただろうな。

「あっ。噂をすれば隠岐発見。あいつなにしてるの？」

　鏑木さんの声にピクッと反応してしまう。

　彼の視線の先を辿ると、二車線の道路を挟んだ向かいにあるカフェのテラス席に、スーツ姿の悠正さんを見つけた。

　そういえば、私が事務所を出る前から彼もまた外出しているようで個室を不在にしていた。

　カフェにいる悠正さんはどうやら私たちには気が付いていないようだ。

「女と一緒じゃん」

　鏑木さんが呟いた通り、悠正さんの向かいの席にはひとりの女性が座っていた。

　ショートカットの髪が印象的なパンツスタイルのスーツを着た女性。はっきりと顔は見えないものの、漂う雰囲気が美人を醸し出している。

「あれはもしかすると、仕事と見せかけて不倫でもしてるんじゃないのか」

　鏑木さんが私の隣にぴたりと寄り添い、耳元でそう告げてくる。

「隠岐と一緒にいる女のこと俺知ってるけど、知りたい？」

「えっ」

「隠岐の元カノ」

「え!?」

　思わずぎょっと目を剥いてしまう。

　悠正さんの元カノ……。

「隠岐のやつ、やっぱり今も忘れられてなかったみたいだな。ほら、俺の言った通りだっただろ。隠岐には忘れられない女性がいて、そいつを無理にでも忘れるためにきみと結婚をしたんだ。その女があいつだよ」

　鏑木さんの視線が再びカフェのテラス席へと向かい、私もそこにいるふたりのことを見つめる。

　あの女性が悠正さんの忘れられない人……。

「たまたまどこかでばったりと再会でもして、昔の恋に火でもついたのかもな。よくある話だ」

　鏑木さんの手がスーツの胸ポケットに向かった。そこからなにかを取り出すと、それを無理やり私の手に握らせる。

「これ、俺の名刺。もしも隠岐と離婚することになったら連絡して。不倫の慰謝料をあいつからがっぽりと取ってあげるから」

「えっ、あの……」

「じゃあな」

　そう言って、鏑木さんは私に背を向けるとこの場を去ってしまった。

　取り残された私の視線は再びテラス席に向かう。そこではまだ悠正さんと女性が話をしていた。

　悠正さんがなにかを話して、女性がそれに同意するように頷く。そんな風に会話を続けるふたりを見ていたら、なんだか胸の奥がじくじくと疼うずくのを感じた。

　鏑木さんからもらった名刺を持つ手に自然と力がこもる。

　これ以上ふたりの姿を見ているのがつらくて私は素早く視線を逸らした。そのままとぼとぼと歩き出し、事務所に戻ることにした。




　その日、仕事を終えてマンションに帰っても思い出すのは昼間の光景。

　あのあと悠正さんが事務所に戻ったのは営業時間終了の一時間前で、そこから個室にこもって仕事をしていた。

　一度だけ事務員フロアに顔を出したけれど、私の席を通り過ぎて菊池さんに声をかけていた。頼んでいた書類の受け取りにきたのだろう。それを預かるとまた私の横を通り過ぎ、足早に個室へと戻ってしまった。

　そんな彼の態度にひどく胸が痛んだ。

　悠正さんの帰宅は今日も遅いのだろう。晩ご飯はいつも通りふたり分用意した。でも、食べてもらえるかわからない。

　そもそも帰ってくるのだろうか。カフェで一緒にいた女性と夜も過ごしたり……。

　そんな妄想をしてしまい、さらに自分の気持ちが沈んでいく。

　ひとりで晩ご飯を食べようとしていたところで玄関の扉の開く音がした。悠正さんが帰ってきたようだ。遅くなると思っていたので、随分と早い帰宅に慌ててしまう。

　まだどんな顔で彼の前に立てばいいのかわからない。

「おかえりなさい」

　リビングに入ってきた悠正さんに声をかけると、「ただいま」と返事が来る。それが今日初めて私たちが交わした会話だった。

　無視されなくてよかったと胸を撫で下ろす。

「悠正さん、ご飯は？」

　キッチンでグラスに水を注ぎ喉に流し込んだ彼に声をかけると、その視線が一瞬私に向いた。けれど、すぐに逸らされてしまう。

「俺のもあるの？」

「はい、もちろん。食べますか？」

「それじゃあいただこうかな」

「はい」

　私はすぐにイスから立ち上がり、悠正さんのいるキッチンへと向かった。

　入れ替わるように悠正さんがキッチンを素早く出てしまい、また避けられたようで少し落ち込む。

　すると、着替えるためにリビングを出ていこうとしていた悠正さんの動きがピタリと止まっていることに気が付いた。

　彼の視線はどこかをジッと見つめている。その姿に、どうしたのだろうと不思議に思っていると、「優月」と低い声で名前を呼ばれた。

　悠正さんの手がローテーブルの上に置かれているなにかを掴み、それをくしゃりと丸める。

「どうして優月が鏑木の名刺を持っているんだ」

　先ほど悠正さんが片手で丸めたのは鏑木さんの名刺だったようだ。

　帰宅したと同時にふとスカートのポケットから取り出して、とりあえずローテーブルの上に置いたままだったことを思い出す。

　それを悠正さんが見つけたのだろう。くしゃりと丸めたそれは、彼によってゴミ箱に捨てられた。

「あ……」

　思わず声が漏れてしまう。

　名刺をもらったものの保管方法に迷っていた。このまま持っているのもためらわれ、かといって捨てることもできずにいたけれど、悠正さんによってなんのためらいもなくゴミ箱行きとなった。

「捨てちゃいけなかった？　もしかして、連絡するために大事に取っておいた？」

　悠正さんが静かにそう問いかけてくる。

「鏑木と会ったの？」

「……はい」

　尋ねられ、私は頷く。

「今日の午後、裁判所に出かけた帰りに会いました」

「そのときにあいつから名刺を渡されたのか？」

「はい」

　小さく頷いた私に悠正さんはさらに問いかけてくる。

「どうして受け取った？　あいつとは関わるなって言ったよな」

「それは……」

　受け取ったというよりも無理やり手に握らされた。

　そう説明しようと思ったものの、ふと思い出したのは悠正さんが女性と一緒にカフェにいた昼間の光景。

　鏑木さんは不倫だと言った。離婚するなら連絡してほしいと言われて名刺を渡された。でも、それを悠正さんには言えなくて思わず視線を下に落としてしまう。

「俺の告白は断っておいて、あいつとはこそこそ会うつもりでいたのか」

　低い声で告げられた彼の言葉を否定するために、私はパッと顔を上げる。

「違います。そうじゃなくて――」

「じゃあどうして名刺なんか持ってるんだ」

　普段は冷静な悠正さんが少しだけ声を荒らげる。それに驚いて口を閉じた私は、思わずあとずさってしまった。

　悠正さんが怒っている。私が鏑木さんの名刺を持っていたから？　関わるなと言われたのに会っていたから？

　でも、それは裁判所でたまたま遭遇しただけで、名刺も無理やり渡されただけ。

　それに比べて悠正さんは……。

「自分だって昔の恋人とふたりで会っていたのに」

　ぽつりとそんな言葉がこぼれた。

「恋人？」

　しらばっくれようとしているのか、悠正さんが首を傾げる。

「私、見たんです」

「見たってなにを？」

　ついさっきまで怒った様子だった悠正さんが今度は冷静に私に尋ねた。そんな彼の目を見つめて私は言葉を返す。

「昨日は私のことを好きだと言ってくれたのに、あれは嘘だったんですね。本当はまだ昔の恋人のことが好きなんじゃないですか」

「ちょっと待て、優月。なにを言って――」

「知らないふりをするならもういいです」

　私はキッチンを飛び出した。このまま悠正さんと一緒にいたくない。

　リビングをあとにするため彼の隣を通り過ぎようとしたところで、「待って」と手首を掴まれる。

「話をしよう、優月。きみはなにか誤解をしてる」

「悠正さんも誤解しています。私と鏑木さんのこと」

「それならなおさら話し合わないと」

　私の手首を掴む悠正さんの手にぐっと力が込められる。痛くはないものの、このまま私を放そうとしない彼の意志が伝わってくるようだった。

　でも、私は静かに首を横に振った。

「今の状態でまともに話し合える気がしません。それに私、昨日からずっと避けられているし……」

「それは……ごめん」

　悠正さんの視線が気まずそうに私から逸らされた。

　それと同時に彼の手の力が緩む。その隙に私は素早く手を振り解ほどき、距離を取るように後ろに下がった。

　そのまま背を向けて足早にリビングを飛び出す。自室に向かい、後ろ手にパタンと扉を閉めると背中をつけてその場にずるずると座り込んだ。

「……優月」

　扉の向こうから悠正さんの声が聞こえた。鍵はかかっていないので開けようと思えばできるのに彼はそれをしない。

「俺はきみを避けていたわけじゃないんだ。ただ、顔を合わせるのが気まずくて。優月に拒絶されたことがつらかった。ごめん」

　拒絶……。

　それは、私が彼の告白に『ごめんなさい』と告げたことだろう。

「落ち着いたら話をしよう。きみはなにか誤解をしているようだけど、俺が好きなのは優月だけだから」

　その言葉を聞いた途端、なんだかとても泣きたくなる。

　悠正さんにまた好きだと言われた。その言葉を信じたいのに、思い出してしまうのは昼間のカフェでの光景。

　悠正さんの心がどこにあるのかわからない。

　私を好きだと言いながら、どうして昔の恋人と会ったりしていたのだろう。

　気が付くと扉の向こうから悠正さんの気配が消えていた。そっと扉を開けてみても、そこにはやっぱりもう彼の姿はない。

　再び扉を閉めてから、私はその場に膝を抱えてうずくまった。










憧れではなく恋だった




　それから数日が経った土曜日。

　今日も悠正さんは仕事のようで、スーツを着て朝早くから出かけていった。けれど、本当かどうかわからない。もしかしたら、元恋人の女性と会っているのでは？　そう疑ってしまう自分が嫌だった。

　今度は私が悠正さんを避けているので、あれから彼とはまともに口を利いていない。

　おはようやおやすみ、ただいまやおかえり、と必要最低限の挨拶は交わしているものの、そこから会話が広がらない。

　そんな生活が苦しく感じるようになり、ふと思い浮かんだのは実家のことだった。しばらくの間だけ帰ろうかな……。そう思ったけれど、母のことを思うとためらってしまう。

　悠正さんとの関係が気まずくなったから実家に戻った。正直にそう告げたら、きっと母を心配させることになる。ようやく過度な束縛から解放されて自由になれたのに逆戻りになるかもしれない。

　そこまで考えてふと気が付く。そういえば最近、母からの電話がかかってこない。

　悠正さんと結婚したばかりの頃は毎日のようにかかってきた電話も、いつの日からか三日に一回、週に一回と徐々に回数が減っていき、今ではもう最後に母と会話をしたのがいつなのかも思い出せずにいる。

　母に、なにかあったのだろうか……。

　結婚しても頻繁にかかってきていた母からの電話にうんざりしていたはずなのに、いざそれがパタリとなくなると私の方が母を心配に思ってしまう。

　リビングのソファに腰を下ろした私はスマートフォンを手に取り、気が付くと母に電話をかけていた。

《優月、どうしたの？》

　数回のコールのあとで母の声がしたときは、心の底から安心している自分がいた。

「お母さん元気？」

《ええ、もちろん。珍しいわね。優月がお母さんの心配をするなんて》

　そう言って、母がクスッと笑う。

「最近、お母さんからの電話がなかったからどうしてるのかなと思って。少し前までは毎日のように電話で話していたから」

《そうね。優月が結婚してからもお母さんはあなたのことが心配でしつこく電話をかけていたわよね。でも、もうやめようと思ったの》

「やめる？」

　すっきりしたように話す母の声に耳を澄ませる。

《優月のことは悠正さんに任せることにしたのよ。お母さんはもう優月の心配をするのはやめて、あなたの幸せを見守ろうと思って》

　そこまで話すと、母が突然《ごめんね》と謝罪の言葉を口にした。

《お母さん、今までずっと優月のことを縛りつけていたわよね。門限を決めたり、外泊を禁止したり。進学先も女子校しか認めなかったし、部活動もアルバイトもさせなかった。それに、弁護士になりたいというあなたの夢にも反対して、本当にごめんなさい》

「お母さん……」

《そう謝ったところで今さらもう遅いわよね》

　しばらく電話がなかったのでどうしたのだろうと思ったけれど、どうやら母の心境に変化があったらしい。そのきっかけはわからないけれど……。

《お母さん、ずっとこわかったの。お父さんが亡くなったすぐあとにあの誘拐未遂事件が起きて、優月まで失ったらどうしようと思ったら不安でたまらなかった。優月だけはどうしても失いたくなくて、お母さんが守らないとって必死だった》

　そんな母の思いにはずっと前から気が付いていた。だから私も母に余計な心配をさせないようにと、母との約束は必ず守ってきた。

《お見合いのことも優月の幸せのためだと思って、無理やりにでもお母さんの選んだ人と結婚させようとした。でも、優月はちゃんと自分で大切な人を見つけていたのね。悠正さんのような心から優月を愛して大切にしてくれる素敵な人がそばにいたのに、あなたから悠正さんを紹介されたとき真っ先に別れるよう強く言ったこと、ごめんなさい》

　そう言われた瞬間、少しだけ胸が痛んだ。

　母に挨拶をしたとき、本当は私と悠正さんはお付き合いをしていなかった。だから母を騙していたことになる。この結婚だって偽物だ。

《優月が結婚して少し経った頃に、悠正さんがひとりでお母さんに会いに来たのよ》

「悠正さんが？」

《これからは自分が優月のことをしっかりと守るからもう心配ないと言われたわ。お母さんと同じくらいに優月を愛しているから大切にすると言われて、お母さん気が付いたの。いつまでも優月をお母さんだけに縛りつけていてはいけないんだって》

　……知らなかった。まさか悠正さんがひとりで母に会いに行っていたなんて。

　私を守ると言ってくれたんだ。愛しているから大切にする、と……。

　その言葉を信じたいのに、あのときの光景をまた思い出してしまう。カフェのテラス席で悠正さんと元恋人が一緒にいた姿がずっと頭から離れない。

　そもそもどうして私は、悠正さんが元恋人と会っていたことにこんなにも胸を痛めているのだろう。だって私たちは本物の夫婦じゃない。お互いのメリットのために結婚しただけの偽物夫婦だ。だから当然のように私たちの間には愛なんてなかったはずなのに。

　悠正さんは私に愛していると言ってくれた。それなのに元恋人とふたりで会っているところを見て、裏切られたようで悲しくなった。

　そんな嫉妬のような感情を抱いてしまうのは、悠正さんのことを好きだから……。

　弁護士としてずっと憧れの存在だった彼に対して、いつの間にか憧れ以上の感情を抱いていたことにようやく気が付いた。

　いや、違う。もしかしたら初めから、私は悠正さんに恋をしていたのかもしれない。

　隠岐総合法律事務所で働き始めて間もない頃、世間からどんなに強いバッシングを受けようとも自分の仕事を全うしようとしている悠正さんの姿に強く惹かれた。それは弁護士としての彼に対する憧れの気持ちだと思っていたけれど、きっともうそのときにはとっくに恋に落ちていたんだ。

　憧れと恋心をずっと勘違いしていた。

　私は、悠正さんのことが好き――。

《優月。これからは悠正さんと幸せにね》

　ふと電話の向こうから聞こえた母の言葉にどう返事をすればいいのかわからなくて、私は小さく「うん」と頷く。

　けれど、今の私と悠正さんの気まずい関係を思えば幸せになれるとは思えなかった。

《それじゃあまたね優月。お母さんこれからお花の稽古の時間だから》

「お花？」

《優月が結婚して家を出たでしょ。お母さん、暇になってしまったから、ずっと前から興味のあった生け花を習い始めたの。結構楽しいのよ》

　フフフと母が楽しそうに笑うので、なんだか私までつられて笑顔になってしまう。

「そうなんだ。今度お母さんの生けたお花見せてね」

《ええ。たまには実家にも悠正さんと一緒に遊びに来て》

「うん」

　そんなやり取りのあと、母との通話は切れた。

　スマートフォンを耳から離すと、それをそっとソファに置く。ぼんやりと見つめた視線の先には花瓶に入った色とりどりの花が飾られている。

　入籍した翌日に悠正さんがお祝いだと言って買ってきてくれた花束の花はもうとっくに枯れてしまった。今飾られているのはそのときとはまた別の花だ。

　枯れてしまうタイミングに合わせて悠正さんが新しい花束を買ってきてくれるので、私が悠正さんと一緒に暮らし始めてからずっとこのリビングには変わらず綺麗な花が咲き続けている。

　それに対して、私と悠正さんの関係はあのときから随分と変わってしまった。

　私たちはこのままどうなってしまうのだろう。

　ようやく悠正さんへの想いに気が付いたのに、今は彼の気持ちがわからない。

『話をしよう、優月。きみはなにか誤解をしてる』

　悠正さんの言う通りだ。私たちは話し合わないといけないのかもしれない。こうしてひとりでうじうじとしていてもなにもわからないのだから。

　私はソファからすっと腰を上げた。

　スマートフォンを手に取り自室に向かうと、バッグの中にそれを放り込む。素早く着替えを済ませてから、マンションを飛び出した。

　悠正さんのところへ行こう。もちろん彼はまだ仕事だけれど、その帰りを家で待つのではなく自分から会いに行きたいと思った。

　そして、悠正さんの気持ちを確かめたい。

　元恋人との関係が私のただの誤解だとして、悠正さんが本当に私を好きだと思ってくれているのなら。あの告白の返事をもう一度させてほしい。

　私は悠正さんのことが好き。

　気が付いたばかりのこの気持ちを彼に伝えたい――。

　はやる気持ちを抑えながら事務所に向かっていると、途中であのカフェの前を通った。悠正さんが元恋人とふたりでいるところを見てしまったあの場所だ。

　そのときの光景を思い出し、足早に通り過ぎようとした私の視界にふと飛び込んできたのは悠正さんだった。

　テラス席に座る彼の向かいには元恋人の姿もあり、あの日と同じ光景に思わずぴたりと足を止めてしまう。

　朝早くにスーツ姿で出かけていったから、悠正さんは今日も仕事なのだと思っていた。でも、違った。やっぱり元恋人と会っていたんだ。

　その事実に胸がズキズキと痛み出す。

『たまたまどこかでばったりと再会でもして、昔の恋に火でもついたのかもな』

　鏑木さんの言葉を思い出してしまう。

　やっぱり悠正さんはまだあの女性のことが好きなんだ。私を好きだと言った彼の気持ちがまたもわからなくなる。

　でも、わからないなら自分で確かめるしかない。この前みたいにふたりから目を逸らしてここから立ち去るだけでは、なにも解決はしないのだから。

　気が付くと私はカフェに向かって進み、店内に足を踏み入れていた。メニュー表の中ですぐに目に入ったキャラメルラテをカウンターで注文すると、それを持ってテラス席に向かう。

　悠正さんたちの視界に入らない席を見つけて腰を下ろした。

　ここからだとふたりの会話は聞こえないものの、表情はさっきよりもよく見える。

　ふたりに笑顔はなかった。真剣に話し合いをしているような重たい雰囲気が流れているように感じ、いったいなにについて話しているのか気になってしまう。

　元恋人の前にはノートパソコンが置かれていて、悠正さんの話す言葉に耳を傾けつつ、彼女の指はキーボードの上を素早く移動している。

　そのときふと元恋人の襟元に見知ったあるものを見つけた。

　この前と同様に彼女の服装はパンツスタイルのスーツで、その襟元には悠正さんと同じ弁護士バッジが輝いている。

　どうやら元恋人は悠正さんと同業者のようだ。

　そのあとも甘いキャラメルラテをちびちびと飲みつつ、時折ふたりに視線を向けて様子を窺う。

　会話が聞こえないのでなにを話しているのかまではやっぱりわからないけれど、ふたりが先ほどからずっと笑顔を見せずに会話を続けているのは変わらない。その雰囲気は元恋人同士というには硬すぎるような気もした。

　キャラメルラテを半分まで飲んだ頃、私以外にも悠正さんたちに視線を送っている人物がいることにふと気が付く。

　全身黒い服を身に着け、帽子を目深に被っている小太りの男性だ。テーブルの上には飲み物が置かれているものの一向に手をつける気配はなく、見るからに怪しい。

　いつの間にか私の視線の先にいるのは悠正さんたちではなく、その男性に変わっていた。どうも気になってしまう。

　ずっと悠正さんたちのテーブルに視線を向けている男性の目つきは鋭く、テーブルの上に置かれている両手を固く握りしめている。

　すると、男性がおもむろに席を立った。イスの下に置いていた黒いバッグを手に取ると、そこからなにかを取り出す。

　それを見た瞬間、思わず自分の目を疑った。男性が手にしているのは小型の包丁だ。

　隠そうともせず堂々と包丁を手に持った男性が向かうのは、悠正さんたちのいるテーブル。

　どうやら私以外の客たちも男性が手にしている物の存在に気が付いたらしく、小さな悲鳴があがり始める。

　けれど、先ほどからずっと真剣に話し合っている悠正さんたちはこの状況に少しも気が付いていない。

　私は思わずイスから立ち上がる。包丁を手にした男性が向かう先にいるのは間違いなく悠正さんたちだ。早く逃げないと……！

　男性がじわじわとふたりに近付いていく。すると、ようやく悠正さんたちもこの異様な事態に気が付いたようで、急いでイスから立ち上がる。

　元恋人の女性の目が大きく見開かれ、「あなたは……」と小さな声を漏らす。

　そこでようやく私は気が付く。男性が狙っているのは彼女の方だ。悠正さんもそれに気が付いたらしく、向かいの席に座る元恋人の手を掴むと自分の方へ引き寄せ抱きしめた。

　そのまま体の向きを変え、包丁を手にして向かっていく男性に背を向ける。どうやら逃げるのは間に合わないと判断したのか、悠正さんは元恋人を庇かばうために自らを盾にしたようだ。

　ふたりのすぐそばまで来た男性が包丁を持った手を大きく振り上げると、周囲から大きな悲鳴があがる。

　このままでは悠正さんが刺されてしまう……！

「やめて――――！」

　私はとっさにそう叫んでいた。その声に驚いたのか、包丁を振り上げる男性の体がピクッと跳ねて、動きが止まる。その隙に私は悠正さんと男性の間に飛び込んだ。

　男性は、目の前にいきなり私が現れたことに動揺した素振りを見せたものの、私に向かって包丁を勢いよく振り下ろす。

　クロスした両腕でとっさに頭を庇うと、左の二の腕の裏側に焼けるような鋭い痛みを感じた。

「――っ」

　男性の持つ包丁が赤く染まっている。おそらく私の血なのだろう。それを見た瞬間、腕を切られたのだと理解した。

　テラス席にはいっそう大きな悲鳴が響き渡り、「警察に電話」「救急車も」と叫ぶ声があちこちから聞こえる。

　私はその場に座り込んでしまった。

　男性は包丁を持ったまま立ち尽くし、私を見下ろしながら震えている。刺す気でいたものの、いざ本当に人を切りつけて自分のしたことの重大さに気が付きうろたえているのかもしれない。

　その手から包丁が滑り落ち、カランと小さな音を立てて床に落ちた。

　すると、カフェにいた数名の男性客が、もう包丁を手にしていない男性に向かっていっせいに駆け寄り、取り押さえる。男性に抵抗する様子はなかった。

「……優月？」

　後ろから悠正さんの声が聞こえた。

「どうしてここにいるんだ……」

　切られた腕を押さえながら座り込む私の目の前に、悠正さんが両膝をついた。私を見つめる彼の顔は見たことがないくらい動揺していて、こんな顔をさせてしまっているのが自分のせいだと思うとつらくなる。

　悠正さんの視線が切られた私の腕に向かい、大きく目を見開いた。けれどすぐにいつもの冷静な彼に戻り、周囲を見回して店員の姿を見つけると素早く声をかける。

「なにか清潔な布はないか。使っていないタオルとか布ふ巾きんでいいから」

「はい。あると思います」

　店員が頷いたのを見た悠正さんが、それをあるだけたくさん持ってくるように指示をした。

「優月、大丈夫か。腕、痛いよな」

　悠正さんが私に向かって尋ねてくる。

「痛くない、です。……大丈夫」

　心配かけたくなくて無理に笑顔を作った。けれど、私の腕からは血が溢れていて、それがぽたぽたとテラス席の床に落ちている。

　ドクンドクンと傷口が痛む。本当はすごく痛い。出血のしすぎなのか、目の前がくらくらとして耳が遠くなってきた。

「痛くないわけないだろ。大丈夫とか言うなよ」

　悠正さんの顔が苦しそうに歪む。

　すると、数名の店員が慌てたように私たちのところへ駆け寄ってきた。その手には白い布巾のようなものをたくさんも持っていて、それを受け取った悠正さんが出血している私の腕を押さえて圧迫するように当てる。けれどすぐに真っ赤に染まってしまい、そのたびにまた新しいのを重ねてさらに強く押し当てる。

　必死になって私の血を止めようとしている悠正さんを見ていたら、自然と涙がこぼれてきた。

　こんなときだけど、やっぱり私は彼のことがすごく好きだと改めて実感する。悠正さんの心には今もまだ元恋人がいるのだとしても、私は彼が好きだ……。

「痛むか？」

　悠正さんは涙の理由を切られた腕のせいだと思ったらしい。

「待ってろよ。すぐに血は止まるからな。大丈夫だから」

　私を安心させるために悠正さんは言ってくれたのだろう。でも、不安な面持ちで私の手当てを続ける彼が、自分自身にも強くそう言い聞かせているようにも聞こえた。

　視界が徐々に狭くなり、周囲の声があまりよく聞こえない。

　もしかして私はもうだめなのだろうか……。

「――優月、待て。目を閉じるな」

　そんなことを言われても、自然と瞼が落ちてきてしまう。それでも気を失ってはだめだと必死に耐える。

　私は、悠正さんと話し合うためにマンションを飛び出してきたはずなのに。

　彼の気持ちがどこにあるのかを知りたかった。もしも本当に私を想ってくれているなら、私からも自分の気持ちを伝えたいと思った。

　でも、さっきの光景で気付いてしまった。

　悠正さんの心にいるのは元恋人だ。包丁を手にした男性から自分の身を挺ていして彼女を守る彼の姿に、嫌でもそれを思い知った。そこまで好きなんだ……。

「悠正さん、私……」

　それでもどうか私の気持ちだけ聞いてほしい。

　振り絞るように出した声はとても小さく震えていた。

　懸命に私の応急処置を続けている悠正さんのスーツの袖を、怪我をしていない右手でギュッと掴む。

「……あなたが好きです」

　伝えたいことはもっとあったはずなのに、今はその言葉だけが精一杯だった。次第にぼんやりとしていく意識の中で、悠正さんが大きく目を見開いたのがわかった。

　こんなときに言うべき言葉じゃないのかもしれない。それでも今、伝えたかった。

「優月。俺だってきみを――」

　悠正さんがそう口を開いたけれど、駆け寄ってきた救急隊員たちによって続きの言葉は遮られてしまった。




　そのあと、私は悠正さんに付き添われながら救急車で病院へと向かった。

　到着後、切られた箇所を縫合してもらい、しばらく安静にしていると鎮痛剤を飲んだこともあり痛みは消えて、意識もだいぶはっきりとしてきた。

　左の二の腕の裏側にはどうやら傷痕が残ってしまうらしいけれど、それについてはさほど気にしていない。包丁を持った男性の前に飛び出すという今思えばとても無茶なことをしたはずなのに、命が無事だっただけでも奇跡だ。

　抗生剤と痛み止めをもらい、私はその日のうちに悠正さんと一緒にタクシーでマンションへと帰宅する。

　その車内で、どうしてあのカフェにいたのかを悠正さんに尋ねられた。けれど、元恋人との関係が気になり、こっそりとふたりを盗み見していたとは言えない。たまたまひとりで訪れてお茶をしていたのだと嘘の答えを告げると、そうか……と悠正さんは静かに頷いた。

　納得してもらえたのかはわからないけれど、それ以上はなにも聞いてくることはなかった。

　帰宅してリビングに入るとソファに腰を下ろした。

　私の服は切られたままだし、すでに固まった血がついている。まずは着替えた方がいいのだろうかと考えていると、隣に座った悠正さんに引き寄せられ抱きしめられた。

「……無事でよかった」

　耳元でそう告げる彼の腕の力は、私の腕の傷を労いたわっているのかとても弱く、ふんわりと優しく私を胸の中におさめている。

「ごめん、優月。こんな怪我をさせてしまって」

「どうして悠正さんが謝るんですか」

　悠正さんの口から謝罪の言葉が出た理由がわからず、私はそっと彼を見上げる。

　私の怪我は悠正さんのせいじゃないのに。私が勝手に、包丁を手にした男性の前に立ち塞がっただけ。悠正さんを傷つけられたくなくてとっさに体が動いていた。

「悠正さんのせいじゃないです」

　そう言って微笑む私の後頭部に悠正さんの手が回り、さらに引き寄せられる。

　そんな悠正さんの上等なスーツの袖部分に赤黒い染みを見つけた。私の血だとすぐに気が付き、スーツを汚してしまって申し訳ないとふとそんなことを考える。

「優月」

　頭上から悠正さんの低い声が私の名前を呼んだ。

「今回のことで改めて考えさせられたことがある。……俺は、このままきみと一緒にいてもいいのだろうか」

　静かにそう告げた彼の腕が私の体をそっと解放する。

　ぴったりとくっついていた私たちの間には距離が生まれ、悠正さんのつらそうな表情が目に入った。

「約束したのに、優月を守れなくてごめん」

　悠正さんはソファから立ち上がると、私に背を向ける。

　約束……その言葉が気になって思い出してみると、マンションのセキュリティの話をしていたときにそんなことを言われたことがあった。

「今日はもう休んだ方がいい。俺は部屋にいるから、なにかあればすぐに呼んで」

　そう言い残し、彼はリビングを出ていってしまった。

　パタンと閉まる扉の音がやけに大きく響く。

『守れなくてごめん』

　ひとり残された私は先ほどの悠正さんの言葉を思い出して、なんだか無性に寂しくなった。

　こんな怪我をしたときくらいそばにいてほしかった。でも、悠正さんは私を置いて部屋に戻ってしまい、突き放されたように感じた。

　無事でよかったと抱きしめてくれたのに、悠正さんの心が一瞬でどこか遠い場所に行ってしまった気がする。

　そのときふと思い浮かんだのは、包丁を持った男性を目の前にした悠正さんが自分の身を挺して元恋人を守ろうとした光景だった。

　私が悠正さんを傷つけられたくなくて守ろうとしたように、悠正さんは元恋人のことを守ろうとしたんだ。

　自分を盾にできてしまうくらい大切な存在なんだ……。

『俺は、このままきみと一緒にいてもいいのだろうか』

　悠正さんのその言葉に含まれている意味に気が付いてしまった。

　今回のことをきっかけに、悠正さんは私といるよりも元恋人と一緒にいたいと強く思ったのかもしれない。

　包丁を持った男性が狙っていたのは悠正さんの元恋人だ。彼女がなぜ狙われたのかはわからないけれど、不意に危険にさらされたことにより悠正さんは彼女のことをそばで守りたいと思ったのかもしれない。

「だったら私は、離れた方がいいよね……」

　悠正さんが私よりも元恋人を選び、そばにいたいと思ったのだとしたら。私はこのまま悠正さんと一緒にいない方がいい。

　ふたりのためにも、私が彼のもとを離れるのが一番いいのだと気が付いた。










本物の夫婦




　優月が腕に怪我をした。

　出血をして病院に運ばれたが傷口を縫合してもらうとそれも治まり、幸いにも大事には至らなかった。けれど、傷痕は消えずに残ってしまうらしい。

　なぜ優月があのカフェにいたのかはわからない。本人はたまたまひとりでお茶をしていたのだと話していたが、多分違うような気がする。なにか別に理由があると思うが、それについてさらに問い詰めるようなことはしなかった。今聞くことではないと思ったからだ。

　それよりも、優月が怪我をした事実が俺にとっては重要だった。

　優月を切りつけた男はその後、駆けつけた警察によって身柄を確保された。あの男の狙いは俺と一緒にいた女性――雪ゆき平ひら律花だ。

　彼女は俺と同じ大学出身の弁護士で、離婚問題を多く扱っているのだが、とある離婚訴訟をきっかけにあの男から逆恨みをされていたらしい。

　半年ほど前、律花はあの男の元妻からＤＶを理由に離婚の相談を受けた。男側は離婚については頑なに拒んでいたが、裁判の結果、離婚が成立。

　その判決に不満を抱いた男が、元妻の代理人である律花を逆恨みして今回の犯行に及んだ。

　そして、包丁を持って襲いかかる男の異変にいち早く気が付いた優月が俺と律花を庇うようにして男の前に立ち塞がり、腕を深く切りつけられてしまった――。

　あれからもう六日が経つ。優月の腕の怪我は順調に回復しているが、大事を取ってこの一週間は仕事を休んでいる。

　事務所の皆には今回の事件について軽く触れる程度に説明はしていて、誰もが優月の無事にホッと胸を撫で下ろしていた。

　優月は、今は実家に帰っている。俺は仕事で日中は彼女のそばにいられないため、ひとりであのマンションにいるよりも、実家で母親と過ごした方が優月にとってはいいと思ったからだ。

　事件の翌日、俺も一緒に優月の実家へ向かい、あの事件のことをまだ思い出したくないであろう優月のいない場所で、彼女の母親に今回の件の全容を話して謝罪した。

　優月のことを守ると約束したのに、彼女に怪我を負わせてしまった自分が情けなく、優月の母親から強い叱責を受けて当然だと思っていた。けれど、彼女は俺を責めることはしなかった。

　優月が怪我をしたことに強いショックを受けてはいたものの、優月が無事ならそれでいいと静かに告げた母親は、謝罪する俺に向かって『悠正さんのせいではない』と言った。

　でも、もしかしたらいつか俺のせいで優月を傷つける可能性が少しもないわけではないのだ。

　今回の事件でそのことを改めて思い知らされてしまった。

　弁護士という仕事をしていれば、今回の律花のように正当な業務をしたにもかかわらず逆恨みをされていたなんてことはたびたび耳にする。

　本人に危害を加えようとする場合もあれば、怒りの矛先が本人の周囲の人間に向けられ家族や親戚、同僚、友人にまで危険が及ぶ場合もあるかもしれない。

　自分がこれまで関わってきた案件を振り返っても、俺は敵を作ってしまうような事件を扱うことが多いように思う。実際に、命に関わるほどではないが危害を加えられそうになった経験もある。

　俺自身なら自分で身を守る術すべを知っているので多分なんとかなる。最悪な事態にはならないはずだ。けれど、その危険が優月に及んだら？

　今の彼女は俺の妻だ。俺に逆恨みをした人間が優月を狙おうとする可能性は十分に考えられる。そうなった場合、彼女は自分の身を守れるだろうか。

　今回は無事だった。同じことはもう二度と起きないのが一番だが、もしも次があったときは無事では済まないかもしれない。

　俺のせいで優月に危険が及ぶ可能性が少しでもあるのなら、彼女のそばを離れた方がいい。

　あの日、そんなことを考え始めたら優月のそばにいるのがつらくなり、怪我をした彼女を置いてリビングを立ち去ってしまった。

　優月のことを守れなかった自分自身に腹が立ったし情けなかった。そして、こわかった。

　応急処置をしながらこのまま優月の出血が止まらなかったらどうなるのか。意識を失いそうな優月がこのまま二度と目を覚まさなかったら、俺はどうすればいいのか。

　あのときほど強い恐怖を覚えたのはおそらくこれまでの人生では初めてで、しばらくは動揺が消えなかった。

　自室に向かった俺はひと晩中考えた。

　このまま優月と一緒にいてもいいのだろうか。俺のせいで優月を危険にさらしてしまうのではないか。そうならないためにもやはり離れた方がいいのかもしれない……。

　けれど、どんなにいろいろ考えても最後に行き着く答えは同じだった。

　俺は、優月を手放したくない。

　今さらもう離れるなんて無理だと思った。

　危険な目に遭わせてしまうかもしれない。それでも俺は優月と一緒にいたい。

　こんなに好きになってしまったんだ。彼女のいない生活なんてもうありえない。

　それに俺の聞き間違いでなければ、あのとき優月は薄れる意識の中で俺に向かって『好き』と告げた気がする。

　以前、告白をしたときは『ごめんなさい』と断られ逃げられたはずだ。振られたと思っていたが、好きだと言われて動揺した。そのことについてもまだ優月に確認できていない。

　怪我をして朦もう朧ろうとした意識の中での言葉なので、それが果たして優月の本心なのかどうかはわからない。

　けれどもしも本当に優月が俺を好きでいてくれるなら、俺はこのまま優月と一緒にいたい――。

　そんなことを考えながら、俺は今日も優月のいないマンションへと帰宅する。

　いつも通り営業時間を過ぎても事務所に残って仕事をしていたので、帰宅時間は夜の九時を過ぎていた。

　玄関の扉を開けると、そこに女性ものの靴を発見する。すぐに優月のものだと気が付いた。でも、なぜ？

　彼女はまだあと少し実家にいる予定だ。それなのになぜ戻ってきているのだろう。

　不思議に思いつつ明かりのついたリビングに足を踏み入れると、ソファに座っている優月が目に入った。

「悠正さん、おかえりなさい」

「ただいま」

　ふんわりとした笑顔の優月に迎えられ、胸がじんわりと熱くなる。

　少し前まではこれが当たり前の光景だったのに、一歩間違えば二度と同じ光景は見られずに、優月はもうどこにもいなかったかもしれない。

　そう思ったら改めて優月が無事でよかったと、今すぐ彼女を抱きしめたくなった。

「今日は悠正さんにお話があって来ました」

　ソファから立ち上がった優月が、近くに置いてあるバッグに手を伸ばした。そこから取り出したのはＡ３サイズほどの用紙。彼女はそれをダイニングテーブルの上に広げると、リビングの扉の前に立ち尽くしている俺に視線を向ける。

「私のところはもう記入してあります。あとは悠正さんが記入を済ませたらすぐに提出できるので」

「優月、これは……」

　そっとダイニングテーブルに近付いた俺の目に飛び込んできたのは離婚届だった。

「別れましょう、悠正さん。あなたは自分が本当に好きな人と一緒になるべきです」

「優月、なにを言って――」

「さようなら」

　俺の言葉を遮るように別れの言葉を口にした優月がダイニングテーブルから離れ、足早に俺の横を通り過ぎていく。

　引き止めるためにその手を掴もうとしたものの、寸前でかわされてしまい俺の手は虚しくも空を切った。

　そのまま優月はリビングから去ってしまった。

　残されたのは呆ぼう然ぜんと立ち尽くす俺と、ダイニングテーブルに置かれた離婚届。そこには綺麗な字で優月の名前などが記入されていて、あとは俺が記入をすれば本当に今すぐにでも提出できそうだ。

　離婚するのか？

　優月がそれを望んでいるのか？

『あなたは自分が本当に好きな人と一緒になるべきです』

　そんなの俺にとって優月しかいない。それなのになぜ離婚しなければならないのか。

　俺は、ダイニングテーブルに置かれた離婚届を手に取るとそのまま片手でくしゃりと丸めた。




◇　◇　◇




　悠正さんに離婚届を渡してからマンションの外に飛び出ると、ひとりの女性がこちらに向かって歩いてくるのが見えた。

　ショートヘアが印象的なパンツスタイルのスーツの女性――悠正さんの元恋人だ。

「もしかして、優月さん？」

　彼女が私の前で立ち止まり、声をかけてくる。こうして言葉を交わすのは今日が初めてだ。

「腕の怪我は大丈夫？」

　心配そうな表情で尋ねられて「はい」と小さく頷いた。すると、彼女が私に向かって深々と頭を下げる。

「今回のこと、本当にごめんなさい。私が狙われていたのに、あなたを巻き込んでしまって。腕の怪我のことも、どうお詫わびをしたらいいか……」

「いえ。そんなに気にしないでください」

　あのときはとっさに体が動いて、包丁を持った男の前に立っていた。そして腕を切られてしまったけれど、それは彼女のせいではない。だからどうか頭を上げてくださいと伝えると、ようやく彼女はそっと顔を上げてくれた。

　こうして近くで見ると綺麗な人だと改めて思う。

　シャープな輪郭に、すっと通った鼻筋、そして切れ長でくりっとした目は、どちらかというとかわいいよりも美人系で、黒髪のショートヘアがとてもよく似合っている。

　さすが悠正さんの元恋人だ。お似合いのふたりかもしれない。

　彼女のスーツの襟元には今日も弁護士バッジが付いていて、やはり悠正さんと同じ弁護士なのだろう。

　すると、私の視線に気が付いたのか、女性の指が自身の襟元のバッジに触れた。

「自己紹介がまだだったわよね。私、濱はま里さと法律事務所で弁護士をしている雪平律花です。隠岐君……優月さんのご主人とは大学の頃からの友人なの。聞いているかしら」

　彼女が悠正さんにとってただの友人ではなく元恋人だということを私は知っている。けれどさすがに私の前でそのことをはっきりとは言えないのだろう。

　それよりも雪平律花という彼女の名前を最近どこかで目にした気がした。思い出していると彼女――雪平さんが言葉を続ける。

「隠岐君からもう聞いているかもしれないけれど、あなたの腕を切ったあの男は私に逆恨みをしていたの。以前あの男の奥さんの代理人になって離婚訴訟を扱ったとき、離婚という判決結果にあの男は不満を抱いていたらしくて。奥さんの代理人をしていた私を恨んで今回の犯行に及んだ」

　それは今初めて知った事実だった。

　悠正さんはあのときのことをまだ私に詳しく話してくれない。それは多分彼なりの気遣いで、怪我をしたばかりの私がなるべく事件のことを思い出さないようにしてくれているのだろう。

　でも、あの男が雪平さんを狙っていたのにはそんな理由があったんだ……。

　雪平さんは依頼人のために弁護士としての自分の仕事をしただけなのに、逆恨みをされてしまうなんてなんだか気の毒だと思った。

「そうやってこじれてしまう離婚問題もあるけど、優月さんのお友達のところは私が代理人になってスムーズに話し合いを進められているから安心して」

　雪平さんのその言葉でようやく気が付いた。彼女は瑠奈の離婚のことで悠正さんが紹介してくれた弁護士だ。

　顔を知らなかったのでずっと気が付かなかった。でも、そっか。雪平さん――律花さんが悠正さんの元恋人なんだ……。

　以前ふたりが電話で話をしていたときのことを思い出した私は納得してしまう。会話だけを聞いていても、親しい間柄にあることがとても伝わってきたから。

　ということは、鏑木さんの言葉に出てきた女性も律花さんだ。鏑木さんが〝ユキ〟と告げたところで、悠正さんに耳を塞がれてしまったから続きが聞こえなかったけれど、きっと〝雪平〟と言っていたんだ。

　一度にいろんなことが繋がった気がする。

「――優月」

　ふと名前を呼ばれて振り返ると、マンションのエントランスから悠正さんが走ってくるのが見えた。離婚届を置いて去った私のことを追いかけてきたのだろうか。

「律花？　どうしてここに」

　私の隣に来た悠正さんの視線が律花さんに向けられる。

「隠岐君と優月さんにこの前のことを改めて謝罪に来たの。そうしたら優月さんがちょうどマンションから出てきたから、少し話をしていたのよ。隠岐君の大切な奥さまに怪我をさせてしまったこと、本当にごめんなさい」

　今度は悠正さんに向かって律花さんが深く頭を下げた。

「律花。その謝罪はもうたっぷり聞いた」

「でも、狙われていたのは私なのに、隠岐君と優月さんが庇ってくれたから私は無事だった。巻き込んでしまってごめんなさい」

　頭を上げた律花さんの視線が私へと向けられる。

「優月さんも本当にごめんなさい」

「いえ、私はもう大丈夫なので」

「でも、腕のその怪我、痕が残ってしまうのよね」

　悠正さんから聞いたのだろうか。

「痕は……そうですね。残ってしまうけど、大丈夫です。気にしていません。それよりも、律花さんと悠正さんが無事で本当によかったです」

　ふたりを庇おうとしたのは私自身の判断だ。律花さんはこうして謝罪をしてくれるけれど彼女のせいではない。

　確かに腕を切られたときは痛みもあったし、こわくもあった。でも、幸いなことに私は無事だ。私の腕の怪我だけで済んでよかったと今は思える。

「だからもう気にしないでください。私のことよりも、律花さんには瑠奈のことをよろしくお願いします」

　これ以上、今回のことで律花さんに自分を責めてほしくはなくて、私は笑顔でそう告げた。すると、たっぷりと一拍置いたあとで「ええ、もちろん」と律花さんが頷いてくれる。

「優月さんの大切なお友達のことは私に任せて。全力で彼女の力になるわ」

　そう答えた律花さんの表情がようやく少し和らいだ気がした。そんな彼女の肩に悠正さんがそっと手をのせる。

「律花。優月もこう言ってくれているんだ。今回の件での謝罪はもうやめよう」

「隠岐君」

　そのまま見つめ合うふたりを見ていたら、胸がズキンと痛んだ。

　悠正さんは律花さんのことが好き……。その事実を思い出した途端、これ以上この場にいるのがつらくなり、私はそっとふたりから目を逸らす。

「私はこれで失礼します」

　そう告げてから素早くこの場を去ろうとしたものの、「待って」と手首をがっしりと掴まれた。

「俺は優月に話がある。どこにも行くな」

　そう言われて、ぴたりと動きを止める。

「私は、悠正さんと話すことはなにもありません」

「俺にはある。悪いが、さっきのアレにサインをするつもりはないから」

「でも、それだと――」

　私はパッと顔を上げて、悠正さんを見つめる。そのあと視線を一瞬だけ律花さんに移してから再び悠正さんに戻した。

「それだと、悠正さんは律花さんと一緒になれませんよ。私はふたりのことを思って離婚するんです」

「は？」

「え？」

　私の言葉を聞いた悠正さんと律花さんから同時に声があがった。

　手首を掴んでいた悠正さんの手がするすると離れていき、律花さんと不思議そうに顔を見合わせる。ふたりの視線が同時に私へと向けられた。

「待って、優月。それはどういう意味だ。俺にはさっぱり意味がわからないが」

「もしかして優月さん、私と隠岐君の関係を誤解してる？」

「え……」

　今度は私がきょとんとしてしまう番だった。

「おふたりは恋人だったんですよね。久しぶりに再会して、昔の恋に火がついて復縁したのでは？」

　もしかして違うの？

　ふたりの反応を見ていると、なんだか間違ったことを言ってしまった気がする。

　悠正さんが大きなため息をつきながら片手で前髪を乱暴にかき上げた。

「なるほど。だから離婚か。好きな人と一緒になるべきってそういうことだったのか」

　そう呟いた悠正さんの瞳がまっすぐに私を見つめる。

「それ、誰に聞いた？　まぁだいたい予想はついてるけど」

　悠正さんが再びため息を吐き出す。

「鏑木だろ」

　言い当てられてピクッと体が反応してしまった。それだけで悠正さんは気が付いたらしい。「やっぱりな」と呟き、視線を律花さんへと移す。

「律花。お前の彼氏はどうして昔から俺に嫌がらせばかりするんだ。俺と律花が恋人だったなんて嘘を優月に吹き込んで、危うく離婚するところだったんだぞこっちは」

「ごめんなさい、隠岐君。まさか壮そうがそんなことをするなんて……」

「あいつになにを言われても今までずっと相手にしてこなかったが、今回ばかりはさすがに怒るぞ。ここに鏑木を呼べ」

「隠岐君、落ち着いて。壮のことは私が彼女としてお説教をしておくから」

　言い合っているふたりの顔を交互に見ながら、私は話の内容についていけない。つまり、どういうことなのだろうか……？

　ぽかんとした表情を浮かべていると、悠正さんの手がふわりと私の頭にのった。

「そういうことだ、優月。騙されてたんだよ、鏑木に」

「騙された……。それじゃあ、鏑木さんのあの言葉は？　お前の女を取ってごめんって悠正さんに言っていたのはどういう意味ですか」

「それも含めて騙されていたんだ。俺は律花に恋愛感情は一切ないし、それは律花も同じ。でも、鏑木はずっと勘違いしているんだよ」

「勘違いですか？」

　聞き返すと、悠正さんが淡々とした様子で説明してくれる。

「俺と鏑木と律花は同じ大学の同級生なんだけど、サークルもゼミも同じだったからよく一緒に勉強したり遊んだり、三人でつるむことが多かったんだ」

　大学の同級生ということは知っていたけれど、そこまで三人の仲が良かったのは初めて知った。

「大学三年の終わり頃だったかな。律花がバイト先の男につきまとわれて結構危ない目に遭っていて。俺が相談に乗ってたんだけど、とりあえず俺を彼氏ってことにしてその男に律花のことを諦めてもらうよう説得したんだ」

「あのときは隠岐君のおかげで助かったわ。私はまだ壮と付き合う前だったし、片想いしていたから壮にはバイト先の男性からつきまとわれているなんて言って心配させたり変な誤解をされたくなかったの。だから、友達である隠岐君に相談して助けてもらったんだけど……」

　律花さんは当時を振り返っているのか、困ったように笑った。

「やっぱり壮にも相談すればよかった。隠岐君が私の彼氏のふりをしてくれたことが壮の耳にも入って、私たちが本当に付き合っていたとずっと勘違いしているのよ」

「しかも鏑木の中では俺が律花に振られて別れたことになっているらしい。そのあとすぐ律花が壮に告白して付き合うことになったけど、鏑木のやつ律花が俺よりも自分を選んだことがうれしくて、それで俺に勝てた気になっているんだろうな」

　悠正さんと律花さんの話を聞いて、私は納得する。

　だからあの日、鏑木さんは悠正さんに『お前の女を取ったりしてごめん』と言っていたんだ。

　カフェでふたりの姿を見たときも、律花さんは悠正さんの元カノだと私に言っていたけれど、嘘をついたわけではなくて鏑木さんはずっとそう思い込んでいた。

　そのときふとひとつの疑問が浮かんで、私は律花さんに視線を向ける。

「あの……律花さん。鏑木さんとの仲は大丈夫ですか。私が悠正さんと律花さんがカフェで一緒にいるのを見たとき、鏑木さんも一緒だったので」

　これまでの話から察すると律花さんと鏑木さんは恋人同士なのだろう。それなら、もしかして鏑木さんも私と同様に悠正さんと律花さんの仲を勘違いしているのでは？

　あのときの鏑木さんは平然とした様子だったけれど、恋人である律花さんが元カレだと思い込んでいる悠正さんと浮気をしていると本当に思ったのかもしれない。

　そのせいで私と悠正さんのように、律花さんと鏑木さんの関係もこじれてはいないか心配になった。

「それなら大丈夫よ。私は隠岐君と会うとき必ず事前に壮に伝えているの。あの日カフェで会っていたことも壮はちゃんと知っているし、仕事の話し合いだって説明して納得していたから」

「……そうなんですね」

　それならよかったと安堵したと同時に、やはり私は鏑木さんに騙されていたのだと落ち込む。

　鏑木さんは悠正さんと律花さんの間にやましいことはなにもないと知っていたのに、ふたりの関係を不倫だと平然とした顔で私に嘘をついたのだ。

「だから俺は言ったよな。鏑木の話は気にするな、忘れろって。あいつは昔から俺のことを目の敵にしているところがあるから、こういう嫌がらせばかりしてくるんだよ」

　あの日、鏑木さんの言葉の途中で悠正さんが私の耳を塞いだのも、鏑木さんの嘘を私に聞かせないためだったのかもしれない。

「でも、ごめん。しっかりと優月に説明をしておけばよかった。関わるな、忘れろ。それだけしか伝えなかった俺も悪いな」

「優月さん。私からも謝罪させてください」

　悠正さんの言葉のあとで律花さんが声をあげる。

「壮が迷惑をかけて本当にごめんなさい。あの人は私の彼氏なんだけど、大学の頃からなにかと隠岐君と張り合ってるの。自分よりも優秀な隠岐君に勝手にライバル心を抱いているのよね」

　それを聞いて、悠正さんと鏑木さんの仲があまりよろしくない事情がようやくわかった。鏑木さんが一方的に悠正さんのことをよく思っていないようだ。

「弁護士になってからも二度ほど同じ訴訟で対決しているんだけど、どちらも隠岐君にこてんぱんにやられたことがショックで、嫌がらせがさらに加速したのね。本当にごめんなさい」

「そうだったんですね」

「これだけの迷惑をかけた壮のことをかばうつもりはないんだけど、隠岐君と優月さんを離婚に追い込みたかったわけじゃないと思うの。ちょっとふたりの仲をかき回すつもりで優月さんのことを騙してしまったのかもしれない。今度改めて壮を連れて謝罪に来ます。本当にごめんなさい」

　そう言って、律花さんが申し訳なさそうに頭を下げる。

　せっかくカフェで起きた事件は律花さんのせいではないと話がまとまったはずなのに、今度は彼氏のことで私たちに再び頭を下げることになるなんて律花さんを気の毒に思ってしまう。

　彼女ほど美人で優秀なら男性なんて選びたい放題のはずなのに。どうして大学時代から一途に鏑木さんを想い続けているのかふと気になった。

　すると、黙って話を聞いていた悠正さんが静かに口を開く。

「ったく、律花は相変わらず鏑木に甘いよな。あいつのどこがそんなにいいんだよ」

　今まさに私が感じた疑問を悠正さんがストレートに尋ねてくれた。

「確かに、壮はちょっと困ったところのある人だけど、頑張り屋で根は真面目な人だから。私がそばで支えてあげたいの」

　そう話す律花さんはとても優しい表情をしていて、心から鏑木さんのことが好きなのだと伝わってくる。

「壮は、大学の頃から一緒に勉強してきた隠岐君に誰よりも自分のことを認めてもらいたいのよ。でも、なかなか隠岐君に追いつけなくて、そんな焦りから嫌がらせのようなことばかりしてしまうのかもしれない……」

「俺はちゃんと鏑木のこと認めてるよ。張り合ってこなくても、あいつが優秀な弁護士なのはわかってるから」

　そう言って、悠正さんが軽くため息をこぼす。

「でも、今回の件はさすがに許さないけどな」

「そ、そうよね。私からもよく叱っておくから」

　律花さんが焦ったように言葉を返した。

「優月。これで俺と律花の誤解は解けただろ」

　ふと悠正さんに視線を向けられて「はい」と私は頷く。そのあとで「でも……」と口にして悠正さんと律花さんを交互に見た。

「ふたりはどうして最近よくカフェで会っていたんですか。私、二度も見てしまって」

「カフェ？　……ああ、それは隠岐君と仕事の話をしていたのよ」

　私の問いに答えてくれたのは律花さんだった。

「私は今、優月さんのお友達の代理人をしているでしょ。でも、隠岐君も奥さまであるあなたのお友達が心配で私に協力してくれていたの。その話し合いをあのカフェでしていたのよ」

　言われてみればあのときのふたりには笑顔が一切なく、ずっと真剣な表情だった。テーブルの上にはパソコンもあったし、仕事の話をしていたという律花さんの言葉に納得した。

「それじゃあ私は、本当に全部勘違いしてたんだ」

　そのせいで悠正さんに離婚届をつきつけてしまった。本当は彼のことが大好きだから離婚なんてしたくなかったのに……。

　途端に落ち込む私の手首を悠正さんが再び掴んだ。

「優月。ここからはふたりで話をしよう」

　落ち着いた声でそう告げた悠正さんが私を引き寄せ、そのままマンションのエントランスに向かって足を進める。

　そのあとをついていきながらふと後ろを振り返れば、律花さんが私たちに向かって笑顔でひらひらと手を振っているのが見えた。




　リビングに戻ると、ダイニングテーブルには私が渡した離婚届が置かれたままになっていた。けれど、なぜかくしゃくしゃになっている。

「――優月」

　振り返った悠正さんが腕を伸ばし、私の体をぐっと引き寄せた。あっという間に彼に抱きしめられてしまう。

「このまま話をさせてくれないか。そうでないと優月がまた俺から逃げていきそうだから」

　悠正さんの腕の力がいっそう強まる。

「これだけは最初に言わせてほしいんだけど、俺が好きなのは優月だ。前にも話したように、優月がうちの事務所に入った頃から惚れてる」

「でも、悠正さんは私と一緒にはいたくないんですよね」

　律花さんとの誤解は解けたものの、彼のこの言葉の真意はまだわかっていない。

「私が怪我をした日にこのマンションに帰ってきてから言いましたよね。俺はこのままきみと一緒にいてもいいのだろうか、って。あれはどういう意味ですか。私は、悠正さんが律花さんのことを好きだから一緒になりたくて、私とはもういられないという意味だと思いました」

「それで、俺と別れるために離婚届を渡したんだな」

「私と離婚すれば悠正さんは律花さんと一緒になれるので、このままだと私はじゃまなのかと……」

「そんなこと思うわけないだろ」

　抱きしめていた体を少しだけ離した悠正さんが私を見つめる。

「あれはそういう意味で言ったんじゃないんだ。でも、誤解を招くような言い方をしてすまなかった」

　悠正さんはあの言葉の意味をゆっくりと話してくれた。

「弁護士をしていると、今回の律花のように逆恨みをされて危険な目に遭う可能性が俺にもあるかもしれない。俺に危害を加えようとするならいい。そういう危険も覚悟でこの仕事をしているわけだから」

　そう言って悠正さんは苦笑すると、再び真剣な表情に戻った。

「でも、中には危害を加えようとする対象を、弁護士本人ではなく家族などの周囲の人間に向けるようなやつもいたりするから、そうなったとき俺の妻である優月が狙われる可能性だってあるんだ。俺といることで優月を危険にさらすくらいなら、一緒にいるべきではないと思った」

「悠正さん……それじゃあ、私のために？」

「優月のことを思えば離れるべきだと思う。だからあのときはああ言ったが、やっぱり俺は優月を手放したくはない。危険な目に遭わせてしまうかもしれない。それでも一緒にいたい。こんな俺を優月はどう思う？　自分勝手なやつだって幻滅するよな」

　自嘲気味に笑う悠正さんに、私はどう言葉を返したらいいのかわからず俯く。

　律花さんと一緒になりたいから、私とはもう一緒にいられない。あの日、悠正さんにそう言われたのだと思っていたけれどそうではなかった。

「そもそもこの結婚も、どうしても俺が優月を手に入れたくて仕掛けたものだ。優月が母親から束縛を受けていると知ってそれを利用した。俺も父から結婚を催促されていたのもあったから、お互いのメリットを挙げて結婚を提案すれば優月が頷いてくれると思った」

　以前も同じようなことを言われた気がするけれど、どうやら本当だったらしい。そのことについて悠正さんを問い詰めようとは思わない。

　私は彼と結婚したことでお見合いをしなくて済んだし、母の束縛から解放されて自由になれた。

　それをきっかけに母との関係はだいぶいい方向に変われた気がする。

「これまでの俺の話を聞いて、優月が俺から離れたいと思うなら俺はそうする。このまま一緒にいたいけど、無理に繋ぎ止めておくようなことはしたくない」

　つまり、私が離れたいと言えば私たちはこのまま本当に離婚をするのだろう。

「私は……」

　俯いていた顔を上げて悠正さんを見つめた。けれど、次の言葉が出てこなくて、視線を逸らしてしまう。

　もう一度しっかりと自分の気持ちを考えてみる。

　今度は冷静に伝えよう。

　悠正さんの告白から逃げてしまったあのときのようにはなりたくない。しっかりと自分の気持ちを伝えないと……。

　逸らしていた視線を再び悠正さんに戻してから、私はゆっくりと口を開いた。

「ずっと悠正さんに憧れていました。弁護士として様々な案件に立ち向かって、依頼者さんのことを救っている悠正さんはとてもカッコいいです。そんな方に好きだと言われて、本当ならとても喜ぶことなのに……」

　あの日の私は彼の告白を断ってしまった。

「悠正さんは律花さんのことが好きだと誤解していたので、私を好きだと言う悠正さんの気持ちを信じることができませんでした。でも、それからずっと悠正さんのことを考えていたら、ようやく自分の気持ちに気が付きました。私も好きです、悠正さんのこと」

　私の誤解はもうすっきりと解けた。だから自分の想いをはっきりと告げて、私は自分からそっと目の前の彼の胸に顔をうずめる。

「一緒にいると危険な目に遭うかもしれない。でも、それがこわいから悠正さんのそばを離れたいとは思いません。私の気持ちはそんなに薄っぺらくはないです。これからはちゃんと両想いの夫婦になって、悠正さんの妻としてあなたのそばにいたい」

　それが私の答えだ。

「ありがとう、優月」

　そう告げた悠正さんの声が微かに震えている気がした。

「どうしよう。俺、今すごくうれしい」

　彼の腕が私の背中に回り、ギュッと強く抱きしめられる。

「これで俺たちようやく両想いってことでいいんだよな。ひと晩寝たら覚えていませんとか言わない？」

「えっ、はい。言わないと思います」

「思います？」

　悠正さんが首を傾げて尋ねてくるので、私はもう一度はっきりと伝える。

「言わないです」

「今度はちゃんと覚えておけよ。俺は優月が好きで、優月も俺が好きだってこと」

「はい」

　なぜか執拗に確認されてしまい、不思議に思いつつもそれに頷く。すると、私を抱きしめる悠正さんの腕にさらに力がこもった。

「優月、好きだよ。ようやく本当にきみを手に入れることができた」

　そう囁くように告げたあと、悠正さんは私の体をそっと離した。

　彼の片手が優しく私の髪を撫でるとそのまま後頭部に回り、ゆっくりと顔を近付けてくる。その目が伏せられ、私もまた自分の目をそっと閉じた。

　お互いの唇が重なり合う。角度を変えて何度も繰り返されるキスにふと思い出したのは、初めて悠正さんと体を繋げたあの夜のこと。

　どうしてああなってしまったのか……。あれから何度も思い出そうとしたけれど、かなり酔い潰れていた私にはやっぱりそのときの記憶がなくて、多分もう思い出すことはできないと思う。

　それでも断片的に残っている悠正さんとの一夜はとても甘い時間で、幸せな記憶としておぼろげにだけど思い出すことができる。

　あの日のように悠正さんに触れてほしい――。

　そんな私の気持ちが伝わったのか、いつの間にか私の腰に回っていた悠正さんの手にぐっと引き寄せられた。それと同時にキスがさらに深くなる。

「愛してる、優月」

　合間に告げられた彼の言葉に答えようと、私もまた自分の想いを口にする。

「私も愛しています――」

　そんな私の言葉ごと飲み込んでしまうように悠正さんが深く唇を重ねた。角度を変えて何度も繰り返されるキスに翻弄されながらもそれに応えるべく私はそっと唇を開いた。すぐに彼の舌がねじ込まれ、よりいっそうキスが激しくなる。

　耐えられず思わず体を引いてしまうと、逃がさないとばかりに彼の腕が私の腰に回りぐっと強く引き寄せられた。

　呼吸のために吐き出す息ごと飲み込んでしまうようなキスがしばらく続き、ようやく唇が離れる。

「このまま抱くけど、いい？」

　先ほどまであれほど荒々しいキスを仕掛けておきながら、その先の行為に進むのにいったん私に確認してくるところが悠正さんらしい。

　心の準備はできているし、さっきのキスで私の体はもうとっくに彼を求めている。同意を示すように頷くと、悠正さんが軽々と私を抱き上げた。

「それじゃあ、ベッドに行こうか」

「はい」

　すると、悠正さんが少し困ったように笑う。

「まだ慣れていない優月には優しくしたいって思うし、腕の怪我にも配慮はするつもりでいる。でも、絶対に優月はかわいいだろうから、初めてしたときみたいに途中から加減ができなくなるかもしれない。そうなったらごめん」

「えっ……」

　初夜の記憶は曖昧だけれど、翌日の体がしんどかったのは覚えている。どうやら今夜の行為でまたああなってしまうのかもしれない。

　でも、がっついてしまうほど悠正さんが私を熱く求めているのだと思ったら、胸がきゅんとなった。

「大丈夫ですよ。悠正さんにならなにをされても私はうれしいです」

　横抱きにされながら彼の首に自身の腕を回し、ギュッとしがみつく。すると、頭上からため息のような吐息が聞こえた。

「あんまり煽るなよ。どうなっても知らないからな」

　悠正さんが足を進めリビングをあとにする。足早に廊下を進み向かったのは彼の寝室。大きくてふかふかのベッドに私を下ろすと、すぐに彼が覆い被さり深い口づけを落とした――。










エピローグ




　ゆっくりと意識が浮上して瞼を持ち上げると、真っ白な天井が目に入った。そのまま数回ぱちぱちと瞬きを繰り返す。

　閉め切られたカーテンの隙間から差し込む柔らかな朝の光が、ベッドで仰向けに寝転がる私の頬を優しく照らしていた。

　今は何時だろう。

　確か、ベッドサイドのテーブルに時計が置かれていることを思い出して視線を向けると午前八時を指している。

「大変！　遅刻しちゃう」

　慌てて飛び起きたものの、今日は土曜日で仕事は休みだと思い出す。

　ホッとしたのもつかの間、起き上がったせいでさっきまで体をすっぽりと覆っていたはずの毛布がずり落ちていることに気が付き、慌てて首元まで引き上げた。

　そっと視線を隣に流すと、うつ伏せの状態でふかふかの枕に顔をうずめるようにして眠る悠正さんの姿が目に入る。

　そういえば、あの日の朝も今とまったく同じ体勢で寝ていたことを思い出してクスッと笑ってしまう。

　昨晩はこのベッドでたっぷりと彼に愛された。今度はしっかりと覚えている。お互いの気持ちを確かめ合い、キスを交わしたあとで寝室へと向かい体を重ねたことを。

　とても幸せな時間だったし、思い出すと胸が温かくなる。それと同時に少し恥ずかしくもなり、自然と火照り始めた頬を両手で覆った、そのとき。

「おはよう」

　悠正さんの声が寝室に響いた。振り向くと、いつの間にか目を覚ましていた彼が枕に背を預けて座りながらこちらを見ている。

「お、おはようございます」

　悠正さんの引きしまった上半身が目に入り、思わず視線を泳がせてしまう。昨夜も見たはずなのに、こうして明るい場所で改めて見ると少し恥ずかしい。

「ははっ、優月なに動揺してるんだよ。かわいいな」

　そんな私の反応がおもしろかったのか悠正さんが楽しそうに笑う。片手を伸ばすと、私の頭にぽすんとのせて、そのままくしゃりと髪を撫でた。

「優月、もっとこっちに来て」

　悠正さんが私を優しく呼び寄せる。その声に誘われるようにゆっくりと近付くと、待てなかったのか彼の手が私の腕を掴み、ぐいっと勢いよく引き寄せられた。

　バランスを崩した私の体が悠正さんの逞しい体に倒れ込み、そのままギュッと抱きしめられる。

　腕の力を弱めて私の体を離した悠正さんが、私の顎を指でくいっと持ち上げた。そのまま親指で唇をそっと撫でられる。

「……優月」

　まるで昨夜の情事を思い起こすような甘い声で名前を囁かれた瞬間、私の唇は悠正さんによって激しく奪われていた。

「んぅ……」

　あっという間に舌を絡め取られ、ねっとりと合わさる。

　朝から随分と情熱的なキスに翻弄されている私の体を、悠正さんがゆっくりと押し倒していく。ひんやりとしたシーツに背中がつき、私はハッと目を見開いた。

　悠正さんの手がいつの間にか私の胸に触れている。キスをしていた唇が離されると、今度は首筋を強く吸われた。

「……やっ、あ……」

　胸と首に与えられる甘い刺激に思わず声が漏れてしまう。とっさに自分の口を手で覆ったけれど、すぐに悠正さんの手によって払われてしまった。

「ここには俺と優月しかいないんだ。昨夜みたいなかわいい声をたくさん聞かせて」

　悠正さんの手と唇が私の素肌に触れていく。

　自分の声を抑えようとしたけれど、我慢できずに口からこぼれてしまう。

「ゆ、悠正さん」

　次々と与えられる愛撫に耐えながら、私は絞り出すように彼の名前を呼んだ。

　悠正さんの手の動きがぴたりと止まり、私の肌に吸いついていた唇がゆっくりと離れていく。そのまま優しい表情で見つめる彼にどうしても伝えたいことがあった。

「大好きです、悠正さん」

　その瞬間、悠正さんがなぜか安心したように微笑み、私の頬を撫でる。

「俺も好きだよ、優月。愛してる」

　悠正さんの顔がゆっくりと近付き、そっと唇が重なり合った――。
















特別書き下ろし番外編










新婚生活




　ひとりで夕食を済ませてお風呂にも入った私は、リビングのソファに腰を下ろし、寝るまでの余暇時間をぼんやりとテレビを見て過ごしていた。

　時刻は夜の十時を回った頃。

　六月のこの時期おすすめの観光地や旅行プランを特集している番組に視線を向けつつ、時折襲ってくる睡魔によって目が閉じそうになる。

　今日はいつもよりも疲労感が強い。日中の仕事で、裁判所に向かった弁護士先生の忘れ物を届けに全力疾走なんてしたせいだろうか。運動不足なこともあり、どっと疲れてしまった。

　もう寝てしまおうかとも思うが、仕事が立て込んでいてまだ帰宅しない悠正さんの帰りを待っていたい気持ちもある。

　眠気と戦いながらさらに三十分が経過した頃、玄関の方から物音が聞こえた。ようやく悠正さんが帰ってきたようで、すぐにリビングの扉が開いた。

「おかえりなさい」

　スーツ姿の悠正さんが現れた瞬間、さっきまでの強い眠気はすぐに吹き飛んだ。ソファから少しだけ腰を浮かせて声をかけると、「ただいま」と彼が微笑む。

「まだ起きていたのか。先に寝ていいよっていつも言ってるのに」

　悠正さんは手に持っているカバンを近くにあるダイニングチェアに置くと、襟元に手をかけネクタイを緩めながら少し呆れたように私を見た。

　私たちが結婚して八カ月ほどが経った。

　悠正さんの仕事は普段から定時で終わることが少なく、営業時間終了後も書面などの作成に追われて事務所に残ることが多いけれど、ここ最近はいつにも増して帰宅時間が遅い。

　裁判前ということもあるし、二カ月前の四月に正式に隠岐総合法律事務所の所長に就任したことも関係していると思う。

　所長としての仕事をこなしながら弁護士としても第一線で活躍している悠正さんは、以前よりもさらに多忙な生活を送っていた。

「お、これどうしたの？　美味しそうな饅まん頭じゅう」

　スーツの上着を脱いでダイニングチェアの背もたれにかけた悠正さんが、テーブルに置かれている長方形の箱の存在に気が付く。

「母からもらいました。友人と温泉旅行に行ったのでそのお土産にって」

「そういえば、前に優月の実家に行ったときお義母さん、旅行に行くって話してたな。箱はこ根ねだっけ？」

「はい。今ちょうどあじさいが見頃みたいですよ」

「へぇ。あじさいか」

　悠正さんが箱の中の饅頭をひとつ手に取った。「食べてもいい？」と聞かれたので、「どうぞ」と頷くと、彼は包装フィルムを剥がしてさっそくひと口頬張る。

「あんこたっぷりだ。美味しい」

　こんな時間に甘い物を摂取するのは私なら少しためらってしまうけれど、彼は気にしていないらしい。ひとつと言ったけれど、ふたつ目の饅頭に手を伸ばしている。

　もしかして、お腹がすいているのだろうか。夕食は事務所で済ませたみたいだけど、おそらく仕事の片手間に適当に食べたに違いない。

　それなら、すぐに食べられるものをなにか作ってあげようかな。と、声をかけようとしたところで、悠正さんが不意にこちらにやってきて私の隣に腰を下ろした。

「疲れた～。ちょっと休憩」

　左半身にずっしりとした重みを感じ、悠正さんが私に寄りかかってくる。その顔を覗き込むとしっかりと目が閉じられていて、今すぐにでも寝てしまいそうだ。

　疲れているのはわかるけれど、だからこそベッドで寝ないと疲れが取れないと思う。

「悠正さん、ここで寝たらだめですよ」

「まだ寝ないよ。シャワー浴びて、ちゃんとベッドで寝るから少しだけこうさせて」

　私にさらに体重をかけて寄りかかってきながら彼はのんびりとそう言った。

　体格差があるので重たいけれど、無理にどかすこともできず私はされるがままジッと耐える。

　私の肩に頭をのせて静かに目を瞑つむる悠正さんはだいぶ疲れているのだろう。

　いくら優秀とはいえ、慣れない所長業務はやはり大変だろうし、仕事関係の付き合いも以前より増えたはず。それなのに弁護士としての仕事も以前と同じくらいこなしている彼を尊敬するのと同時に心配になってしまう。

　悠正さんはたくさんのものを背負っている人だと思う。裁判における重圧や、依頼者から寄せられる期待、それに加えて事務所を任されたことによる責任。そのどれも私なんかが代わりに背負えるようなたやすいものではないので、せめて彼の一番の支えになれたら……。

「そういえば、優月にしてほしいことがあるんだけど」

　不意に聞えた彼の声に、私は首を傾げて尋ねる。

「してほしいことですか？」

「そう。俺の疲れが一瞬で吹き飛ぶことで、それは優月にしかできないこと」

　そう言って、悠正さんがにこりと微笑む。

「なにをすればいいですか？」

　もちろん悠正さんのためなら私はなんでもしてあげたいと思っている。それを私がすることで彼の疲労が一瞬で吹き飛ぶならなおのこと力になりたい。

　もしかして、マッサージとかだろうか。前にしてあげたときとても喜んでいたから。それか、先ほどふたつも饅頭を食べていたところを見ると小腹がすいているようなので、なにかすぐにでも食べられるものを作ってほしいのかも……。

「優月から俺にキスしてほしい」

「えっ」

　いったいどんなことを頼まれるのだろうと考えていた私の耳に届いたのは、そんなお願いだった。

　マッサージや料理に比べたらだいぶ簡単なことだし、キスならいつもしている。それなのに悠正さんの疲れが一瞬で吹き飛ぶのだろうか。

　ついきょとんとした表情を浮かべてしまう私の頬に悠正さんの手が添えられる。

「いつも俺から優月にキスしているだろ。そうじゃなくて、たまには優月から俺にキスしてほしくて」

　確かに、キスはいつも悠正さんから。私は受け身の立場だし、そもそも自分からキスをするという発想がなかった。

「わかりました」

　それで悠正さんの疲れが吹き飛ぶならと私はこくんと頷いた。

　自分からのキスは初めてなので緊張する。それでも小さく気合を入れて、ゆっくりと彼に向かって顔を近付けていく。

「あの……できれば目を閉じていただけるとありがたいです」

　がっちりと視線が絡み合ったままというのはやはり恥ずかしい。思わずそう頼んでしまうと、悠正さんは笑いながら「りょーかい」と呟いて目を閉じた。

「ちなみに、俺がいつも優月にしているようなキスな」

「えっ」

　それは、できるだろうか……。キスだけならなんとかできるような気がしたけれど、ハードルが上がってしまった。

　それでもやらなければと意気込み、私は目をギュッと瞑って悠正さんに再び顔を近付けていく。やがて、ふにっとした柔らかい感触がして、自分の唇が彼にくっついたのだとわかった。

　けれど、ここからどうしていいのかわからない。悠正さんがいつも私にしているようなキス。わかるけど、どうやればいいのだろう……。

　結局、触れるだけのキスをして唇を離してしまった。すると、閉じていた悠正さんの瞼が開き、「そうじゃないだろ」と笑いながら囁く。

「俺のキスは、こう」

　悠正さんの手が私の後頭部に回り、ぐっと引き寄せられるとすぐに唇を塞がれた。

　ぬるりと入ってきた舌が私の舌を絡め取る。どう動けば気持ちよくなれるのかすっかりわかっている彼の舌の動きに、私は今日も翻弄されてしまう。

「……んぅ、悠正さん……」

　いまだにどこで息をすればいいのかわからないのだから、これと同じようなキスを自分からするなんて絶対にできる気がしない。

　唇を繋げたまま悠正さんが私のことをゆっくりと押し倒してきた。彼の手が上着の裾から侵入してきて素肌に触れる。

　まさかここでするのだろうか。それならせめてベッドに移動したいし、そもそも悠正さんは疲れているのでは？

「優月……」

　けれど、熱のこもったその声はすでに彼のスイッチが入っている証拠だ。

　素肌を這う彼の手が私の背中に回され、ブラのホックに触れたときだった。どこからか着信音が聞こえて、悠正さんの動きがぴたりと止まる。この音は彼のスマートフォンだ。

　電話がかかってきたものの、悠正さんは気にすることなく続きを始めようとする。彼の手が再びブラのホックを外そうとするので、私は慌ててしまった。

「悠正さん。電話、出なくていいんですか」

「大丈夫。こんな時間だし仕事関係じゃないはずだから。それよりも俺はこっちがしたい」

　そう言って、私の唇を塞ぐ。

　仕事関係の電話ではないにしても、かかってきている以上は出るべきだ。私は、悠正さんの胸に両手をついてそっと押し返す。唇が離れたので、彼に向かってはっきりと告げた。

「電話に出てください」

　そう強く訴えると、悠正さんはため息をこぼしながらもゆっくりと起き上がった。そのままソファを離れ、ダイニングチェアに置かれているカバンからスマートフォンを取り出す。

　ディスプレイを確認して表情を少し歪めたものの、すぐにそれを耳に当てた。

「もしもし……なに？」

　わかりやすく不機嫌な声で電話に出た悠正さんはそのまましばらく通話を続け、最後にひと言「おめでとう」と言って電話を切った。

　いったい誰からだったのだろう。スマートフォンをダイニングテーブルに置いた悠正さんが再びソファに戻ってくると、私の隣に腰を下ろす。

「やっぱり出なきゃよかった。鏑木からだ」

「鏑木さんですか」

　悠正さんの口からその名前が出るたびに私はつい身構えてしまう。というのも、ふたりの関係は相変わらず改善していないし、むしろ一時はさらに険悪になって大変だった。

　その原因はもちろん鏑木さんが私に、悠正さんと律花さんが不倫関係にあると嘘をついたこと。そのせいで私と悠正さんの関係が離婚寸前までこじれてしまった。

　後日、鏑木さんは恋人である律花さんに連れられて私たちに謝罪に来たけれど、悠正さんはなかなか彼を許さず縁を切るとまで宣言した。

　鏑木さんもさすがにそこまではされたくなかったらしい。私を騙したのは、律花さんが以前言っていたように、私と悠正さんがちょっとケンカでもすればいい程度の軽い気持ちだったそうだ。

　ここまで大事にさせるつもりはなかったものの、今回のことを鏑木さんは心から反省していて、何度も私たちのところへ謝罪に訪れた。

　その姿を気の毒に思った私の説得もあり、ようやく悠正さんが鏑木さんのことを許したのはつい最近のこと。

　そんな鏑木さんが、こんな夜遅い時間にいったいどんな用事で電話をかけてきたのだろう。

「鏑木のやつ、さっき律花にプロポーズをして成功したらしい」

「え！　ということは、おふたりは結婚するんですね」

「そうだな。ったく、こんな時間にいちいち電話で報告してくるなよ」

　冷たい言い方をしながらも、悠正さんの表情はどことなくうれしそうに見える。大学の友人であるふたりの結婚はやはり喜ばしいものなのだろう。

「これからは律花に鏑木のことをしっかりと監視してもらわないとな」

　冗談っぽく言う悠正さんの言葉に思わずくすりと笑ってしまうと、不意に彼がテレビ画面の方を指差した。

「なぁ、優月。来週の土曜に俺たちもアレを見に行かないか」

　そこにはこの時期おすすめのスポットとして、雨に濡れて満開に咲くあじさいの花が映し出されている。場所は先日、母が温泉旅行に行ったという箱根だ。

「でも、お仕事は大丈夫ですか？」

　忙しそうだけどそんな余裕があるのだろうか。

「今週と来週を乗り切れば少しは落ち着くと思う。それからでもまだ咲いてるかな」

「多分間に合うと思いますよ」

「それなら、日帰りになるけど一緒にあじさいを見に行こう」

　そう言って微笑む悠正さんに私は迷わず「はい」と笑顔で頷いた。

　それからどちらからともなく顔を近付け、そっと唇を重ねたのだった。










あとがき




　このたびは本作をお手に取っていただきありがとうございます。

　ベリーズ文庫さんから出させていただきました前作のヒーローはドクターでしたが、今作のヒーローは弁護士です。

　優秀で見た目もいいからモテるのに、意中の女性にはなかなか振り向いてもらえずに恋愛面ではちょっと不憫な思いをしているヒーローが、真面目で鈍感なヒロインを虎視眈々と狙って落としていく……そんな話を書きたいと思い執筆を始めました。

　契約から始まる悠正と優月の結婚生活。初めは順調でしたが、悠正のことをライバル視している鏑木の登場で暗雲が立ち込めてきます。鏑木のついた嘘が悠正と優月の関係をかき回して離婚寸前までこじれてしまいました。

　でも、この出来事がなければ優月は悠正への気持ちに気が付くことができなかったかもしれません。そう考えると、今作には鏑木が必要だったのだと思います。

　そんな鏑木と悠正の関係を改善させるかどうかは最後まで悩みました。

　サイト版では険悪なまま終わってしまったので、書籍化にあたり書き下ろした番外編で和解させようとも思ったのですが、どうしてもふたりが仲良く会話をするイメージができず……険悪な雰囲気を残しつつ、でもお互いに心底嫌っているわけではない関係でまとめることにしました。

　悠正と優月の恋の行方はもちろんですが、悠正と鏑木・優月と母親の関係がどうなるのかも一緒にお楽しみいただけたならうれしいです。




　今作も無事に一冊の本になることができてホッとしています。

　担当してくださった須藤様。編集協力してくださった鈴木様。表紙イラストを手掛けてくださったさばるどろ様。本作に携わってくださったすべての皆様に、心よりお礼申し上げます。

　そして、本作をお手に取って読んでくださった皆様。本当に、ありがとうございました！




鈴すずゆりこ
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